
Ⅱ．「SIH 道場～アクティブ・ラーニング

入門～」の取組
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１．平成 30年度「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の実施 

１）SIH 道場の概要

SIH 道場は、徳島大学の 1 年次学生全員が前期に受講する初年次教育科目であり、各学部・学

科で設計したアクティブ・ラーニングの手法を導入した授業において、学生は（1）専門分野の早

期体験、（2）ラーニングスキルの習得、（3）学習の振り返りを行う。教員は本授業の担当を通し

て、アクティブ・ラーニングの手法を学び、授業実践の省察を行う。平成 30 年度 SIH 道場にお

いては、学部 1 年生 1303 名が受講し、184 名の教員が授業を担当した。 
SIH 道場の授業設計は各学部・学科単位で行い、「授業設計コーディネーター」が責任を担う。

授業設計コーディネーターは、（1）専門分野の早期体験、（2）ラーニングスキル（文章力・プレ

ゼンテーション力・協働力）の習得、（3）学習の振り返りの SIH 道場の三つの必須要素を組み込

んだ授業を設計する。

SIH道場とは、徳島大学の1年次全員が前期に受講する初年次教育科目で、①専門分野の早期体験、
②ラーニングスキルの習得、③学習の振り返り等の主体的な学習習慣を身につけることを主な目的にして
います。授業内容は、各学部の事情に合わせて授業を設計し、学部教員が授業を担当します。

SIH道場 ～アクティブ・ラーニング型初年次科目～

◆授業の設計手順
授業は、各学部・学科の事情に合わせて、個別に設計を行います。
授業設計の責任者は、「授業設計コーディネーター」であり、その選
出や当該学部の状況把握等は専門委員会委員が行います。また、
授業設計においては、総合教育センター教育改革推進部門教員と
コンテンツ作成ワーキンググループのメンバーが、設計のための支援
を行います。

授業内容は、各学部・学科の専門に即して個別に計画されますが、
上記の目的を踏まえることと、学生がアクティブ・ラーニング型授業を
体験し、自らの学習経験を振り返ることを通じて、学習の計画や実
施をしていくための能動的学習の基礎を身につけるような要素を盛り
込みます。そのために、下記の内容を必須項目として実施します。

①専門分野の早期体験
→先端研究、現場体験、臨床体験、先輩からのメッセージ等

②ラーニングスキルの習得（反転授業・グループワーク等の実施）
→文章力・プレゼンテーション力・協働力

③学習の振り返り（eポートフォリオによる省察）
→学習内容の省察・記録、学生、教員間での共有等

※①～③をそれぞれが関連し、スキルの習得と体験が同じフィールド
で習得できるように体系的に組み立てます。

授業の概要

キーワード：専門分野の早期体験、 アクティブ・ラーニングスキルの獲得、eポートフォリオによる学習の振り返り

◆授業のひな形（1つの例）※より詳細なひな形は別紙
（１）導入：大学での学び・動機づけ
①先輩の声「テーマ：○○学科における大学での学びと○○技師」（講演or映像）
→その内容について、レポートとして文章にまとめる。

グループでコンテンツを作り、プレゼンテーションを行う。
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

（２）ラーニングスキル入門：学習を行う上で共通する基本技能の習得
①文章の書き方
→反転授業事前学習：レポートの書き方入門
→対面授業 ：（１）で作成したレポートについて、

ルーブリックを用いたピア評価、ポイント確認、ブラッシュアップ
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

②プレゼンテーションの仕方
→反転授業事前学習：効果的なプレゼンテーションの仕方
→対面授業 ：（１）で実施したプレゼンテーションについてについて、

ルーブリックを用いたピア評価、ポイント確認、ブラッシュアップ
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

③グループワーク（他者との協働）
→反転授業事前学習：アイデアの発想・収束（KJ法）
→対面授業：KJ法ワークを実施し、ルーブリックを用いたピア評価を行う。
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

（３）早期体験：○○分野の先端研究・現場体験
①○○現場体験
→その内容について、レポートとして文章にまとめる。

グループでコンテンツを作り、プレゼンテーションを行う。
ルーブリックを用いたピア評価を行う。

→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。
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２）SIH 道場の各アクターの役割

SIH 道場の実施にあたっては、大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門委員会、各学部・

学科の授業設計コーディネーター、各学部・学科の授業担当者、総合教育センター教育改革推進

部門、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループが、授業計画から準備、実施、振り返りまで

の過程において、以下のようなそれぞれの役割を果たしている。 

平成 30年度 SIH道場各アクターの役割 

３）授業設計コーディネーターの役割

 各学部・学科の授業設計コーディネーターは、プログラム単位で授業設計を行い、目的・目標

の設定、スケジュール、教材、評価方法の設定等を行うという中心的な役割を担う。その際に

は、「授業設計概要」、「授業設計詳細」をフォーマットに従い作成し提出する。加えて、授業担

当者を選出し取りまとめを行いながら、連携して授業運営を行う。授業の実施後には学生アンケ

ートを行い、教育改革推進部門による集計結果等を参考にしながら、「プログラム設計評価シー

ト」のフォーマットに従い、実施したプログラムを振り返り自己評価を行い、課題を明確化し次

年度の改善点を具体的に記述する。全プログラムの実施内容やその成果と課題については、SIH
道場の全てのプログラムが終了した 11 月中旬に開催する「SIH 道場振り返りシンポジウム」に

おいて共有を行う。

◆AP事業全体像の把握
◆コーディネーターの選出 ◆SIH道場の準備状況の把握 ◆SIH道場の実施状況の把握

（特に自学部）

◆SIH道場の振り返り
（全体運営）
◆シンポジウムの開催
◆報告書の作成

◆SIH道場の授業概要の把握
◆授業設計（目的・目標・スケ
ジュール・教材・評価等のシラバ
スの作成）

◆授業担当者の選出
◆SIH道場担当者FDに参加
◆授業準備・スケジュール等の最
終確認など、実施するために必
要なことすべて

◆授業担当者の支援
◆授業実施状況の把握
◆自身の授業を振り返り、eポー
トフォリオを活用した省察

◆SIH道場の振り返り
◆自己評価シートの作成
（自部局）
◆シンポジウムでの報告

◆授業準備・スケジュール等の最
終確認など、授業を担当するた
めに必要なことすべて
◆SIH道場担当者FDに参加

◆授業の実施
◆学生のポートフォリオに対する
コメント等のフィードバック
◆自身の授業を振り返り、eポー
トフォリオを活用した省察

◆SIH道場の振り返り
（自クラス）
◆授業設計コーディネーターへの
報告

◆授業設計の支援 ◆FD・説明会の実施 ◆随時相談対応

◆SIH道場の振り返り（全体）
◆シンポジウムでの報告
◆報告書の作成
（運営・支援）

◆授業設計の支援
◆反転授業コンテンツ、教材、
ワークシート、eポートフォリオ、
評価ツール等の作成

◆反転授業コンテンツ、教材、
ワークシート、eポートフォリオ、
評価ツール等の作成
◆担当者へ使い方等の説明

◆随時相談対応
◆SIH道場の振り返り
（コンテンツ）
◆報告書の作成（コンテンツ）

授業計画
10月～2月

総合教育センター
教育改革推進部門

コンテンツ作成WG

授業担当者

準備
2月～3月

実施
4月～9月

振り返り
10月～12月

授業設計
コーディネーター

大学教育再生
加速プログラム
実施専門委員会
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４）平成 30年度の SIH道場プログラム 

 平成 30 年度の SIH 道場については、①総合科学部（国際教養コース・心身健康コース・公共

政策コース・地域創生コースの 4 コース合同）、②医学部医学科、③医学部医科栄養学科、④医

学部保健学科看護学専攻、⑤医学部保健学科放射線技術科学専攻、⑥医学部保健学科検査技術科

学専攻、⑦歯学部（歯学科・口腔保健学科の 2 学科合同）、⑧薬学部、⑨理工学部社会基盤デザ

インコース、⑩理工学部機械科学コース、⑪理工学部応用化学システムコース、⑫理工学部電気

電子システムコース、⑬理工学部情報光システムコース、⑭理工学部応用理数コース、⑮生物資

源産業学部（応用生命コース，食料科学コース，生物生産システムコースの 3 コース合同）の

15 プログラムが展開されると共に，⑯医療教育開発センターによる医・歯・薬学部合同の「チ

ーム医療入門」ワークショップが実施された。このうち，各学部・学科・専攻・コースにおいて

実施されたプログラムの SIH 道場必須項目の内容については、表のとおりである。 
 

平成 30 年度 SIH 道場プログラムにおける必須項目一覧表 
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平成30年度 SIH道場プログラム資料

◆ SIH道場　必須項目設計表（概要）
◆ SIH道場　プログラム設計評価シート
◆ SIH道場　授業詳細

プログラム実施単位
1. 総合科学部
2. 医学部医学科
3. 医学部医科栄養学科
4. 医学部保健学科看護学専攻
5. 医学部保健学科放射線技術科学専攻
6. 医学部保健学科検査技術科学専攻
7. 歯学部
8. 薬学部
9. 理工学部社会基盤デザインコース
10. 理工学部機械科学コース
11. 理工学部応用化学システムコース
12. 理工学部電気電子システムコース
13. 理工学部情報光システムコース
14. 理工学部応用理数コース
15. 生物資源産業学部
16. 医療教育開発センター

15



SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
総
合
科
学
部
社
会
総
合
科
学
科

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習
芸

術
作

品
の

鑑
賞

を
通

し
て

，
「

デ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

」
に

よ
る

絵
画

情
報

の
客

観
的

な
記

述
能

力
の

習
得

を
目

指
す

．

レ
ポ

ー
ト

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

，
事

前
学

習
の

指
示

に
従

っ
た

記
述

が
で

き
て

い
る

か
な

ど
に

つ
い

て
コ

メ
ン

ト
す

る
．

美
術

史
の

担
当

教
員

に
よ

る
，

絵
画

の
基

本
的

な
見

方
，

デ
ス

ク
リ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

の
講

義
を

受
講

す
る

．

事
前

学
習

後
，

大
塚

美
術

館
を

訪
問

し
，

学
生

が
興

味
，

関
心

を
抱

い
た

絵
画

・
作

品
を

選
択

し
，

「
デ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
」

に
従

っ
て

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
．

m
ah

ar
a飛

ぶ
ノ

ー
ト

の
「

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

」
を

用
い

て
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

．
講

義
担

当
教

員
と

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

は
レ

ポ
ー

ト
を

チ
ェ

ッ
ク

た
の

ち
，

必
要

に
応

じ
て

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

．

SI
H
道

場

文
章

力

1．
学

術
的

文
章

の
基

本
的

な
ル

ー

ル
や

方
法

を
習

得
す

る
．

2．
読

書

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
し

，
担

当
教

員
の

コ
メ

ン
ト

や
評

価
に

よ
る

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
，

レ
ポ

ー
ト

（
論

理
的

文
章

）
の

書
き

方
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
．

担
当

教
員

は
，

自
身

の
推

薦
書

が
対

象
と

な
っ

た
読

書
レ

ポ
ー

ト
に

コ
メ

ン
ト

す
る

と
と

も
に

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

．

総
合

科
学

入
門

講
座

に
お

い
て

「
学

術
的

文
章

の
書

き
方

に
つ

い
て

」
を

受
講

す
る

．

1．
学

術
的

文
章

の
書

き
方

に
つ

い
て

の

講
義

を
行

な
う

．
2．

学
生

は
推

薦
図

書

の
中

か
ら

一
冊

以
上

を
選

択
し

て
読

破
し

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

を
作

成
す

る
．

3．
提

出
さ

れ
た

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

に
対

し
て

は
，

担
当

教
員

が
コ

メ
ン

ト
と

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
基

づ
く

評
価

を
行

な
い

返
却

す
る

．

M
oo

dl
eを

用
い

て
，

提
出

し
た

読
書

レ

ポ
ー

ト
に

対
す

る
担

当
教

員
か

ら
の

コ
メ

ン
ト

を
受

け
取

る
．

そ
の

内
容

を
ふ

ま
え

，
学

術
的

な
文

章
の

書
き

方
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
，

担
当

教
員

に
対

し
再

び
レ

ポ
ー

ト
を

提
出

す
る

．

SI
H
道

場
（

読
書

レ
ポ

ー
ト

）
総

合
科

学
入

門
講

座

プ
レ

ゼ
ン

力
1．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

的
所

作
を

習
得

し
，

自
身

の
考

え
を

他
者

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

．
2．

他
者

に
よ

る
j評

価
を

通
じ

て
，

自
己

の
現

状
を

把
握

す
る

．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
に

よ
る

評
価

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

内
容

や
，

ル
ー

ル
に

関
す

る
事

前
資

料
・

説
明

の
内

容
を

理
解

す
る

．

担
当

教
員

は
学

生
の

事
前

学
修

の
内

容
を

確
認

し
，

必
要

に
応

じ
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

手
法

に
つ

い
て

説
明

す
る

．
学

生
は

一
定

範
囲

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
資

料
を

作
成

し
発

表
す

る
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
は

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

て
評

価
す

る
．

1．
学

生
は

，
グ

ル
ー

プ
内

で
相

互
評

価

を
行

な
う

．
2．

課
題

発
見

ゼ
ミ

ナ
ー

ル

の
最

終
授

業
に

お
い

て
，

成
果

の
発

表
会

や
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

じ
学

習
の

振
り

返
り

を
行

う
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

SI
H
道
場

 (学
友
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

)
課
題
発
見
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（

1年
後

期
）

協
働

力

1．
協

働
力

養
成

の
た

め
の

基
本

的

な
手

法
を

知
る

．
2．

実
践

と
そ

の

評
価

を
通

じ
て

，
自

己
の

現
状

を
把

握
す

る
．

（
上

記
の

プ
レ

ゼ
ン

力
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
グ

ル
ー

プ
で

行
な

う
．

同
一

の
授

業
で

二
つ

の
力

を
養

成
す

る
も

の
で

あ
る

．
）

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

．

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

用
い

る
手

法
に

関
す

る
事

前
資

料
の

内
容

を
理

解
す

る
．

1．
学

生
は

，
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ひ
と

つ

の
テ

ー
マ

を
選

び
，

共
同

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
資

料
を

作
成

し
，

発
表

す
る

．
2．

ま
た

は
，

個
々

に
プ

レ
ゼ

ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

資
料

を
作

成
し

発
表

す
る

こ
と

で
，

グ
ル

ー
プ

内
で

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

相
互

評
価

を
行

な
う

．

1．
学

生
は

，
グ

ル
ー

プ
内

で
相

互
評

価

を
行

な
う

．
2．

「
課

題
発

見
ゼ

ミ
ナ

ー

ル
」

の
最

終
授

業
に

お
い

て
，

成
果

発
表

会
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
，

学
習

の
振

り
返

り
を

行
う

．
教

員
は

評
価

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

．

SI
H
道
場

 (学
友
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

)
課
題
発
見
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（

1年
後

期
）

１．総合科学部

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

※
学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

1.総合科学部
総
合
科
学
部

社
会
総
合
科
学
科

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

　デ
ス
クリ
プ
シ
ョン
の
チ
ェッ
クを
行
う教

務
委
員
・学
生
委
員
の
中
で
，
事
前
学
習
等

を
通
じ
て
，
学
生
へ
の
フィ
ー
ドバ
ック
に
統
一
を
図
る
こと
が
で
き
た
．
ま
た
，
W
eb
を

経
由
し
て
返
却
し
た
こと
で
学
生
に
は
学
修
の
振
り返

りや
蓄
積
状
況
の
把
握
が
容

易
に
な
り，

個
々
の
課
題
を
確
認
す
る
上
で
有
効
で
あ
った
と考

え
る
．

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

　飛
ぶ
ノー
ト，

M
oo
dl
e，
eラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
どの
利
便
性
，
効
果
を
教
員

間
で
共
有
し
，
SI
H
道
場
以
外
の
授
業
で
も
活
用
す
る
必
要
が
あ
る
．

特
に
な
し
。

　W
EB
を
利
用
し
て
学
生
へ
の
コメ
ン
ト等

を
返
却
し
た
た
め
，
学
生
は
これ
ま
で
よ
り

も
容
易
に
学
修
内
容
を
振
り返

る
こと
が
で
き
た
と考

え
られ
る
．
ま
た
，
総
合
科
学

入
門
講
座
で
は
，
受
講
者
全
員
が
す
べ
て
の
コメ
ン
トを
閲
覧
で
き
る
よ
うに
し
た
た

め
，
振
り返

りの
動
機
付
け
の
向
上
に
つ
な
が
った
と思

わ
れ
る
．
ま
た
講
義
最
終
回

で
は
，
学
生
か
らの
問
題
提
起
・質
問
を
受
け
て
，
担
当
教
員
が
パ
ネ
ル
デ
ィス
カ
ッ

シ
ョン
を
行
い
，
総
括
を
図
った
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

現
在
の
SI
H
道
場
期
間
で
，
全
て
の
項
目
に
関
連
す
る
有
効
な
プ
ログ
ラム

案
を
総
合
教
育
セ
ン
ター
等
か
ら提

案
，
例
示
して
い
た
だ
き
た
い
．

ま
た
，
本
授
業
へ
の
TA
な
どの
予
算
配
分
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
．

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

　多
くの
学
生
が
，
初
め
て
の
大
塚
美
術
館
の
見
学
で
あ
りな
が
ら，

十
分
な
見
学

時
間
を
確
保
で
き
な
か
った
．
可
能
な
範
囲
で
，
見
学
時
間
を
確
保
し
た
い
．
見
学

後
に
課
題
を
や
らせ
た
とこ
ろ
，
学
生
が
疲
弊
し
て
い
た
．
全
般
に
詰
め
込
み
す
ぎ

で
，
か
え
って
学
習
効
果
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
，
そ
の
点
も
改
善
し
た
い
．

デ
ィス
クリ
プ
シ
ョン
の
内
容
の
検
討
に
つ
い
て
，
大
学
に
戻
って
か
らで
な
く，
現
地
で

済
ま
せ
て
お
い
て
，
見
学
後
は
提
出
す
る
だ
け
に
す
る
な
どの
や
り方

を
検
討
し
た

い
．

　総
合
科
学
入
門
講
座
で
，
合
理
的
な
結
論
を
出
す
技
術
を
身
に
つ
け
させ
る
「論

理
的
思
考
力
の
養
成
」を
目
標
に
し
て
講
義
と実

践
練
習
を
行
った
．
eラ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
活
用
な
どの
改
善
点
が
奏
功
し
，
単
位
取
得
し
た
学
生
の
平
均
点
が
84

点
（
昨
年
度
は
77
点
）
とい
う非

常
な
高
得
点
とな
った
．
作
文
の
評
価
は
，
教

科
書
『コ
ピ
ペ
と言

わ
れ
な
い
レ
ポ
ー
トの
書
き
方
教
室
』に
従
って
行
った
．
ま
た
，
お

お
む
ね
毎
回
の
講
義
終
了
時
に
，
内
容
を
復
習
す
る
マ
ー
クシ
ー
ト式

の
小
テ
ス
トを

行
った
．

　読
書
レ
ポ
ー
トに
つ
い
て
は
，
提
出
，
コメ
ン
トの
受
け
取
り方

法
に
つ
い
て
，
約

80
%
の
学
生
が
M
oo
dl
eの
利
用
に
肯
定
的
だ
った
．

　留
学
説
明
を
充
実
させ
，
短
期
・長
期
留
学
の
具
体
的
な
手
続
き
や
時
期
を
明

示
し
た
．
短
期
留
学
の
手
続
き
期
間
を
考
慮
し
た
時
期
に
実
施
し
た
．

　他
の
教
員
の
講
義
に
も
可
能
な
限
り参

加
す
る
こと
で
，
教
員
間
の
連
携
や
協
力

を
深
め
る
こと
が
で
き
た
．

　総
合
科
学
入
門
講
義
に
お
い
て
「留
学
説
明
」を
充
実
させ
，
短
期
・長
期
留
学

の
具
体
的
な
手
続
き
や
時
期
を
明
示
す
る
とと
も
に
，
留
学
の
希
望
を
実
際
の
行
動

へ
と結

び
付
け
る
た
め
に
は
，
具
体
的
な
行
動
を
，
い
つ
どこ
で
どの
よ
うに
す
れ
ば
よ
い

の
か
を
，
明
らか
に
す
る
必
要
が
あ
る
．

　W
EB
上
に
提
出
され
た
読
書
レ
ポ
ー
トの
自
動
シ
ス
テ
ム
化
が
望
ま
れ
る
．

　e
ラー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
うに
授
業
を
計
画
し
た

い
．
留
学
説
明
の
講
義
は
，
短
期
留
学
の
手
続
き
期
間
を
考
慮
し
，
機
会
を
改

め
て
実
施
し
た
い
．
他
の
教
員
の
講
義
に
参
加
す
る
な
ど，

教
員
間
の
連
携
や
協

力
を
深
め
る
こと
も
，
今
後
検
討
し
た
い
．

　他
の
教
員
の
講
義
へ
の
参
加
率
を
高
め
，
教
員
間
の
連
携
や
協
力
を
さら
に
進

め
た
い
．

　S
IH
道
場
に
て
，
グ
ル
ー
プ
で
の
意
思
決
定
を
行
うワ
ー
クを
実
施
し
，
自
己
の
考

え
な
どを
発
表
し
，
教
員
や
他
の
学
生
か
らの
フィ
ー
ドバ
ック
を
通
し
て
，
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
に
お
け
る
自
己
評
価
を
行
う機

会
とな
った
．

　ま
た
，
関
連
す
る
授
業
は
現
在
，
開
講
中
の
「課
題
発
見
ゼ
ミナ
ー
ル
」で
あ
る

が
，
昨
年
度
（
H
29
）
は
，
「プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
」を
含
む
複
数
要
素
で
構
成
され

た
内
容
で
，
各
クラ
ス
で
各
課
題
に
つ
い
て
の
発
表
会
が
実
施
され
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
力
の
向
上
に
つ
な
が
った
と考

え
られ
る
．

　S
IH
道
場
の
短
期
間
で
は
他
の
プ
ロ
グ
ラム
の
関
係
上
，
総
合
科
学
部
で
は
「プ
レ

ゼ
ン
力
」に
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラム
を
導
入
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
，
限
られ

た
時
間
で
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラム
を
探
す
必
要
が
あ
る
．

　課
題
発
見
ゼ
ミナ
ー
ル
の
クラ
ス
分
け
に
受
講
生
数
の
偏
りが
あ
った
た
め
，
一
部
の

教
員
へ
の
負
担
が
大
き
くな
った
．
クラ
ス
の
人
数
の
制
限
，
ま
た
，
一
つ
の
クラ
ス
だ

け
を
受
講
す
る
の
で
は
な
く，
複
数
クラ
ス
を
受
講
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
，
今
後
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
．
ま
た
，
発
表
会
が
クラ
ス
ご
とに
実
施
され
て
い
る
た
め
，
評
価

基
準
や
到
達
度
が
クラ
ス
間
で
異
な
って
い
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
，
クラ
ス
間
で
の
差

異
を
明
らか
に
し
，
差
異
が
存
在
す
る
場
合
に
は
そ
れ
を
埋
め
る
必
要
が
あ
る
．

入
学
後
の
早
期
段
階
に
お
け
る
学
生
の
プ
レ
ゼ
ン
力
向
上
に
関
し
て
，
担
当
教
員

間
で
情
報
共
有
し
て
い
くこ
とが
望
ま
れ
る
．

1年
次
後
期
以
降
の
講
義
等
に
お
い
て
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
取
り入

れ
た
授
業

を
増
や
し
，
学
修
成
果
を
さら
に
発
展
させ
る
場
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
．

課
題
発
見
ゼ
ミナ
ー
ル
の
クラ
ス
間
で
の
統
一
性
を
図
る
た
め
，
クラ
ス
を
ま
た
い
で
の

発
表
会
を
実
施
す
る
こと
を
促
す
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

　S
IH
道
場
に
て
，
少
数
グ
ル
ー
プ
で
の
意
思
決
定
を
協
働
ワ
ー
クを
実
施
し
，
自
己

の
考
え
な
どを
発
表
し
，
教
員
や
他
の
学
生
か
らの
フィ
ー
ドバ
ック
を
通
し
て
，
自
己

評
価
を
行
う機

会
とな
った
．

　ま
た
，
関
連
す
る
授
業
は
現
在
開
講
中
の
「課
題
発
見
ゼ
ミナ
ー
ル
」で
あ
る
が
，

昨
年
度
（
H
29
）
は
，
「協
働
力
」を
含
む
複
数
要
素
で
構
成
され
た
内
容
で
，
各

クラ
ス
で
各
課
題
に
つ
い
て
実
践
的
な
学
習
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こと
が
で
き
た
と考

え
られ
る
．

　S
IH
道
場
の
短
期
間
で
は
他
の
プ
ロ
グ
ラム
との
兼
ね
合
い
で
，
総
合
科
学
部
で
は

「協
働
力
」に
関
連
す
る
プ
ロ
グ
ラム
を
導
入
す
る
の
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
．
そ
の
た

め
，
限
られ
た
時
間
で
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラム
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
．

課
題
発
見
ゼ
ミナ
ー
ル
の
クラ
ス
分
け
に
お
い
て
受
講
生
数
の
平
均
化
を
進
め
た
が
，

一
方
で
学
生
の
希
望
に
合
った
受
講
が
か
な
わ
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
され
た
．
クラ
ス
の

人
数
の
制
限
，
複
数
クラ
ス
を
受
講
す
る
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
，
今
後
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
．
ま
た
，
上
記
と同

様
に
，
クラ
ス
間
で
協
働
力
の
育
成
に
差
異
が
あ
る
可
能

性
が
懸
念
され
る
．

受
講
生
，
担
当
教
員
の
意
見
を
ふ
ま
え
た
，
クラ
ス
分
け
の
方
法
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
．
ま
た
，
授
業
内
に
お
い
て
協
働
作
業
の
場
を
設
け
る
な
ど，

身
に
つ
け

た
実
践
力
を
さら
に
伸
張
す
る
取
組
が
望
ま
れ
る
．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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 平
成

3
0
年

度
　
S
IH
道

場
必

須
項

目
設

計
表

（
概

要
の

み
）

医
学
部
医
学
科

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り
返

り

①
体

験
学

習
医
師
の
役
割
・
業
務
内
容
や
必
要
と

さ
れ
る
能
力
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
と

関
連
づ
け
て
大
学
に
お
け
る
学
習
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

病
院
ル
ー
ル
に
つ
い
て
試
験

を
行
う
。

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
と

振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
で
評
価

す
る
。

身
だ
し
な
み
、
診
療
現
場
で

の
ル
ー
ル
、
個
人
情
報
保

護
、
感
染
制
御
等
に
関
す
る

資
料
を
予
習
す
る
。

１
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
キ
ャ
リ
ア
形

成
、
診
療
現
場
で
の
ル
ー
ル
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
等
に
関
す
る
授

業
。
省
察
を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。

２
）
診
療
現
場
体
験

３
）
振
り
返
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
診
療
現

場
体
験
の
振
り
返
り
を
行
う
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
と
振
り

返
り
レ
ポ
ー
ト
に
学
ん
だ
こ
と
を
記

入
し
、
そ
れ
に
対
す
る
教
員
コ
メ
ン

ト
お
よ
び
評
価
を
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

で
確
認
す
る
。

・
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

準
備
学
習
：
4
月
3
日

8
:
3
5
-
1
0
:
0
0
,
 
4
月
4
日

1
3
:
0
0
-
1
7
:
0
0
,
 
4
月
7

日
8
:
3
0
-
1
1
:
0
0

5
月
2
日
1
3
:
0
0
-

1
6
:
0
0
。

診
療
現
場
体
験
：
5
月

1
1
,
1
8
日
1
3
:
0
0
-

1
7
:
0
0
。

振
り
返
り
W
S
：
5
月
2
5

日
 
1
3
:
0
0
-
1
6
:
3
0

文
章

力
自
ら
の
経
験
を
も
と
に
こ
れ
か
ら
の

大
学
で
の
学
習
に
つ
い
て
自
分
自
身

が
考
え
た
こ
と
を
論
理
的
文
章
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
を
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
で
評
価
す

る

文
章
力
の
ビ
デ
オ
教
材
（
４

つ
の
観
点
）
「
主
張
の
根
拠

付
け
」
、
「
構
成
の
明
快

さ
」
、
「
文
章
表
現
の
適
切

さ
」
、
「
出
典
表
示
な
ど
」

の
視
聴

１
）
文
章
力
の
授
業

２
）
振
り
返
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

チ
ー
ム
医
療
入
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終

了
後
に
自
分
の
意
見
を
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
ま
と
め
、
提
出
す
る
。

・
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

・
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
結
果
と
教
員
コ

メ
ン
ト
を
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
確
認

す
る
。

準
備
学
習
：
5
月
2
日

1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0

振
り
返
り
W
S
:
5
月
2
5
日

1
3
:
0
0
-
1
6
:
3
0

チ
ー
ム
医
療
入
門
:

9
月
2
8
日
1
3
:
0
0
-
1
7
:
0
0

プ
レ
ゼ

ン
力

自
分
自
身
の
考
え
を
他
者
が
理
解
で

き
る
よ
う
に
効
果
的
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
を
用

い
て
評
価
す
る
（
教
員
に
よ

る
班
全
体
の
評
価
と
学
生
相

互
評
価
）
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
の

ビ
デ
オ
教
材
（
３
つ
の
観

点
）
「
内
容
の
構
成
」
、

「
姿
勢
」
、
「
視
覚
資
料
」

の
視
聴

１
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
授
業

２
）
振
り
返
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

チ
ー
ム
医
療
入
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
K
J
法
で
作
成

し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
各
班
が
発
表
し
討

議
を
行
う
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
や
振
り

返
り
レ
ポ
ー
ト
に
学
ん
だ
こ
と
を
記

載
す
る
。

・
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
教
員
と
学
生

相
互
に
よ
る
評
価
を
確
認
す
る
。

・
教
員
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

準
備
学
習
：
5
月
2
日

1
3
:
0
0
-
1
6
:
0
0

振
り
返
り
W
S
:
5
月
2
5
日

1
3
:
0
0
-
1
6
:
3
0

チ
ー
ム
医
療
入
門
:

9
月
2
8
日
1
3
:
0
0
-
1
7
:
0
0

協
働

力
他
者
と
協
同
し
て
1
つ
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
を
用

い
て
評
価
す
る
（
教
員
に
よ

る
班
全
体
の
評
価
と
学
生
相

互
評
価
）
。

協
働
力
の
ビ
デ
オ
教
材
（
３

つ
の
観
点
）
「
協
働
の
た
め

の
ル
ー
ル
」
、
「
話
し
手
と

聞
き
手
の
ス
キ
ル
」
、
「
ア

イ
デ
ア
の
発
想
と
収
束
」
の

視
聴

振
り
返
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
チ
ー
ム

医
療
入
門
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
各

テ
ー
マ
に
つ
い
て
K
J
法
に
よ
り
班
単
位

で
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作
成
す
る
。
各
班
の

発
表
と
討
議
の
際
に
は
追
加
発
現
等
に

よ
り
発
表
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
や
振
り

返
り
レ
ポ
ー
ト
に
学
ん
だ
こ
と
を
記

載
す
る
。

・
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で
教
員
に
よ
る

評
価
を
確
認
す
る
。

・
教
員
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

振
り
返
り
W
S
:
5
月
2
5
日

1
3
:
0
0
-
1
6
:
3
0

チ
ー
ム
医
療
入
門
:

9
月
2
8
日
1
3
:
0
0
-
1
7
:
0
0

学
生

が
授

業
を
通

し
て
何

が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の

か
に
つ
い
て
具

体
的

に
明

記
す
る
。
明

記
の

仕
方

と
し

て
「
○

○
で
き
る
」
と
表

現
す
る
と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で
設

計
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使

用
す
る

こ
と
を
推

奨
す
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業

で
実

施
す
る
。

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し
、
学

生
と

教
員

間
の

コ
メ
ン
ト
の

や
り
取

り
を
行

う
。

「
①

体
験

学
習

」
の

よ
う
に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

２．医学部医学科

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

注
意

点

評
価
方
法
・
基
準
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

2.医学部医学科

K
J
法

を
用

い
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

手
法

を
学

ん
だ

。
・

自
分

た
ち

が
行

っ
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
そ

の
も

の
を

振
り

返
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・

担
当

教
員

数
が

不
十

分
な

た
め

、
学

生
個

々
の

協
働

力
を

評
価

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。

・
学

生
に

よ
る

自
己

評
価

と
学

生
間

の
ピ

ア
評

価
を

実
施

す
る

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

作
成

し
た

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

基
に

発
表

す
る

手
法

を
参

加
者

全
員

が
体

験
で

き
た

。
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
形

成
的

評
価

も
必

要
で

あ
る

が
、

そ
の

た
め

の
担

当
教

員
数

が
不

十
分

で
あ

る
。

・
学

生
に

よ
る

自
己

評
価

と
学

生
間

の
ピ

ア
評

価
を

実
施

す
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

・
診

療
科

間
で

学
生

へ
の

対
応

に
、

そ
の

時
間

や
内

容
に

格
差

が
あ

る
。

・
診

療
現

場
の

指
導

教
員

の
負

担
感

が
大

き
い

。
・

ア
ウ

ト
カ

ム
を

基
盤

と
し

た
振

り
返

り
や

評
価

が
不

十
分

。

・
担

当
教

員
間

で
の

意
見

交
換

を
行

い
、

情
報

の
共

有
を

進
め

る
。

・
ア

ウ
ト

カ
ム

に
つ

い
て

の
達

成
度

評
価

表
を

作
成

し
、

学
生

に
よ

る
自

己
評

価
を

行
う

。

経
験

を
客

観
的

に
振

り
返

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
文

章
の

作
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

文
章

力
に

大
き

な
個

人
差

が
あ

る
。

・
文

章
に

関
す

る
系

統
的

な
教

育
が

な
い

。
・

評
価

側
の

意
見

交
換

な
ど

が
必

要
。

・
科

学
的

文
章

作
成

に
つ

い
て

、
他

の
関

連
し

た
教

養
科

目
な

ど
と

の
連

携
を

有
機

的
に

図
る

。
・

評
価

担
当

委
員

の
意

見
交

換
を

実
施

す
る

。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
っ た
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

・
振

り
返

り
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

他
の

教
養

科
目

に
お

い
て

も
同

様
に

振
り

返
り

を
強

化
し

な
が

ら
、

科
目

間
で

有
機

的
に

連
携

を
図

る
。

振
り

返
り

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
認

識
が

不
十

分
な

学
生

が
見

ら
れ

る
。

振
り

返
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
お

よ
び

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

よ
り

、
経

験
を

振
り

返
っ

て
一

般
化

・
概

念
化

し
、

次
の

学
修

に
活

か
し

て
い

く
サ

イ
ク

ル
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

早
期

体
験

臨
床

実
習

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
有

機
的

に
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

、
経

験
か

ら
学

ぶ
力

を
修

得
す

る
第

一
歩

と
な

っ
た

。

開
始

時
に

設
定

し
た

目
標

に
対

し
て

、
ど

れ
だ

け
達

成
で

き
た

か
と

い
う

評
価

が
必

要
で

あ
る

。
開

始
時

の
目

標
設

定
と

終
了

時
の

自
己

評
価

・
相

互
評

価
を

行
わ

せ
る

。

　　
　　
　　
　医

　学
部
　　
　　
　　
医
　　
学
科
　　
　　
　　
　　
　専

攻

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

実
施

後
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

学
生

の
満

足
度

は
非

常
に

高
か

っ
た

。
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
医
学
部
医
科
栄
養
学
科

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

早
期

体
験

学
習

と
し

て
医

科
栄

養
学

科

の
８

研
究

室
の

い
ず

れ
か

を
訪

問
し

、

研
究

室
の

見
学

や
先

生
・

先
輩

の
話

を

聞
く

。

SI
H
道

場
（

チ
ー

ム
医

療
入

門
W

S）
に

お
け

る
講

演
を

聴
講

し
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
に

参
加

す
る

。

以
上

を
通

じ
て

、
医

科
栄

養
学

科
に

お

け
る

各
自

の
学

習
目

標
を

考
え

る
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

と
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
で

評
価

す
る

。

研
究

室
訪

問
前

に
研

究
室

の
H

Pな
ど

を
閲

覧
す

る
。

W
Sテ

ー
マ

に
関

す
る

資
料

を
閲

覧

す
る

。

研
究

室
の

訪
問

、
先

生
や

先
輩

の

話
を

聞
く

。
チ

ー
ム

医
療

入
門

W
Sの

講
演

の
聴

講
な

ら
び

に
W

S
に

参
加

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

早
期

体
験

学
習

平
成

28
年

9月
28

日
9:

00
-

12
:0

0

SI
H
道

場
「
チ

ー
ム
医

療
入

門
W

S」
平

成
30

年
9月

28
日

13
:0

0-
14

:2
0

文
章

力
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
作

成
に
お

い
て
、
他

の
班

員
と

協
力

し
て
作

成
す

る
。

K
J法

で
出

た
意

見
を
ま

と
め
て
論

理
的

に
因

果
関

係
を
説

明
す

る
こ
と

が
で
き
る
。

レ
ポ

ー
ト

お
よ

び
eポ

ー

ト
フ

ォ
リ

オ
（

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

）
で

評
価

す

る
。

文
章

力
の

ビ
デ

オ
教

材
（

４
つ

の

観
点

）
「

主
張

の
根

拠
付

け
」

・

「
構

成
の

明
快

さ
」

・
「

文
章

表

現
の

適
切

さ
」

・
「

出
典

表
示

な

ど
」

の
視

聴
。

・
W

S終
了

後
に

今
回

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

レ
ポ

ー

ト
と

し
て

ま
と

め
、

eポ
ー

ト

フ
ォ

リ
オ

に
登

録
す

る
。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H
道

場
「
チ

ー
ム
医

療
入

門
W

S」
平

成
30

年
9月

28
日

14
:3

0-
17

:0
0

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
ロ

ダ
ク

ト
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

に
ツ

ー
ル

を

用
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま

た
、

他
の

班
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

を
聞

い
て

討
議

に
参

加
す

る
こ

と
が

で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

の
ビ

デ

オ
教

材
（

3つ
の

観
点

）
「

内
容

の

構
成

」
・

「
姿

勢
」

・
「

視
覚

資

料
」

の
視

聴
。

３
〜

４
班

合
同

で
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
も

と
に

各
班

の
発

表
と

討
議

を
行

う
。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H
道

場
「
チ

ー
ム
医

療
入

門
W

S」
平

成
30

年
9月

28
日

14
:3

0-
17

:0
0

協
働

力

W
Sを

能
動

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

W
Sに

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

学
部

・
学

科
の

学
生

と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

が

で
き

る
、

ま
た

協
力

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

K
J法

の
ビ

デ
オ

を
視

聴
す

る
。

講
演

内
容

を
参

考
に

し
て

W
Sの

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
W

S
を

行
い

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H
道

場
「
チ

ー
ム
医

療
入

門
W

S」
平

成
30

年
9月

28
日

14
:3

0-
17

:0
0

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②

３．医学部医科栄養学科

24



  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

3.医学部医科栄養学科

1
つ

の
課

題
に

対
し

て
、

他
者

と
協

力
し

て
取

り
組

む
際

の
留

意
点

を
理

解
し

た
者

の
割

合
は

、
[
と

て
も

当
て

は
ま

る
」

、
「

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
」

を
合

わ
せ

て
9
0
%
で

あ
り

、
ま

た
、

S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
他

者
と

の
協

働
」

は
役

立
っ

て
い

る
と

と
の

問
に

、
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
、

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
と

回
答

し
て

者
は

9
1
%

で
あ

り
、

学
習

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

準
備

・
姿

勢
・

資
料

を
理

解
し

た
者

の
割

合
は

、
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
お

よ
び

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
を

合
わ

せ
て

8
5
%
、

S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
た

割
合

は
、

「
と

て
も

当
て

は
ま

る
」

お
よ

び
「

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

当
て

は
ま

る
」

合
わ

せ
て

7
5
%
で

あ
り

、
学

習
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

特
に

な
し

。
早

期
体

験
で

協
力

す
る

の
み

の
教

員
は

、
授

業
担

当
者

と
し

て
登

録
し

な
い

。

レ
ポ

ー
ト

等
の

学
術

文
章

を
書

く
際

に
必

要
な

準
備

や
基

本
的

な
ル

ー
ル

を
理

解
し

た
者

の
割

合
は

，
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
お

よ
び

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
合

わ
せ

て
6
8
%
、

S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

は
役

に
立

っ
て

い
る

と
回

答
し

た
割

合
は

、
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
お

よ
び

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
合

わ
せ

て
7
2
%
で

あ
り

、
学

習
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

日
ご

ろ
か

ら
授

業
で

学
修

し
た

こ
と

に
つ

い
て

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
る

者
は

、
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
お

よ
び

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
を

合
わ

せ
て

8
4
%
で

あ
っ

た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

S
I
H
道

場
の

満
足

度
は

、
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
と

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
を

合
わ

せ
る

と
9
0
%
、

専
門

科
目

の
学

修
に

お
い

て
役

に
立

っ
て

い
る

と
回

答
す

る
者

が
「

と
て

も
当

て
は

ま
る

」
と

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
を

合
わ

せ
て

9
4
%
で

あ
っ

た
。

特
に

な
し

。
医

科
栄

養
学

科
で

は
教

授
全

員
を

授
業

担
当

者
と

し
て

登
録

し
た

が
、

す
べ

て
の

者
が

F
D
説

明
会

に
参

加
す

る
こ

と
は

時
間

的
に

不
可

能
だ

と
思

う
。

来
年

か
ら

は
、

担
当

者
を

1
名

に
し

て
、

早
期

体
験

学
習

等
の

細
か

な
点

を
分

断
し

て
も

ら
う

予
定

に
し

た
方

が
現

実
的

。
ま

た
、

１
０

月
下

旬
の

担
当

者
交

代
と

い
う

非
常

事
態

に
対

し
て

の
対

応
が

不
十

分
で

あ
っ

た
。

こ
の

よ
う

な
場

合
は

事
業

本
体

が
主

体
的

に
主

導
す

る
こ

と
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

　　
　　
　　
　　
医
学
部
　　
　　
　医

科
栄
養
学
科
　　
　　
　　
　　
　専

攻

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

S
I
H
道

場
の

「
体

験
学

習
」

は
専

門
分

野
に

対
す

る
興

味
関

心
が

高
ま

っ
た

と
回

答
し

た
者

の
割

合
は

、
[
と

て
も

当
て

は
ま

る
」

が
1
9
%
、

「
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
当

て
は

ま
る

」
が

6
3
%

で
あ

り
、

合
計

8
2
%
と

早
期

体
験

学
習

が
効

果
的

で
あ

っ
た

。
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習
看
護
学
の
分
野
で
活
躍
す
る
看
護
職
の
活
動

の
現
場
を
知
る
とと
も
に
、大

学
に
お
け
る
学
習

方
法
に
つ
い
て
学
び
、専

門
職
へ
の
意
欲
を
持

つ
こと
が
で
き
る

レ
ポ
ー
トの
提
出

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「S
IH
道
場
とは
」の
視
聴

・「
大
学
で
の
学
び
（
論
文
の
書
き
方
・プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
）
」の
講
義
を
行
う。

・「
先
輩
か
らの
メッ
セ
ー
ジ
」と
して
、現

場
で
活
躍

して
い
る
看
護
師
・保
健
師
・助
産
師
・養
護
教

諭
お
よ
び
大
学
院
生
を
ゲ
ス
ト・
テ
ィー
チ
ャー
に
招

き
、新

入
生
に
対
して
講
演
及
び
デ
ィス
カッ
シ
ョン

を
行
う。

レ
ポ
ー
トを
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

文
章

力
大
学
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト作

成
の
方
法
を
知
る
と

とも
に
、論

理
的
な
文
章
を
構
成
す
る
こと
が
で

き
る

提
出
物
は
、ル
ー
ブ
リッ
クを
用

い
て
行
う

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「文
章
力
」の
視
聴

・レ
ポ
ー
トの
書
き
方
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う。

・ル
ー
ブ
リッ
クを
用
い
た
ピ
ア
評
価
を
行
う。

レ
ポ
ー
トを
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
見
る
も
の
に
とっ
て
わ
か
りや
す
く説
得
力
の
あ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
の
評
価
が
で
き
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る

学
生
間
の
相
互
評
価

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
力
」

の
視
聴

全
体
で
テ
ー
マ
を
設
定
し、
コン
テ
ン
ツ
、テ
クニ
ッ

ク、
ツ
ー
ル
の
3要

素
を
活
用
した
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
を
実
施
す
る
。ま
た
、学

生
同
士
が
相
互
に

評
価
を
行
う。

学
ん
だ
こと
を
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

協
働

力
他
者
と共

同
して
１
つ
の
課
題
に
取
り組

む
こと

が
で
き
る

e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
した

内
容
の
中
で
、他

者
と共

同
し

た
成
果
を
１
つ
以
上
説
明
して

い
る
。

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「協
同
力
」の
視
聴

医
療
・保
健
分
野
の
トピ
ック
ス
に
つ
い
て
KJ
法

ワ
ー
クを
実
施
し、
ル
ー
ブ
リッ
クを
用
い
た
ピ
ア
評

価
を
行
う。

学
ん
だ
こと
を
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

4.医学部保健学科看護学専攻

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

28



  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

「
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
人
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
」
「
協
働
作
業
の
中
で
、
自
分
が
何
を
す
べ
き

か
考
え
行
動
す
る
力
が
養
わ
れ
た
。
」
と
い
う
意
見

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
初
め
て
会
う
人
と
の
交
流

や
、
意
見
交
換
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
培
わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
自
発
的
で
深
い
学
び

が
得
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

十
分
、
達
成
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
な
し
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

特
に
な
し
。

「
プ
レ
ゼ
ン
の
作
り
方
の
良
い
練
習
の
場
と
な
っ

た
。
」
と
い
う
学
生
の
感
想
が
あ
り
，
こ
れ
ま
で
，

プ
レ
ゼ
ン
の
経
験
の
少
な
い
学
生
に
と
っ
て
，
良
い

練
習
に
な
る
と
と
も
に
，
今
後
の
学
修
活
動
の
発
展

や
目
標
を
明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
。

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力
⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

特
に
な
し
。

特
に
な
し
。

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
使
っ
て
の
振
り
返
り
を
通
し

て
、
「
事
前
学
習
の
大
切
さ
、
体
験
後
の
振
り
返

り
。
」
が
重
要
と
す
る
意
見
が
示
さ
れ
て
お
り
、
や

り
っ
ぱ
な
し
で
は
な
く
ち
ゃ
ん
と
振
り
返
る
次
へ
つ

な
げ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

4.医学部保健学科看護学専攻
　　
　　
　　
医
学
部
保
健
学
科
看
護
学
専
攻
　　

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

「
大
学
で
必
要
な
基
本
的
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と

が
で
き
た
。
」
「
医
療
現
場
を
目
に
し
て
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
こ
と

よ
り
，
早
期
体
験
が
大
学
に
お
け
る
学
修
の
導
入
に

有
効
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。

５
・４
・３
・２
・１

早
期
体
験
、
発
表
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
討
論
等
の
協

働
学
習
が
、
大
学
に
お
け
る
学
修
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

全
体
的
に
教
員
の
負
担
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
な
し
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

十
分
、
達
成
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

十
分
、
達
成
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
に
良
い
練
習
の
場
と
な
っ

た
。
」
と
い
う
学
生
の
意
見
が
あ
り
，
レ
ポ
ー
ト
の

記
述
に
慣
れ
て
い
な
い
学
生
の
学
修
に
と
っ
て
効
果

的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

特
に
な
し
。
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
医
学
部
保
健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

診
療

放
射

線
技

師
の

各
分

野
の

専
門

技
師

か
ら

見
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

理
解

す
る

。
専

門
分

野
に

お
け

る
先

端
研

究
を

体
験

し
，

研
究

内
容

を
大

学
に

お
け

る
学

習
と

関
連

さ
せ

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

講
演

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

聴
講

し
そ

の
レ

ポ
ー

ト
を

提
出

す
る

。
体

験
学

習
の

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
教

員
が

評
価

す
る

各
分

野
の

専
門

技
師

の
に

つ
い

て
事

前
学

習
を

行
う

。
研

究
室

で
実

施
し

て
い

る
先

端
研

究
の

内
容

を
調

査
し

て
お

く

各
専

門
分

野
の

認
定

技
師

お
よ

び
専

門
技

師
の

方
々

を
招

き
，

講
演

聴
講

し
，

学
生

と
演

者
の

先
生

と
の

間
で

議
論

を
交

わ
す

。
研

究
室

 
(
ま

た
は

教
員

グ
ル

ー
プ

)
 
に

複
数

の
学

生
を

短
期

間
研

究
室

配
属

さ
せ

て
体

験
学

習
を

行
っ

た
の

ち
，

発
表

会
を

実
施

す
る

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る

担
当

教
員

の
指

定
す

る
時

間
帯

に
実

施
す

る

文
章

力
論

理
的

文
章

を
作

成
す

る
際

に
注

意
す

べ
き

こ
と

を
一

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

体
験

学
習

の
内

容
を

ま
と

め
た

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
さ

せ
，

教
員

が
評

価
す

る

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

入
門

」
の

視
聴

短
期

研
究

室
体

験
に

お
け

る
指

導
を

通
し

て
文

章
力

向
上

を
図

る

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

プ
レ

ゼ
ン

力
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
の

基
本

的
な

技
法

を
一

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
教

員
が

評
価

す
る

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
方

」
の

視
聴

短
期

研
究

室
体

験
に

お
け

る
指

導
を

通
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

向
上

を
図

る

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と

協
働

し
て

一
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

・
体

験
学

習
期

間
中

の
学

習
状

況
を

配
属

先
の

教
員

が
評

価
す

る
・

チ
ー

ム
医

療
入

門
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
取

り
組

み
に

対
す

る
評

価
も

加
え

る
 
(
評

価
方

法
は

別
途

)

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

ア
イ

デ
ア

の
発

想
・

収
束

（
K
J
法

）
」

の
視

聴

短
期

研
究

室
配

属
で

協
働

作
業

を
体

験
さ

せ
，

課
題

解
決

の
た

め
の

協
働

力
の

重
要

性
を

認
識

さ
せ

る

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

お
よ

び
チ

ー
ム

医
療

入
門

 
(
I
P
E
)

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

実
施

５．医学部保健学科放射線技術科学専攻

②

授
業
実
施
枠

評
価
方
法
・基
準

到
達
目
標

内
容

32



  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

5.医学部保健学科放射線技術科学専攻

総
合

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

S
I
H
道
場
に
お
い
て
、
１
）
文
章
力
、
２
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
、

３
）
協
働
力
が
あ
る
が
、
本
年
度
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
４
）
質
問

力
を
追
加
す
る
こ
と
お
よ
び
体
験
報
告
集
を
作
成
す
る
こ
と
を
行
っ

た
。
研
究
室
体
験
報
告
会
に
お
い
て
、
合
計
4
0
以
上
の
活
発
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
学
で
学
ぶ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
成
功
し
た
と
考
え
て
い
い
る
。
ま
た
、
文
章
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
短
期
体
験
報
告
書
を
作
成
し
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
で
、
す
べ

て
の
学
生
に
配
布
し
た
こ
と
も
活
発
な
議
論
を
さ
せ
る
た
め
に
有
効
で

あ
っ
た
。

特
に

な
し

。
全

教
員

に
対

し
て

、
早

期
体

験
の

意
義

や
目

的
を

理
解

し
て

し
て

い
た

だ
き

、
効

果
的

な
体

験
に

つ
い

て
議

論
す

る
キ

ッ
ク

オ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

特
に

な
し

。
本

年
度

に
導

入
し

た
6
0
0
字

程
度

の
体

験
報

告
書

を
書

か
せ

る
取

り
組

み
は

有
効

で
あ

る
と

考
え

る
。

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

6
0
0
字

程
度

の
体

験
報

告
書

を
書

か
せ

る
こ

と
は

、
文

章
を

ま
と

ま
る

た
め

の
思

考
を

要
す

る
の

で
、

全
体

的
な

振
り

返
り

を
す

る
た

め
に

お
い

て
有

効
で

あ
っ

た
。

さ
ら

に
、

教
員

が
文

章
や

内
容

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
で

、
十

分
な

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
る

。
振

り返
り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

５
名

〜
６

名
の

メ
ン

バ
ー

か
ら

な
る

各
グ

ル
ー

プ
が

研
究

室
体

験
を

行
い

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

。
ど

の
グ

ル
ー

プ
も

自
分

の
担

当
を

把
握

し
て

、
協

調
的

に
、

発
表

や
質

問
に

対
す

る
応

答
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
。

そ
れ

ぞ
れ

の
グ

ル
ー

プ
で

、
各

メ
ン

バ
ー

が
協

働
的

に
、

短
期

研
究

室
体

験
を

行
い

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
質

疑
応

答
を

行
え

た
こ

と
で

、
充

実
感

に
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
、

体
験

報
告

書
か

ら
う

か
が

え
た

。

特
に

な
し

。
本

年
度

に
導

入
し

た
活

発
な

質
疑

応
答

を
さ

せ
る

取
り

組
み

を
続

け
て

い
く

こ
と

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
る

。

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

特
に

な
し

。
本

年
度

に
導

入
し

た
活

発
な

質
疑

応
答

を
さ

せ
る

取
り

組
み

を
続

け
て

い
く

こ
と

は
有

効
で

あ
る

と
考

え
る

。

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

ほ
と

ん
ど

の
学

生
は

、
原

稿
を

見
ず

に
、

自
分

の
言

葉
で

、
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
各

グ
ル

ー
プ

1
5
分

）
を

行
う

こ
と

が
で

き
た

。
1
5
分

間
の

質
疑

応
答

時
間

を
確

保
し

た
が

、
時

間
ギ

リ
ギ

リ
ま

で
、

学
生

間
で

の
熱

心
な

質
疑

応
答

が
な

さ
れ

、
設

計
し

た
到

達
目

標
を

学
生

は
達

成
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

る
。

教
員

は
、

学
生

を
評

価
す

る
と

い
う

目
線

で
は

な
く

、
発

表
者

に
対

し
て

リ
ス

ペ
ク

ト
を

行
っ

た
上

で
、

間
違

っ
た

個
所

に
関

し
て

、
訂

正
や

補
足

説
明

を
す

る
と

い
う

ス
タ

ン
ス

で
参

加
し

て
い

た
だ

い
た

。
こ

の
こ

と
が

、
学

生
が

萎
縮

す
る

こ
と

な
く

、
学

生
間

で
の

熱
心

な
討

議
に

直
結

し
た

と
考

え
る

。

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

6
0
0
字

以
上

の
短

期
研

究
室

体
験

報
告

書
を

作
成

さ
せ

、
各

研
究

室
の

教
員

の
指

導
を

受
け

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

文
章

力
の

向
上

を
図

る
こ

と
が

で
き

た
。

し
か

し
な

が
ら

、
報

告
書

を
読

み
返

す
と

、
到

達
目

標
を

達
成

で
き

て
い

な
い

学
生

が
少

な
か

ら
ず

存
在

す
る

と
い

わ
ざ

る
を

得
な

い
状

況
で

あ
る

。

理
科

系
の

文
章

を
書

く
と

い
う

こ
と

は
ど

う
い

う
こ

と
か

？
と

い
う

点
か

ら
、

実
践

的
な

訓
練

を
経

て
か

ら
、

体
験

報
告

書
を

書
か

せ
る

こ
と

が
効

果
的

で
あ

る
と

考
え

る
。

文
章

力
養

成
講

座
の

導
入

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

各
研

究
室

の
先

生
方

に
対

し
て

、
早

期
体

験
の

趣
旨

に
つ

い
て

、
十

分
に

理
解

い
た

だ
け

て
い

な
い

点
が

あ
り

、
教

員
全

体
で

取
り

組
む

よ
う

な
組

織
改

革
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

全
教

員
に

対
し

て
、

早
期

体
験

の
意

義
や

目
的

を
理

解
し

て
し

て
い

た
だ

き
、

効
果

的
な

体
験

に
つ

い
て

議
論

す
る

キ
ッ

ク
オ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い　　
　　
　　
　　
医
学
部
　　
　保

健
学
科
　　
　　
　　
放
射
線
技
術
科
学
専
攻

項
目

チ
ェッ
ク

早
期

体
験

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

放
射

線
技

術
科

学
専

攻
の

す
べ

て
の

研
究

室
の

紹
介

を
行

っ
た

後
に

、
学

生
自

ら
の

希
望

に
よ

り
、

短
期

研
究

室
体

験
の

配
属

を
行

っ
た

。
各

研
究

室
で

の
体

験
を

通
じ

て
、

学
生

に
、

学
習

の
目

的
に

関
し

て
、

最
大

限
の

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

与
え

る
こ

と
に

成
功

し
た

と
考

え
る

。
実

際
に

、
各

研
究

室
紹

介
や

研
究

発
表

の
各

テ
ー

マ
に

対
し

て
、

平
均

と
し

て
５

つ
以

上
の

質
問

が
出

て
い

た
。
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 S
IH
道

場
必

須
項

目
設

計
表

（
概

要
の

み
）

6.
医
学
部
保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専
攻

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り
返

り

①
体

験
学

習

臨
床

検
査

分
野

に
お

け
る

先
端

研
究

（
現

場
）

と
大

学
に

お
け

る
学

習
に

つ
い

て
、

関
連

さ
せ

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

レ
ポ

ー
ト

提
出

・
S
I
H
道

場
の

理
解

・
「

先
輩

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

」
「

臨
床

検
査

技
師

の
仕

事
（

仮
、

準
備

中
）

」
の

内
容

紹
介

。
関

連
H
P
等

の
閲

覧
・

「
大

学
院

の
す

す
め

」
：

H
P
な

ど
で

各
分

野
の

研
究

内
容

を
調

査
し

て
お

く
。

・
S
I
H
道

場
の

目
的

･
実

施
の

流
れ

と
そ

の
対

応
(
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
つ

い
て

の
説

明
)

・
「

先
輩

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

」
「

臨
床

検
査

技
師

の
仕

事
と

医
療

に
お

け
る

役
割

（
一

部
は

準
備

中
）

」
を

聞
き

、
様

々
な

臨
床

検
査

の
分

野
を

知
り

、
自

分
の

進
路

に
つ

い
て

考
え

る
。

・
「

大
学

院
の

す
す

め
」

に
お

い
て

担
当

教
員

か
ら

大
学

院
の

研
究

概
要

を
聞

き
、

大
学

院
を

知
り

、
将

来
の

進
路

を
考

え
る

。

考
え

た
こ

と
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
提

出
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

文
章

力

論
理

的
文

章
の

作
成

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い
て

、
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
1

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
文

章
力

」
の

の
動

画
を

視
聴

「
先

輩
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

で
作

成
し

た
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

、
ポ

イ
ン

ト
確

認
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

プ
レ
ゼ

ン
力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
手

法
・

ツ
ー

ル
等

を
1

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
」

の
動

画
を

視
聴

・
「

保
健

学
科

新
入

生
研

修
 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
で

実
施

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

相
互

評
価

を
行

う
。

・
「

チ
ー

ム
医

療
入

門
」

で
実

施
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
ピ

ア
評

価
、

ポ
イ

ン
ト

確
認

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
協

働
力

」
の

の
動

画
の

視
聴

・
「

保
健

学
科

新
入

生
研

修
 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
に

て
K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
・

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
に

て
K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

学
生
が
授
業
を
通
し
て
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
か
に
つ
い
て

具
体
的
に
明
記
す
る
。
明
記
の

仕
方
と
し
て
「
○
○
で
き
る
」
と
表

現
す
る
と
良
い
。

反
転
授
業
の
形
式
で
設
計

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
用
す
る
こ

と
を
推
奨
す
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
で
実
施
す
る
。

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
、
学
生
と

教
員
間
の
コ
メ
ン
ト
の
や
り
取
り
を
行

う
。

「
①
体
験
学
習
」
の
よ

う
に
既
存
の
授
業
で

置
き
換
え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

到
達
目
標

評
価
方
法
・
基
準

内
容

授
業
実
施
枠

注
意
点

②

6.医学部保健学科検査技術科学専攻
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

6.医学部保健学科検査技術科学専攻
　　
　　
　　
　医

学
部
　　
　保

健
学
科
　　
検
査
技
術
科
学
専
攻

チ
ェッ
ク

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

授
業
内
容
へ
の
満
足
度
が
高
く
、
疑
問
点
を
持
っ
た

学
生
が
教
員
に
質
問
に
訪
れ
た
。
将
来
の
仕
事
内
容

を
早
期
に
学
習
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
意
欲
も
上
昇

し
、
学
修
効
果
は
良
好
と
考
え
る
。

５
・○
４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

特
に
な
し

特
に
な
し

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
は
時
間
を
と
り
、
学
生
と
の
建

設
的
な
意
見
交
換
が
で
き
た
。
学
生
間
で
の
意
見
交

換
も
あ
り
、
充
分
な
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

特
に
な
し

よ
り
学
生
の
希
望
を
取
り
入
れ
た
形
の
体
験
学
習
へ

と
改
訂
し
て
ゆ
き
た
い
。

複
数
回
の
レ
ポ
ー
ト
提
出
で
学
生
個
々
の
記
述
や
考

察
に
向
上
が
認
め
ら
れ
、
学
修
効
果
は
あ
っ
た
と
考

え
る
。

一
部
の
学
生
に
W
e
b
か
ら
の
完
全
コ
ピ
ー
の
み
の
レ

ポ
ー
ト
が
散
見
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
来
年

度
の
課
題
と
し
た
い
。

レ
ポ
ー
ト
は
引
用
元
の
表
示
を
徹
底
す
る
こ
と
、
考

察
を
よ
り
深
く
記
述
で
き
る
形
式
に
変
更
し
た
い
。

考
え
る
力
や
意
見
を
い
う
力
が
身
に
つ
い
た
と
の
意

見
が
多
か
っ
た
。
社
会
人
と
な
っ
て
も
役
に
立
つ
ス

キ
ル
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
学
修
効
果
は
良
好

と
考
え
る
。

特
に
な
し

特
に
な
し

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

グ
ル
ー
プ
内
で
の
意
見
と
り
ま
と
め
の
難
し
さ
、
特

に
エ
キ
セ
ン
ト
リ
ッ
ク
な
意
見
の
と
り
ま
と
め
に
困

難
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
困
難
を
乗
り

越
え
る
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
必
要
性
に
つ
い
て
は

学
修
で
き
た
と
思
う
。

授
業
外
学
修
に
つ
い
て
は
事
前
の
も
の
に
も
う
少
し

時
間
を
か
け
る
べ
き
と
考
え
た
。

左
記
を
次
年
度
の
担
当
者
に
引
き
継
ぐ
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

①
 
基

本
的

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
を

養
う

こ
と

が
で

き
る

。
③

 
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

・
マ

イ
ン

ド
を

も
っ

て
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
授

業
で

の
取

り
組

み
姿

勢
を

評
価

す
る

。
・

作
成

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

評
価

す
る

。

・
術
者
歯
磨
き
を
行
う
に
当

た
り
必
要
な
事
項
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
考
え
る
。

・
「

相
互

歯
磨

き
学

習
」

で
は

パ
ー

ト
ナ

ー
と

相
互

の
術

者
磨

き
を

行
い

、
学

ん
だ

こ
と

を
話

し
合

う
。

「
相

互
歯

磨
き

学
習

」
に

て
学

ん
だ

こ
と

を
文

章
に

ま
と

め
、

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H
道

場
「

相
互

歯
磨

き
学

習
」

の
中

で
実

施

文
章

力
論

理
的

文
章

の
作

成
・

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

お
い

て
、

注
意

す
べ

き
点

に
つ

い
て

1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

提
出

さ
れ

た
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
を

評
価

す
る

。

与
え

ら
れ

た
資

料
（

課
題

）
に

対
す

る
事

前
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

。

・
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入

門
」
で
は
、
担
当
教
員
は
学
生
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
前
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
学
生
は
重
要
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
、
自
身
の
レ
ポ
ー
ト
を
授
業

中
に
校
正
し
、
「
読
書
レ
ポ
ー
ト
」
の
書

き
方
を
学
ぶ
。

・
学
生
は
課
題
図
書
の
「
読
書
レ
ポ
ー

ト
」
を
提
出
す
る
。

・
提
出
さ
れ
た
「
読
書
レ
ポ
ー
ト
」
に
対

し
て
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し
て
返
却

す
る
。

・
学
生
は
コ
メ
ン
ト
を
確
認
、
自
己
評
価

内
容
を
再
度
提
出
す
る
。

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

の
書

式
に

従
っ

て
記

載
し

て
提

出
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
I
H
道

場
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
入

門
」

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

関
連

授
業

に
お

い
て

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
グ

ル
ー

プ
で

討
議

し
、

内
容

に
つ

い
て

整
理

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

課
題

に
対

す
る

事
前

学
習

ま
た

は
発

表
準

備
を

行
う

。

グ
ル

ー
プ

で
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

り
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

。

学
ん

だ
こ

と
は

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

用
紙

に
記

入
。

教
員

は
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

。

「
歯

科
衛

生
士

概
論

」
の

中
で

実
施

他
者

と
協

同
し

て
1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

用
い

る
手

法
に

関
す

る
事

前
資

料
の

内
容

を
理

解
す

る
。

「
新
入
生
研
修
」
で
は
、
歯
科
医
療
従
事

者
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」
や
「
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
」
な
ど
に
よ
る
ワ
ー
ク
を
実

施
す
る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H
道

場
「

新
入

生
研

修
」

の
中

で
実

施

・
W
S
を

能
動

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
W
S
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

他
学

部
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

他
学

部
学

生
と

協
力

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

K
J
法

の
ビ

デ
オ

を
視

聴
す

る
。

・
講

演
内

容
を

参
考

に
し

て
W
S
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
W
S
を

行
い

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

・
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

入
す

る
。

大
学

入
門

講
座

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
の

中
で

実
施

②

協
働

力

7．歯学部歯学科、口腔保健学科
歯
学
部
歯
学
科
、口

腔
保
健
学
科

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

40
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 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

「
新

入
生

研
修

」
で

は
、

学
生

達
は

初
対

面
の

者
同

士
が

、
き

っ
か

け
を

つ
か

み
な

が
ら

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
っ

て
い

く
こ

と
を

難
し

い
と

感
じ

な
が

ら
も

、
そ

れ
を

乗
り

越
え

る
こ

と
が

出
来

た
達

成
感

を
感

じ
て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
で

は
、

「
新

入
生

研
修

」
以

上
に

と
っ

か
か

り
に

苦
労

を
し

て
い

た
よ

う
で

あ
る

が
、

学
部

学
科

を
超

え
た

話
し

合
い

に
興

味
を

示
す

学
生

が
多

か
っ

た
。

グ
ル

ー
プ

が
座

っ
た

段
階

で
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
か

ら
説

明
が

あ
る

が
、

協
力

作
業

が
始

ま
る

ま
で

時
間

を
要

し
て

い
た

。
実

質
的

な
作

業
時

間
を

増
や

す
た

め
、

効
率

化
を

図
り

た
い

。
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

を
と

る
こ

と
へ

の
た

め
ら

い
が

強
く

窺
え

た
。

協
力

作
業

に
関

す
る

ク
ラ

ス
は

時
間

が
か

か
る

。
「

新
入

生
研

修
」

、
「

チ
ー

ム
医

療
入

門
」

い
ず

れ
に

お
い

て
も

対
話

中
心

を
求

め
た

た
め

ス
マ

ホ
の

使
用

を
制

限
（

禁
止

）
し

た
が

、
今

の
若

い
学

生
に

と
っ

て
は

、
ス

マ
ホ

で
検

索
す

る
こ

と
が

当
た

り
前

で
あ

る
の

で
、

む
し

ろ
ス

マ
ホ

検
索

を
活

用
で

き
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
与

え
て

プ
レ

ゼ
ン

し
て

も
ら

う
こ

と
を

検
討

し
た

い
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

現
代

社
会

に
即

応
す

る
た

め
の

文
書

構
成

、
文

書
制

作
基

本
技

術
の

統
合

的
な

見
直

し
を

進
め

て
い

き
た

い
。

添
削

指
導

の
さ

ら
な

る
教

員
確

保
を

検
討

し
た

い
。

大
学

入
学

ま
で

、
課

題
を

与
え

ら
れ

答
え

を
覚

え
る

と
い

う
パ

タ
ー

ン
で

来
た

学
生

達
に

は
イ

ン
パ

ク
ト

が
あ

っ
た

よ
う

だ
。

学
生

の
「

協
力

し
て

何
か

を
成

し
遂

げ
る

」
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
高

め
、

質
の

高
い

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

し
て

い
た

。
こ

の
体

験
は

貴
重

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

。

短
時

間
で

問
題

の
把

握
、

討
論

、
集

約
、

発
表

ま
で

を
こ

な
す

必
要

が
あ

る
た

め
時

間
が

足
ら

な
い

。
あ

ら
か

じ
め

発
表

ま
で

の
手

順
を

デ
モ

ビ
デ

オ
で

視
聴

す
る

こ
と

で
、

時
間

を
稼

げ
る

か
も

し
れ

な
い

。
よ

り
深

い
気

づ
き

、
討

論
、

発
表

の
工

夫
が

可
能

に
な

る
と

考
え

る
。

学
生

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

関
連

ク
ラ

ス
の

流
れ

を
事

前
に

伝
え

る
こ

と
で

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
割

く
時

間
を

多
く

確
保

し
た

い
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力
⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

今
年

度
と

同
様

な
シ

ス
テ

ム
で

対
応

し
た

い
。

多
く

の
学

生
は

、
最

終
的

に
提

出
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

に
お

い
て

序
論

、
本

論
、

結
語

な
ど

の
文

書
構

成
が

整
っ

て
い

た
。

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

文
章

と
な

っ
て

お
り

、
効

果
を

実
感

で
き

た
。

「
早

期
体

験
実

習
」

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

入
門

＆
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

で
は

、
独

立
し

た
振

り
返

り
回

を
設

定
し

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

通
し

て
、

コ
ー

ス
の

内
容

に
つ

い
て

理
解

を
深

め
た

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

7.歯学部歯学科，口腔保健学科
　　
　　
　　
　歯

学
部
　　
歯
学
科
・口
腔
保
健
学
科
　　
　　
　　
　　
　専

攻

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

「
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

」
で

は
、

病
院

で
の

臨
床

の
見

学
と

い
う

だ
け

で
な

く
、

担
当

教
員

に
あ

る
程

度
の

時
間

つ
く

こ
と

で
、

病
院

勤
務

に
お

け
る

多
様

な
業

務
を

認
識

す
る

こ
と

が
で

き
、

ま
た

病
院

の
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

理
解

が
で

き
た

よ
う

で
、

単
な

る
診

療
の

見
学

以
上

の
効

果
が

あ
っ

た
よ

う
で

あ
る

。
両

学
科

の
1
年

次
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

お
い

て
も

①
 
基

本
的

マ
ナ

ー
②

 
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
③

 
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

・
マ

イ
ン

ド
、

と
い

う
キ

ー
ワ

ー
ド

が
多

く
の

学
生

の
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
認

め
ら

れ
、

こ
ち

ら
が

期
待

し
た

効
果

が
得

ら
れ

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

新
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
研

究
室

早
期

体
験

」
で

は
、

最
先

端
の

医
学

・
歯

学
研

究
に

接
す

る
こ

と
で

生
命

科
学

研
究

の
成

り
立

ち
の

理
解

に
役

立
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

５
・４
・３
・２
・１

全
体

と
し

て
は

、
学

生
か

ら
は

S
I
H
道

場
は

好
意

的
に

受
け

と
め

ら
れ

て
お

り
、

役
に

立
っ

た
と

思
わ

れ
て

い
る

講
座

も
多

い
。

グ
ル

ー
プ

作
業

に
お

け
る

効
率

化
、

サ
ポ

ー
ト

体
制

の
充

実
を

実
現

し
、

よ
り

高
い

レ
ベ

ル
で

の
討

論
や

発
表

に
つ

な
げ

た
い

。

よ
り

目
配

り
の

効
く

S
I
H
担

当
教

員
の

増
員

と
、

全
体

の
流

れ
の

効
率

化
を

は
か

り
、

到
達

レ
ベ

ル
の

向
上

に
向

か
い

た
い

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

「
生

命
科

学
の

基
礎

か
ら

最
先

端
ま

で
の

理
解

」
、

「
こ

れ
ま

で
の

歯
科

臨
床

と
最

先
端

医
療

技
術

の
理

解
」

、
「

患
者

さ
ん

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ュ
ケ

ー
シ

ョ
ン

技
術

の
向

上
」

が
融

合
す

る
こ

と
で

今
後

必
要

と
さ

れ
る

医
療

人
の

養
成

が
可

能
に

な
る

。
今

後
、

三
つ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
連

動
を

持
た

せ
る

こ
と

で
、

よ
り

魅
力

的
な

新
規

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

構
築

を
目

指
す

。

現
在

、
歯

学
部

で
は

歯
学

科
・

口
腔

保
健

学
科

と
も

に
順

調
に

、
S
I
H
道

場
担

当
教

員
が

増
え

て
い

る
が

、
さ

ら
に

そ
の

学
部

内
に

お
け

る
認

知
を

進
め

る
た

め
に

も
、

「
シ

ャ
ド

ウ
イ

ン
グ

」
や

「
研

究
室

早
期

体
験

」
に

お
け

る
担

当
教

員
を

入
れ

替
え

る
。

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

入
門

」
の

講
義

に
お

い
て

は
、

論
理

的
な

文
章

の
書

き
方

や
表

記
・

表
現

・
文

章
構

成
を

学
び

、
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
に

反
映

さ
せ

よ
う

と
い

う
努

力
が

そ
の

レ
ポ

ー
ト

の
中

に
、

全
員

で
は

な
い

が
努

力
の

片
鱗

が
感

じ
ら

れ
た

。
特

に
感

想
文

に
な

ら
な

い
よ

う
に

す
る

努
力

は
強

く
感

じ
ら

れ
た

。
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

後
で

は
、

段
落

構
成

及
び

結
論

な
ど

の
構

成
を

理
解

し
た

。

講
義

で
学

ん
だ

内
容

や
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

受
け

た
内

容
を

実
践

し
な

が
ら

血
と

な
り

肉
と

す
る

た
め

に
は

、
レ

ポ
ー

ト
作

成
量

が
絶

対
的

に
少

な
い

か
も

し
れ

な
い

。
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  SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
薬

学
部

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

早
期

体
験

学
習

と
し

て
講

演
等

を
聴

講
し

，
自

分
の

将
来

の
進

路
や

方
向

性
を

，
大

学
に

お
け

る
学

習
と

関
連

さ
せ

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

全
講

演
の

出
席

と
受

講
態

度
を

評
価

す
る

。

・
反

転
授

業
コ

ン
テ

ン
ツ

「
SI

H
道

場
と

は
」

を
視

聴
す

る
。

・
「

チ
ー

ム
医

療
入

門
」

Ｗ
Ｓ

テ
ー

マ
に

関
す

る
資

料
を

閲
覧

す
る

。

SI
H

道
場

・
講

演
「

薬
局

で
働

く
」

「
働

く
っ

て
な

に
」

・
講

演
「

薬
害

に
つ

い
て

、
B型

肝
炎

に
つ

い
て

」
・

「
薬

学
の

祖
を

学
ぶ

 ～
こ

こ
ろ

ざ
し

～
」

チ
ー

ム
医

療
入

門

学
ん

だ
こ

と
を

チ
ー

ム
医

療
入

門
で

の
プ

ロ
ダ

ク
ト

作
成

に
反

映
さ

せ
る

。
e-

ポ
ー

ト
フ

ォ
ー

リ
オ

で
教

員
に

よ
る

評
価

を
確

認
す

る
。

SI
H

道
場

，
チ

ー
ム

医
療

入
門

の
中

で
実

施

文
章

力
自

分
自

身
の

考
え

を
論

理
的

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

文
章

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・

学
ん

だ
こ

と
，

今
後

の
学

習
に

関
す

る
目

標
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

。

学
ん

だ
こ

と
を

レ
ポ

ー
ト

で
提

出
す

る
。

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
な

う
た

め
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

班
の

プ
レ

セ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

聞
い

て
討

議
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

プ
レ

ゼ
ン

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

も
と

に
各

班
の

発
表

と
討

議
を

行
な

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

に
記

載
す

る
。

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

協
働

力

W
Sを

能
動

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

W
Sに

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

学
部

学
生

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
学

部
学

生
と

協
働

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

協
働

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・

講
演

内
容

を
参

考
に

し
て

W
S

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
W

S
を

行
い

，
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

に
記

載
す

る
。

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

8.薬学部
到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

8.薬学部薬学科・創製薬科学科

チ
ー

ム
と

し
て

作
業

を
行

っ
た

全
７

２
班

に
は

、
概

ね
１

名
の

薬
学

部
の

学
生

の
参

加
が

認
め

ら
れ

る
が

、
医

歯
薬

学
共

同
で

行
わ

れ
た

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

た
め

、
薬

学
部

の
学

生
の

み
の

結
果

を
抽

出
で

き
な

い
。

そ
の

た
め

班
に

対
す

る
評

価
で

は
あ

る
が

、
協

働
力

の
評

価
観

点
と

し
て

、
①

基
本

的
な

ル
ー

ル
、

②
話

す
・

聞
く

、
③

ア
イ

デ
ア

の
発

想
と

収
束

の
３

つ
の

観
点

に
つ

い
て

、
す

べ
て

優
れ

て
い

る
と

評
価

さ
れ

た
割

合
は

、
８

１
．

９
５

（
５

９
／

７
２

）
で

あ
り

、
目

標
は

達
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
。

本
年

度
の

チ
ー

ム
医

療
に

お
い

て
創

製
薬

科
学

科
の

学
生

の
何

人
か

は
「

将
来

は
新

薬
の

研
究

者
を

志
望

し
て

い
る

た
め

、
チ

ー
ム

医
療

の
現

場
に

直
接

か
か

わ
る

こ
と

は
な

い
と

思
う

」
な

ど
の

意
見

が
で

た
。

そ
れ

ら
の

学
生

が
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

積
極

的
に

参
加

し
て

い
な

い
訳

で
は

な
く

、
む

し
ろ

「
そ

れ
程

多
く

な
い

機
会

」
と

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

捉
え

て
い

た
感

触
が

窺
え

た
。

し
か

し
な

が
ら

S
I
H
道

場
の

柱
の

一
つ

で
あ

る
「

専
門

分
野

の
早

期
体

験
」

の
習

得
を

行
え

た
か

に
つ

い
て

は
、

少
々

疑
問

を
感

じ
る

。

チ
ー

ム
医

療
を

S
I
H
道

場
と

連
携

さ
せ

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
な

ら
ば

、
創

製
薬

科
学

科
の

学
生

が
将

来
の

自
分

像
と

し
て

想
像

可
能

な
プ

レ
イ

ヤ
ー

と
、

そ
の

ロ
ー

ル
を

設
定

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

チ
ー

ム
と

し
て

作
業

を
行

っ
た

全
７

２
班

に
は

、
概

ね
１

名
の

薬
学

部
の

学
生

の
参

加
が

認
め

ら
れ

る
が

、
医

歯
薬

学
共

同
で

行
わ

れ
た

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

た
め

、
薬

学
部

の
学

生
の

み
の

結
果

を
抽

出
で

き
な

い
。

そ
の

た
め

班
に

対
す

る
評

価
で

は
あ

る
が

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
の

評
価

観
点

と
し

て
、

①
内

容
の

構
成

、
②

姿
勢

、
③

視
覚

資
料

、
④

理
解

し
や

す
さ

の
４

つ
の

観
点

に
つ

い
て

、
す

べ
て

優
れ

て
い

る
と

評
価

さ
れ

た
割

合
は

、
８

１
．

９
５

（
５

９
／

７
２

）
で

あ
り

、
目

標
は

達
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
。

レ
ポ

ー
ト

な
ど

か
ら

読
み

取
る

と
、

「
医

療
チ

ー
ム

の
場

合
は

医
師

が
中

心
に

な
る

こ
と

が
多

い
」

と
考

え
て

い
る

学
生

が
多

い
こ

と
が

窺
え

る
。

こ
れ

は
現

状
を

考
え

る
と

仕
方

な
い

こ
と

か
も

し
れ

な
い

が
、

少
な

く
と

も
チ

ー
ム

の
中

で
自

分
の

意
見

や
考

え
を

を
自

然
に

「
提

言
で

き
る

」
よ

う
に

促
し

た
い

。

プ
ロ

ダ
ク

ト
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

に
関

し
て

は
、

１
年

生
の

こ
の

時
期

の
み

で
改

善
さ

せ
る

の
は

無
理

が
あ

る
と

考
え

る
。

し
か

し
な

が
ら

チ
ー

ム
（

班
）

の
な

か
で

の
意

見
交

換
前

に
お

い
て

の
自

分
自

身
に

関
す

る
紹

介
や

プ
ロ

ダ
ク

ト
作

成
中

の
発

言
や

意
見

交
換

な
ど

は
、

積
極

的
に

行
え

る
様

に
促

し
て

行
き

た
い

と
は

考
え

て
い

る
。

し
か

し
、

チ
ー

ム
医

療
の

よ
う

な
授

業
で

、
「

プ
レ

ゼ
ン

出
来

な
い

自
分

」
を

知
る

だ
け

で
も

１
年

生
で

の
本

授
業

の
目

的
を

達
し

た
と

考
え

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か

と
も

思
え

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

昨
年

度
ま

で
は

学
科

共
通

と
し

て
「

薬
局

で
働

く
」

の
み

を
全

員
が

聴
講

し
て

い
た

。
こ

れ
は

当
該

講
演

が
薬

剤
師

の
先

生
に

よ
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

本
年

度
は

将
来

薬
剤

師
と

し
て

働
く

可
能

性
の

あ
る

薬
学

科
の

学
生

の
み

が
聴

講
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

薬
学

科
の

学
生

も
製

薬
企

業
で

働
く

可
能

性
も

あ
る

た
め

、
「

働
く

っ
て

な
に

？
」

に
関

し
て

は
、

創
製

薬
科

学
科

の
み

な
ら

ず
講

演
開

始
時

間
を

ず
ら

し
て

薬
学

科
の

希
望

者
に

も
聞

か
せ

る
の

も
良

い
か

も
し

れ
な

い
。

本
年

度
が

、
薬

学
科

と
創

製
薬

学
科

と
の

初
め

て
の

分
離

入
試

だ
っ

た
。

今
年

度
の

対
応

を
教

務
委

員
会

な
ど

で
振

り
返

り
な

ど
を

今
後

行
い

、
改

善
点

が
あ

れ
ば

修
正

し
て

行
き

た
い

と
考

え
て

い
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

か
ら

判
断

し
て

、
ほ

ぼ
全

員
の

文
章

力
の

ス
キ

ル
が

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

よ
る

合
格

点
を

越
え

て
い

た
こ

と
か

ら
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
ま

た
文

章
力

の
評

価
観

点
と

し
て

、
①

主
張

の
根

拠
付

け
、

②
校

正
の

明
快

さ
、

③
文

章
表

現
の

適
切

さ
に

つ
い

て
、

す
べ

て
優

れ
て

い
た

と
評

価
さ

れ
た

割
合

は
、

薬
学

科
は

４
８

．
８

％
（

２
０

／
４

１
）

で
あ

り
、

創
製

薬
科

学
科

は
３

９
．

５
％

（
１

５
／

３
８

）
で

あ
っ

た
。

文
章

と
し

て
は

良
く

書
け

て
い

た
と

し
て

も
、

ど
う

し
て

も
表

層
的

な
感

想
文

の
域

を
出

て
い

な
い

レ
ポ

ー
ト

が
多

く
、

振
り

返
り

教
員

も
そ

れ
を

指
摘

し
て

い
る

。
ま

た
誤

字
脱

字
や

舌
足

ら
ず

な
表

現
な

ど
が

散
見

し
た

。

事
前

に
良

く
説

明
す

る
こ

と
や

、
例

え
ば

「
良

く
書

け
て

い
る

悪
い

例
」

な
ど

を
解

説
す

る
な

ど
で

対
応

す
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

。
ま

た
誤

字
な

ど
に

つ
い

て
は

読
み

返
す

こ
と

、
声

を
出

し
て

読
む

こ
と

な
ど

を
、

振
り

返
り

教
員

が
指

摘
し

て
い

る
の

で
、

学
生

全
体

に
還

元
し

た
い

。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

左
記

理
由

で
評

価
者

の
F
D
へ

の
参

加
を

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

何
度

依
頼

し
て

も
評

価
者

の
参

加
率

を
増

や
す

の
は

難
し

い
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
委

員
会

の
ほ

う
で

良
い

ア
イ

デ
ア

は
な

い
も

の
だ

ろ
う

か
。

そ
れ

こ
そ

チ
ー

ム
医

療
の

よ
う

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
評

価
者

を
対

象
に

毎
年

度
開

催
し

て
、

コ
ン

セ
ン

サ
ス

や
評

価
法

の
統

一
を

試
み

る
の

は
ど

う
だ

ろ
う

か
（

恐
ら

く
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
立

上
げ

時
に

は
試

行
し

た
と

は
思

う
が

）
。

学
生

と
全

く
同

様
に

、
チ

ー
ム

医
療

の
振

り
返

り
に

関
す

る
教

員
の

温
度

差
や

考
え

方
の

違
い

に
よ

り
コ

ン
セ

ン
サ

ス
が

取
れ

な
い

こ
と

が
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

て
も

滲
み

出
て

し
ま

う
印

象
が

あ
っ

た
。

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
毎

年
変

わ
る

こ
と

と
、

薬
学

の
評

価
者

は
２

年
に

１
度

は
当

た
る

た
め

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
は

何
を

し
た

ら
良

い
の

か
解

ら
な

い
の

に
対

し
て

、
評

価
者

は
何

を
す

れ
ば

良
い

の
か

（
前

回
担

当
時

に
何

を
し

た
か

）
を

良
く

解
っ

て
い

る
こ

と
の

ズ
レ

が
生

じ
て

い
る

。

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
に

よ
り

、
一

連
の

S
I
H
道

場
授

業
全

体
の

把
握

と
考

証
が

で
き

、
ま

た
そ

れ
に

対
す

る
教

員
の

評
価

や
コ

メ
ン

ト
を

学
生

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

で
き

た
と

考
え

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

チ
ー

ム
医

療
の

実
施

後
の

評
価

に
つ

い
て

、
薬

学
部

学
生

は
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

は
良

か
っ

た
か

の
問

い
に

関
し

て
「

全
く

そ
う

思
う

」
と

、
「

そ
う

思
う

」
の

和
が

実
施

前
の

６
５

％
か

ら
８

８
％

へ
、

他
学

部
・

他
学

科
の

学
生

と
学

ぶ
機

会
が

必
要

か
の

問
い

に
関

し
て

は
、

実
施

前
の

７
６

％
か

ら
９

２
％

へ
と

上
昇

し
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
全

体
と

し
て

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
な

感
触

を
得

た
と

い
う

印
象

の
も

と
修

了
し

た
と

考
え

る
。

１
年

生
に

、
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
「

意
図

す
る

こ
と

」
を

理
解

さ
せ

る
こ

と
は

可
能

か
も

し
れ

な
い

。
し

か
し

な
が

ら
学

生
そ

れ
ぞ

れ
ラ

ー
ニ

ン
グ

カ
ー

ブ
が

違
う

の
で

、
「

実
際

に
実

施
さ

せ
る

こ
と

」
は

、
難

し
い

場
合

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
。

そ
の

た
め

「
全

員
を

一
様

に
評

価
す

る
こ

と
」

も
ま

た
、

難
し

い
こ

と
で

あ
る

か
も

し
れ

な
い

と
感

じ
た

。
ま

た
学

生
の

多
く

は
「

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

難
し

さ
」

を
記

載
し

て
い

た
が

、
そ

の
多

く
は

「
フ

ァ
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
難

し
さ

」
を

指
し

て
い

る
場

合
が

多
い

と
の

印
象

を
持

っ
た

。

今
年

度
か

ら
始

ま
る

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
科

目
の

よ
う

に
、

学
年

が
上

が
っ

て
も

毎
年

度
施

行
さ

れ
る

同
様

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
必

要
か

も
し

れ
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
こ

れ
か

ら
そ

れ
ら

を
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
中

に
設

定
す

る
の

は
難

し
い

と
考

え
る

。
各

教
員

が
自

分
の

授
業

の
中

で
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
的

な
取

り
組

み
行

う
こ

と
促

す
こ

と
位

が
現

実
的

で
実

現
可

能
な

こ
と

で
あ

ろ
う

か
。

ま
た

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

」
の

定
義

や
分

類
（

種
類

）
を

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

初
に

理
解

さ
せ

る
方

が
良

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

　　
　　
　　
　　
薬
学
部
　　
　　
　薬

学
科
・創
製
薬
科
学
科
　　
　　
　　
　　

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

本
年

度
か

ら
薬

学
科

は
「

薬
局

で
働

く
」

、
創

製
薬

科
学

科
は

「
働

く
っ

て
な

に
？

」
と

異
な

る
講

演
を

同
時

並
行

で
聴

講
し

た
。

ま
た

全
国

薬
害

被
害

者
団

体
連

絡
協

議
会

（
薬

被
連

）
講

師
２

名
と

弁
護

団
に

よ
る

「
薬

害
に

つ
い

て
」

と
「

B
型

肝
炎

に
つ

い
て

」
の

講
演

お
よ

び
、

映
画

「
薬

学
の

祖
を

学
ぶ

〜
こ

こ
ろ

ざ
し

〜
」

を
視

聴
し

た
。

こ
れ

ら
の

学
修

を
通

し
て

、
薬

剤
師

や
創

薬
研

究
者

と
し

て
の

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

お
よ

び
、

薬
物

の
内

包
す

る
「

薬
」

と
「

毒
」

の
両

義
性

を
理

解
し

た
。
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
理
工
学
部
・理
工
学
科
・社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習
社

会
基

盤
に

関
す

る
興

味
関

心
を

喚
起

し
，

学
習

・
研

究
に

対
す

る
動

機
づ

け
を

行
う

．

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

と
提

出
合

宿
研

修
に

参
加

す
る

こ
と

・
各

分
野

の
概

要
の

説
明

・
現

場
見

学
・

社
会

基
盤

に
関

す
る

個
別

テ
ー

マ
を

設
け

，
能

動
的

に
調

査
し

，
結

果
を

ポ
ス

タ
ー

に
ま

と
め

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
．

・
レ

ポ
ー

ト
作

成
と

そ
れ

に
基

づ
く

議
論

・
ポ

ス
タ

ー
作

成
・

発
表

と
そ

れ
に

基
づ

く
議

論

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

文
章

力
基

礎
調

査
の

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る

・
提

出
物

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

て
評

価
す

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
文

章
力

」
の

4
つ

の
動

画
を

視
聴

・
基

礎
調

査
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

．
・

レ
ポ

ー
ト

に
つ

い
て

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
評

価

教
員

は
提

出
さ

れ
た

レ
ポ

ー
ト

に
対

し
て

コ
メ

ン
ト

し
議

論
を

行
う

こ
と

で
，

学
生

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

.

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

プ
レ

ゼ
ン

力
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
が

で
き

る

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

を
用

い
て

評
価

す
る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
」

の
3

つ
の

動
画

を
視

聴

・
個

別
テ

ー
マ

を
ま

と
め

た
コ

ン
テ

ン
ツ

（
ポ

ス
タ

ー
）

に
つ

い
て

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ら

び
に

教
員

と
の

質
疑

を
行

う
．

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
評

価

・
S
T
E
M
演

習
の

最
終

発
表

会
に

お
い

て
教

員
と

学
生

の
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

実
施

し
振

り
返

り
と

す
る

．
・

作
成

し
た

ポ
ス

タ
ー

を
コ

ー
ス

事
務

室
に

保
管

し
，

い
つ

で
も

振
り

返
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
．

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

上
記

と
同

じ
反

転
授

業
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
「

協
働

力
」

の
3
つ

の
動

画
を

視
聴

・
社

会
基

盤
に

関
す

る
個

別
テ

ー
マ

に
つ

い
て

グ
ル

ー
プ

内
で

意
見

交
換

し
，

ポ
ス

タ
ー

作
成

を
協

働
で

行
う

.

S
T
E
M
演

習
の

中
で

ま
と

め
の

議
論

を
行

い
，

振
り

返
り

を
実

施
す

る
．

S
I
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②

９．理工学部・理工学科・社会基盤デザインコース
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

9.理工学部理工学科社会基盤デザインコース

総
合

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

現
場

見
学

，
レ

ポ
ー

ト
作

成
，

小
グ

ル
ー

プ
調

査
，

ポ
ス

タ
ー

発
表

の
一

連
の

学
修

に
よ

り
，

設
計

し
た

到
達

目
標

は
ほ

ぼ
達

成
し

て
い

る
．

S
I
H
道

場
総

括
者

に
よ

る
全

体
の

把
握

が
困

難
．

全
体

像
の

把
握

に
つ

い
て

検
討

す
る

．

S
I
H
道

場
総

括
者

に
よ

る
全

体
の

把
握

が
困

難
．

全
体

像
の

把
握

に
つ

い
て

検
討

す
る

．

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

昨
年

度
の

取
り

組
み

に
お

い
て

，
振

り
返

り
が

不
十

分
で

あ
る

こ
と

が
課

題
で

あ
っ

た
た

め
，

今
年

度
は

授
業

担
当

教
員

へ
振

り
返

り
の

実
施

の
周

知
を

心
が

け
た

．
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

も
９

割
の

学
生

が
学

修
（

体
験

）
を

振
り

返
る

こ
と

の
重

要
性

を
理

解
し

た
答

え
て

お
り

（
"
と

て
も

当
て

は
ま

る
"
と

"
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
当

て
は

ま
る

"
の

合
計

）
，

一
定

の
学

修
成

果
が

あ
っ

た
と

み
ら

れ
る

．

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

小
グ

ル
ー

プ
で

調
査

し
た

後
，

ポ
ス

タ
ー

発
表

を
行

っ
て

お
り

，
そ

の
活

動
か

ら
協

働
力

の
向

上
が

見
ら

れ
た

．
S
I
H
道

場
総

括
者

に
よ

る
全

体
の

把
握

が
困

難
．

全
体

像
の

把
握

に
つ

い
て

検
討

す
る

．

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

学
修

の
振

り
返

り
が

不
十

分
で

あ
る

点
．

学
修

の
振

り
返

り
を

効
果

的
に

行
え

る
よ

う
に

す
る

工
夫

．

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

小
グ

ル
ー

プ
で

調
査

し
た

後
，

ポ
ス

タ
ー

発
表

を
行

っ
て

お
り

，
そ

の
評

価
か

ら
一

定
の

プ
レ

ゼ
ン

力
の

向
上

が
見

ら
れ

た
．

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
９

割
の

学
生

が
レ

ポ
ー

ト
等

の
学

術
的

文
章

を
書

く
際

に
必

要
な

準
備

や
ル

ー
ル

を
理

解
し

た
答

え
て

お
り

（
"
と

て
も

当
て

は
ま

る
"
と

"
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
当

て
は

ま
る

"
の

合
計

）
，

一
定

の
学

修
成

果
が

あ
っ

た
と

み
ら

れ
る

．

S
I
H
道

場
総

括
者

に
よ

る
全

体
の

把
握

が
困

難
．

全
体

像
の

把
握

に
つ

い
て

検
討

す
る

．

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

S
T
E
M
演

習
と

の
連

携
の

強
化

.
担

当
者

の
選

出
を

慎
重

に
行

う
．

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

　理
工
学
部
　理

工
学
科
　社

会
基
盤
デ
ザ
イン
コー
ス

項
目

チ
ェッ
ク

早
期

体
験

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
９

割
以

上
の

学
生

か
専

門
分

野
に

対
す

る
興

味
が

深
ま

っ
た

と
答

え
て

お
り

（
"
と

て
も

当
て

は
ま

る
"
と

"
ど

ち
ら

か
と

言
え

ば
当

て
は

ま
る

"
の

合
計

）
，

一
定

の
学

修
成

果
が

あ
っ

た
と

み
ら

れ
る

．
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
理
工
学
部
理
工
学
科
機
械
科
学
コー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

1.
 社

会
生
活
の
中
で
機
械

工
学
が
果
た
し
て
い
る
役

割
の
一
端
を
理
解
す
る
．

2.
 も
の
作
り
の
基
本
を
理
解

す
る
．

3.
 プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

方
法
を
修
得
す
る
．

実
習
へ
の
取
り
組
み
態
度
を

3
0
点
，
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
状

況
と
内
容
を
7
0
点
と
し
て
評

価
す
る
．

実
習
手
順
書
を
事
前
に
確

認
し
，
内
容
を
理
解
し
て
か

ら
実
習
に
臨
む
よ
う
に
指
導

す
る
．

安
全
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
ま
ず
取
り

上
げ
，
工
作
機
械
類
を
使
用
し
た
も
の

作
り
，
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
サ
ー

ボ
モ
ー
タ
の
分
解
・
組
立
・
運
転
を
実

習
す
る
と
と
も
に
，
性
能
試
験
や
材
料

試
験
を
行
い
，
こ
れ
か
ら
学
ぶ
機
械

工
学
・
技
術
の
具
現
方
法
の
一
部
を

体
験
す
る
．

当
日
の
実
習
内
容
を
確
認
し
，

注
意
が
必
要
だ
っ
た
点
や
手

順
の
意
味
な
ど
の
振
り
返
り
を

レ
ポ
ー
ト
に
記
載
さ
せ
る
．

機
械
工
学
専
門
科
目

「
機
械
科
学
実
験

1」
の
中
で
実
施

文
章

力
自
ら
が
果
た
し
た
役
割
，
反

省
点
な
ど
を
客
観
的
に
振
り

返
る
文
章
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
．

レ
ポ
ー
ト
の
文
章
を
評
価
す

る
．

集
中
研
修
時
に
理
論
的
な
文
章
の
書

き
方
に
関
す
る
指
導
を
行
う
．

集
中
研
修
を
振
り
返
っ
て
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
す
る
．

SI
H
道
場
「
集
中
研

修
」
の
枠
内
で
実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
自
ら
の
主
張
を
理
論
的
に

分
か
り
や
す
く
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
．

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
の
発
表
技
術

を
評
価
す
る
．

大
学
で
の
事
前
説
明
時
に
デ
ィ
ベ
ー

ト
の
方
法
や
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
法

に
つ
い
て
指
導
を
行
う
．

各
デ
ィ
ベ
ー
ト
終
了
後
に
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
教

員
が
コ
メ
ン
ト
し
て
学
生
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
．

SI
H
道
場
「
集
中
研

修
」
の
枠
内
で
実
施

協
働

力
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
学
生
と
協

働
し
て
準
備
作
業
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
．

レ
ポ
ー
ト
の
記
述
内
容
及
び

実
際
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
準
備
作

業
を
評
価
す
る
．

大
学
で
の
事
前
説
明
時
に

グ
ル
ー
プ
内
で
の
役
割
を

決
め
さ
せ
，
資
料
収
集
等

の
事
前
準
備
を
行
わ
せ
る
．

集
中
研
修
時
に
グ
ル
ー
プ
作
業
を
行

わ
せ
，
立
論
・
反
論
の
組
み
立
て
を
共

同
で
行
わ
せ
る
．

各
デ
ィ
ベ
ー
ト
時
に
立
論
・
反

論
の
組
み
立
て
に
つ
い
て
教

員
が
逐
次
コ
メ
ン
ト
し
て
学
生

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
．

SI
H
道
場
「
集
中
研

修
」
の
枠
内
で
実
施

１０．理工学部理工学科機械科学コース

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

10.理工学部理工学科機械科学コース
理
工
学
部
　理

工
学
科
　機

械
科
学
コー
ス専

攻

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

機
械

加
工

，
エ

ン
ジ

ン
等

の
分

解
・

組
立

・
運

転
，

材
料

試
験

等
の

実
習

お
よ

び
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

・
指

導
を

通
じ

，
目

標
と

し
た

「
社

会
生

活
の

中
で

機
械

工
学

が
果

た
し

て
い

る
役

割
の

一
端

を
理

解
す

る
」

及
び

「
も

の
作

り
の

基
本

を
理

解
す

る
」

を
達

成
で

き
た

も
の

と
考

え
て

い
る

．

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

振
り

返
り

の
意

義
や

方
法

に
つ

い
て

の
説

明
時

間
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
が

，
現

状
で

は
非

常
に

タ
イ

ト
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

で
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い
る

．
そ

の
た

め
，

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

時
間

配
分

を
見

直
し

，
不

必
要

と
思

わ
れ

る
行

事
を

削
減

す
る

必
要

が
あ

る
．

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
・

評
価

や
デ

ィ
ベ

ー
ト

後
の

講
評

を
通

じ
て

振
り

返
り

を
行

っ
た

．
た

だ
し

，
振

り
返

り
は

習
慣

化
が

重
要

で
あ

る
た

め
，

専
門

課
程

ま
で

学
年

が
進

ん
だ

時
点

で
振

り
返

り
の

習
慣

の
有

無
及

び
成

績
で

学
修

効
果

を
判

断
す

る
他

な
い

．
そ

の
た

め
，

現
時

点
で

は
学

習
効

果
の

有
無

は
言

及
で

き
な

い
．

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

の
レ

ポ
ー

ト
課

題
と

し
て

学
生

生
活

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
設

計
さ

せ
た

．
全

て
の

レ
ポ

ー
ト

を
評

価
す

る
と

と
も

に
将

来
設

計
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

を
記

載
し

て
学

生
に

返
却

し
た

．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

平
成

3
0
年

度
の

授
業

設
計

は
，

学
生

が
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
お

お
む

ね
十

分
で

あ
っ

た
と

言
え

る
．

昨
年

度
の

改
善

点
を

ク
リ

ア
で

き
て

い
な

い
た

め
，

昨
年

と
同

様
の

改
善

点
を

挙
げ

る
．

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

再
設

計
・

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
日

程
の

再
検

討
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
事

前
準

備
時

間
の

確
保

・
体

験
学

習
レ

ベ
ル

の
再

検
討

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

再
設

計
・

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
日

程
の

再
検

討
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
事

前
準

備
時

間
の

確
保

・
体

験
学

習
レ

ベ
ル

の
再

検
討

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

S
I
H
道

場
科

目
「

機
械

科
学

実
験

１
」

に
お

い
て

，
安

全
教

育
と

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
期

限
を

厳
守

す
る

指
導

を
徹

底
し

て
お

り
，

そ
の

効
果

は
現

れ
て

い
る

．
「

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
に

お
け

る
演

習
課

題
で

卒
業

後
に

何
を

し
た

い
か

を
明

確
に

持
っ

て
い

る
学

生
が

3
割

程
度

い
る

一
方

で
，

無
計

画
で

こ
れ

か
ら

考
え

る
と

い
う

学
生

が
2
割

弱
存

在
し

て
い

る
現

状
が

明
ら

か
と

な
っ

た
．

し
た

が
っ

て
，

早
い

段
階

で
将

来
の

人
生

設
計

図
が

描
け

る
よ

う
な

継
続

的
指

導
が

必
要

と
思

わ
れ

る
．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

さ
ら

に
，

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

の
演

習
課

題
で

明
ら

か
と

な
る

学
生

の
将

来
設

計
の

情
報

を
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
へ

連
絡

し
，

指
導

の
ツ

ー
ル

と
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
．

本
年

度
は

「
飛

ぶ
ノ

ー
ト

」
を

利
用

し
て

振
り

返
り

を
実

施
さ

せ
る

と
と

も
に

レ
ポ

ー
ト

を
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
へ

渡
す

予
定

で
あ

っ
た

が
，

「
飛

ぶ
ノ

ー
ト

」
の

利
用

枚
数

が
2
枚

ま
で

と
い

う
制

限
の

た
め

利
用

で
き

な
か

っ
た

．

資
料

を
用

い
な

が
ら

論
理

的
な

文
章

の
書

き
方

に
関

す
る

指
導

を
行

い
，

研
修

を
含

め
た

大
学

入
門

講
座

全
体

の
振

り
返

り
を

行
わ

せ
た

．
ま

た
，

評
価

基
準

と
し

て
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
も

学
生

に
配

布
し

た
．

そ
の

結
果

，
ほ

と
ん

ど
の

学
生

が
注

意
点

や
評

価
点

を
意

識
し

た
文

章
の

作
成

を
行

え
た

．
ま

た
，

内
容

に
つ

い
て

も
到

達
目

標
で

あ
る

「
自

ら
が

果
た

し
た

役
割

，
反

省
点

な
ど

を
客

観
的

に
振

り
返

る
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

」
を

ほ
と

ん
ど

の
学

生
が

満
足

で
き

た
．

昨
年

度
は

5
人

で
担

当
し

て
い

た
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
を

3
人

に
減

ら
す

こ
と

で
，

教
員

間
の

評
価

基
準

の
ば

ら
つ

き
を

低
減

さ
せ

る
こ

と
に

し
た

．

徳
島

大
学

工
学

部
導

入
テ

キ
ス

ト
『

「
学

び
の

技
」

は
じ

め
の

一
歩

』
が

理
工

学
部

新
入

生
に

も
配

布
さ

れ
て

い
る

も
の

と
思

い
，

そ
こ

に
記

載
さ

れ
て

い
る

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
熟

読
す

る
よ

う
指

導
し

た
が

，
配

布
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
終

了
後

に
判

明
し

た
．

そ
の

後
，

「
機

械
科

学
実

験
１

」
の

最
初

の
授

業
で

コ
ピ

ー
を

配
布

す
る

こ
と

で
対

応
し

た
．

「
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

入
門

」
に

記
載

さ
れ

た
内

容
よ

り
理

工
学

部
に

適
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
の

で
，

理
工

学
部

学
生

に
は

こ
ち

ら
の

方
が

理
解

し
や

す
い

と
思

わ
れ

る
．

徳
島

大
学

工
学

部
導

入
テ

キ
ス

ト
『

「
学

び
の

技
」

は
じ

め
の

一
歩

』
の

原
稿

が
旧

工
学

部
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
u
s
h
i
m
a
-

u
.
a
c
.
j
p
/
e
/
c
a
m
p
u
s
/
c
o
u
n
s
e
l
l
i
n
g
/
）

に
残

さ
れ

て
い

る
の

で
，

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

行
う

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

で
こ

ち
ら

を
見

る
よ

う
に

指
導

す
る

．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
初

日
に

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

班
分

け
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

方
法

・
評

価
基

準
及

び
テ

ー
マ

の
説

明
を

行
っ

た
．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
2
日

目
の

集
中

研
修

の
時

間
枠

内
で

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

行
わ

せ
た

．
昨

年
度

は
，

1
回

目
・

2
回

目
と

も
に

同
じ

テ
ー

マ
で

対
戦

チ
ー

ム
を

変
え

て
デ

ィ
ベ

ー
ト

を
行

っ
た

が
，

2
回

目
は

意
見

も
出

尽
く

し
惰

性
的

に
な

る
と

の
意

見
が

あ
っ

た
の

で
，

本
年

度
は

2
テ

ー
マ

用
意

し
た

．
デ

ィ
ベ

ー
ト

は
昨

年
よ

り
も

盛
り

上
が

る
効

果
が

あ
っ

た
．

積
極

的
に

参
加

す
る

学
生

と
消

極
的

な
学

生
が

見
ら

れ
る

．
消

極
的

な
学

生
で

も
自

主
的

に
参

加
を

促
す

何
ら

か
の

工
夫

が
必

要
と

思
わ

れ
る

．
ま

た
，

本
コ

ー
ス

は
1
学

年
あ

た
り

1
0
0
人

を
超

え
る

学
生

が
在

籍
す

る
た

め
，

個
人

個
人

に
十

分
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

と
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

は
難

し
い

現
状

で
あ

る
．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

意
見

の
集

約
や

論
理

組
立

等
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

準
備

を
通

じ
て

，
到

達
目

標
で

あ
る

協
働

作
業

の
重

要
性

を
学

生
に

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
．

ま
た

，
事

後
の

自
己

評
価

か
ら

も
他

人
と

の
意

見
の

す
り

合
わ

せ
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

多
く

の
学

生
が

認
識

し
て

い
た

．
し

た
が

っ
て

，
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

．

積
極

的
に

参
加

す
る

学
生

と
消

極
的

な
学

生
が

見
ら

れ
る

．
消

極
的

な
学

生
で

も
自

主
的

に
参

加
を

促
す

何
ら

か
の

工
夫

が
必

要
と

思
わ

れ
る

．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ｖ ｖ

ｖ

ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

ｖ

ｖ
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
理
工
学
部
理
工
学
科
応
用
化
学
シ
ス
テ
ム
コー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

話
題
と
な
っ
て
い
る
科
学

技
術
あ
る
い
は
社
会
的
に

重
要
な
技
術
な
ど
に
つ
い

て
理
解
し
，
大
学
で
の
学

習
内
容
と
の
関
連
を
説
明

で
き
る
．

出
席
状
況
．
参
加
し
た
教

員
と
の
対
話
が
で
き
て
い
る

こ
と

.
高
校
卒
業
ま
で
の
経
験

研
究
者
で
あ
る
大
学
教
員
の
研

究
を
知
る

.各
自
の
興
味
あ
る
科

学
技
術
が
、
大
学
で
の
学
習
内

容
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か
を

調
査
す
る

.

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
で
自
己
評

価
す
る
．
自
己
評
価
に
対
し
て
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
．

SI
H
道
場

(研
修
旅
行

)

文
章

力
大
学

4年
間
で
取
り
組
み

た
い
こ
と
を
文
章
で
表
現

で
き
る
．

論
理
的
，
科
学
的
な
思
考

力
で
書
け
て
い
る
こ
と
．

m
oo

dl
e上

の
自
習
ビ

デ
オ
を
閲
覧
す
る

.テ
キ

ス
ト
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
入
門
」
の
記
載
内

容
を
理
解
す
る

.

各
自
の
興
味
あ
る
科
学
技
術
を

論
理
的
か
つ
科
学
的
に
整
合

性
の
あ
る
文
章
で
表
現
す
る
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
で
自
己
評

価
す
る
．
自
己
評
価
に
対
し
て
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
．

SI
H
道
場

プ
レ

ゼ
ン

力
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
前
で
自
己

紹
介
で
き
る
．

誠
実
に
分
か
り
や
す
く
説
明

で
き
て
い
る
こ
と
．

m
oo

dl
e上

の
自
習
ビ

デ
オ
を
閲
覧
す
る

.テ
キ

ス
ト
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
入
門
」
の
記
載
内

容
を
理
解
す
る

.

自
己

紹
介

を
行

う
．

そ
の

際
，

各
自

の
興

味
あ

る
科

学
技

術
を

口
頭

で
論

理
立

て
て

説
明

す
る

．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
で
自
己
評

価
す
る
．
自
己
評
価
に
対
し
て
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
．

SI
H
道
場

協
働

力
研
修
旅
行
に
て
協
働
で

清
掃
活
動
な
ど
活
動
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
．

グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
を
思
い
や

り
,活

動
に
対
し
て
積
極
的

な
貢
献
が
で
き
て
い
る
こ

と
．

m
oo

dl
e上

の
自
習
ビ

デ
オ
を
閲
覧
す
る

.テ
キ

ス
ト
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
入
門
」
の
記
載
内

容
を
理
解
す
る

.

研
修
旅
行
に
て
清
掃
活
動
や

地
引
き
網
な
ど
を
行
う
．
積
極
性

を
持
っ
て
活
動
に
参
加
す
る
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
で
自
己
評

価
す
る
．
自
己
評
価
に
対
し
て
教

員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
．

SI
H
道
場

(研
修
旅
行

)

１１．理工学部理工学科応用化学システムコース

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

11.理工学部理工学科応用化学システムコース

一
つ
の
研
究
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
で
取
り
組
ん
だ
。
各
自
の
分
担
を
決
め
て
リ
サ
ー

チ
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
持
ち
寄
っ
て
ま
と
め
る
こ

と
で
協
働
力
を
高
め
る
訓
練
が
で
き
た
。

特
に
な
し

本
年
度
と
同
様
に
実
施
す
る

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

自
ら
資
料
調
査
を
し
て
研
究
し
た
内
容
を
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
・
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
他
の
人
た
ち
に

伝
え
る
訓
練
が
で
き
た
。

特
に
な
し

本
年
度
と
同
様
に
実
施
す
る

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

該
当
し
な
い

該
当
し
な
い

興
味
を
持
っ
た
テ
ー
マ
に
関
し
て
学
習
し
た
結
果
に

つ
い
て
、
意
図
し
た
構
造
を
持
っ
た
文
章
で
伝
え
る

た
め
の
訓
練
が
で
き
た
。

特
に
な
し

本
年
度
と
同
様
に
実
施
す
る

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

本
年
度
と
同
様
に
実
施
す
る

特
に
な
し

グ
ル
ー
プ
協
働
を
通
じ
て
調
べ
た
内
容
を
、
さ
ら
に

レ
ポ
ー
ト
に
文
章
で
ま
と
め
る
訓
練
を
行
い
、
自
分

が
以
前
に
書
い
た
要
旨
を
改
善
す
る
こ
と
で
振
り
返

り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
そ
の
レ
ポ
ー
ト
を

教
員
が
読
ん
で
学
生
に
コ
メ
ン
ト
を
返
す
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
再
度
の
振
り
返
り
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

特
に
な
し

特
に
な
し

特
に
な
し

　理
工
学
部
　　
理
工
学
科
　　
応
用
化
学
シ
ステ
ム
コー
ス

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

該
当
し
な
い
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
理
工
学
部
理
工
学
科
電
気
電
子
シ
ス
テ
ム
コー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習
自
身
の
専
門
分
野
に
お
け
る

先
端
研
究
（
現
場
）
と
大
学
に

お
け
る
学
習
に
つ
い
て
、
関
連

さ
せ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

レ
ポ
ー
ト
の
提
出
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提

出

ST
EM

演
習

に
お

い
て

電
気

電
子

工
学

の
演

習
を

行
う

学
ん
だ
こ
と
を

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

ST
EM

演
習

の
授

業

枠
内

で
実

施

文
章

力

論
理

的
文

章
の

作
成

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い

て
、

注
意

す
べ

き
点

に
つ

い
て

1つ
以

上
説

明
す

る

こ
と

が
で

き
る

。

提
出
物
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

表
に
基
づ
き
評
価

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ

＜
文
章
力
＞
の
視
聴
・

ク
イ
ズ
の
解
答

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
う

学
ん
だ
こ
と
を

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

SI
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
手

法
・

ツ
ー

ル
等

を
1つ

以
上

説
明

す
る

こ

と
が

で
き

る
。

提
出
物
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

表
に
基
づ
き
評
価

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ

＜
プ
レ
ゼ
ン
力
＞
の
視

聴
・
ク
イ
ズ
の
解
答

S
T
E
M
演

習
で

実
施

し
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
5

人
程

度
の

班
に

分
か

れ
て

ポ
ス

タ
ー

形
式

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う

学
ん
だ
こ
と
を

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

SI
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1つ
の

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る

提
出
物
を
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

表
に
基
づ
き
評
価

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ

＜
協
働
力
＞
の
視
聴
・

ク
イ
ズ
の
解
答

ST
EM

演
習

で
実

施
し

た
テ

ー
マ

に
つ

い
て

5
人

程
度

の
班

に
分

か

れ
て

ポ
ス

タ
ー

形
式

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
を

行
う

学
ん
だ
こ
と
を

e-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

に
記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

SI
H
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

１２．理工学部理工学科電気電子システムコース

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

12.理工学部理工学科電気電子システムコース
　理

工
学
部
　理

工
学
科
　電

気
電
子
シ
ステ
ム
コー
ス　

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

　
S
T
E
M
演

習
に

関
し

て
は

，
実

験
・

実
習

科
目

の
体

験
と

い
う

目
的

は
達

成
で

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
．

体
験

学
習

個
人

レ
ポ

ー
ト

で
も

，
実

験
や

研
究

へ
の

取
り

組
み

方
を

理
解

で
き

た
と

の
意

見
が

あ
っ

た
．

　
プ

レ
ゼ

ン
力

・
協

働
力

の
学

修
と

し
て

実
施

し
た

研
究

室
見

学
内

容
の

相
互

プ
レ

ゼ
ン

で
は

，
研

究
現

場
を

体
験

で
き

た
と

い
う

意
見

が
あ

る
一

方
，

教
員

か
ら

の
詳

し
い

研
究

室
紹

介
を

希
望

す
る

意
見

も
あ

っ
た

．

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

　
次

年
度

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

M
a
h
a
r
a
を

利
用

す
る

場
合

に
は

，
前

年
度

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

か
ら

の
十

分
な

引
継

ぎ
や

協
力

体
制

が
必

要
と

思
わ

れ
る

．

　
振

り
返

り
に

M
a
h
a
r
a
を

利
用

し
た

が
，

ユ
ー

ザ
登

録
や

変
更

の
設

定
が

難
し

く
，

学
生

の
成

果
レ

ポ
ー

ト
が

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

か
ら

し
か

見
ら

れ
な

い
，

同
姓

同
名

の
学

生
を

区
別

で
き

な
い

な
ど

の
問

題
が

発
生

し
た

．
　

ま
た

，
M
a
h
a
r
a
で

は
，

入
力

文
字

数
の

制
限

（
下

限
設

定
）

が
で

き
な

い
た

め
，

レ
ポ

ー
ト

の
分

量
指

定
が

難
し

く
，

学
生

に
よ

っ
て

レ
ポ

ー
ト

の
文

章
量

に
非

常
に

大
き

な
差

が
あ

る
．

　
M
a
h
a
r
a
を

使
っ

た
成

果
レ

ポ
ー

ト
の

一
部

と
し

て
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
基

づ
い

た
自

己
評

価
を

実
施

し
た

．
体

験
学

習
個

人
レ

ポ
ー

ト
で

も
，

学
修

の
振

り
返

り
に

関
す

る
意

見
が

多
か

っ
た

が
，

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
他

項
目

に
比

べ
て

役
に

立
っ

て
い

る
と

い
う

回
答

の
比

率
が

少
な

い
．

ま
た

，
講

義
を

実
施

す
る

度
に

振
り

返
り

を
行

え
て

は
い

な
い

．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

　
S
I
H
道

場
の

講
義

や
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

を
見

る
限

り
で

は
，

各
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
に

関
し

て
重

要
性

を
理

解
で

き
て

お
り

，
身

に
つ

け
ら

れ
た

と
い

う
意

見
が

多
い

．
し

か
し

な
が

ら
，

S
I
H
道

場
の

み
で

修
得

度
を

評
価

す
る

こ
と

は
難

し
く

，
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
に

よ
っ

て
は

高
学

年
に

な
る

ま
で

活
用

の
機

会
が

少
な

い
も

の
も

あ
り

，
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
を

継
続

し
て

活
用

・
評

価
で

き
る

体
制

が
必

要
で

あ
る

．

　
M
a
h
a
r
a
上

で
S
I
H
道

場
ペ

ー
ジ

に
登

録
し

て
い

る
学

生
の

一
覧

取
得

や
，

入
力

さ
れ

た
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

一
括

取
得

が
で

き
な

い
た

め
，

作
業

が
煩

雑
と

な
り

，
レ

ポ
ー

ト
内

容
を

十
分

評
価

に
反

映
で

き
て

い
な

い
．

　
昨

年
度

の
評

価
シ

ー
ト

で
は

，
教

員
の

作
業

負
担

軽
減

に
関

す
る

改
善

が
記

載
さ

れ
て

い
た

．
本

年
度

も
成

果
レ

ポ
ー

ト
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
除

い
た

作
業

や
講

義
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

が
担

当
し

て
お

り
，

負
担

の
分

散
や

軽
減

が
望

ま
れ

る
．

　
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
の

継
続

的
評

価
に

関
し

て
は

，
S
I
H
道

場
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

科
目

の
活

用
が

期
待

さ
れ

る
．

ま
た

，
継

続
し

て
S
I
H
道

場
担

当
者

の
負

担
軽

減
策

が
望

ま
れ

る
．

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

　
入

学
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

時
に

実
施

し
た

文
章

力
の

講
義

に
対

し
て

，
プ

レ
ゼ

ン
力

と
協

働
力

の
講

義
ま

で
の

期
間

が
長

く
，

S
I
H
道

場
自

体
の

存
在

を
忘

れ
ら

れ
て

い
る

節
が

見
ら

れ
た

．
学

修
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
も

，
プ

レ
ゼ

ン
力

・
協

働
力

に
関

す
る

意
見

に
比

べ
て

文
章

力
に

関
す

る
意

見
が

少
な

く
，

評
価

が
難

し
い

．

　
学

修
後

ア
ン

ケ
ー

ト
を

1
回

で
は

な
く

，
項

目
別

に
行

う
よ

う
に

す
る

こ
と

で
，

項
目

別
の

偏
り

の
改

善
が

期
待

で
き

る
．

た
だ

し
，

学
生

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
回

答
の

負
担

が
増

え
な

い
よ

う
に

配
慮

が
必

要
で

あ
る

．

　
S
T
E
M
演

習
の

レ
ポ

ー
ト

（
全

1
4
回

）
の

作
成

と
添

削
，

再
提

出
を

通
じ

，
論

理
的

文
章

の
作

成
力

が
身

に
付

い
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

．
ま

た
，

体
験

学
習

個
人

レ
ポ

ー
ト

で
も

，
教

員
か

ら
の

レ
ポ

ー
ト

添
削

や
講

評
を

通
じ

て
実

験
レ

ポ
ー

ト
に

求
め

ら
れ

る
内

容
が

理
解

で
き

た
と

の
意

見
が

あ
っ

た
．

　
文

章
力

は
S
T
E
M
演

習
の

レ
ポ

ー
ト

添
削

が
大

部
分

を
占

め
て

い
る

が
，

S
I
H
道

場
と

担
当

者
が

必
ず

し
も

一
致

し
て

い
な

い
．

そ
の

た
め

，
S
I
H
道

場
と

し
て

修
得

し
た

文
章

力
は

体
験

学
習

個
人

レ
ポ

ー
ト

の
内

容
か

ら
間

接
的

に
評

価
す

る
し

か
な

く
，

評
価

が
適

切
で

あ
る

か
疑

問
が

残
る

．

　
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
な

ど
の

概
論

を
S
I
H
道

場
の

講
義

で
実

施
し

，
レ

ポ
ー

ト
内

容
の

指
導

に
は

S
T
E
M
演

習
を

利
用

す
る

方
式

を
継

続
す

る
．

可
能

で
あ

れ
ば

，
S
T
E
M
演

習
と

連
携

し
，

S
T
E
M
演

習
を

通
じ

た
文

章
力

の
向

上
を

評
価

す
る

．

　
プ

レ
ゼ

ン
発

表
で

は
多

く
の

コ
ー

ス
教

員
が

参
加

し
，

評
価

だ
け

で
な

く
プ

レ
ゼ

ン
内

容
や

シ
ー

ト
の

構
成

な
ど

の
指

導
を

し
て

い
る

．
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
も

，
プ

レ
ゼ

ン
の

方
法

が
身

に
付

い
た

と
い

う
意

見
が

多
く

，
プ

レ
ゼ

ン
内

容
を

直
接

指
導

し
て

も
ら

え
た

な
ど

の
意

見
が

得
ら

れ
た

．

　
プ

レ
ゼ

ン
力

の
評

価
に

つ
い

て
は

，
発

表
会

の
日

程
調

整
が

直
前

と
な

り
，

学
生

の
受

講
状

況
の

み
を

考
慮

し
て

決
め

た
た

め
，

担
当

講
義

と
重

な
っ

て
参

加
で

き
な

い
教

員
が

複
数

名
い

た
．

プ
レ

ゼ
ン

発
表

の
日

程
を

早
期

に
決

定
し

，
学

生
・

教
員

の
参

加
し

や
す

い
よ

う
に

改
善

す
る

必
要

が
あ

る
．

　
教

員
が

参
加

し
や

す
い

よ
う

に
プ

レ
ゼ

ン
発

表
の

日
程

調
整

を
早

期
に

行
う

．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

　
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

ポ
ス

タ
ー

を
作

成
し

，
相

互
に

研
究

室
見

学
に

つ
い

て
の

発
表

を
行

っ
た

．
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

，
他

者
と

の
協

力
や

協
調

性
に

関
す

る
意

見
が

多
い

．

　
プ

レ
ゼ

ン
力

・
協

働
力

に
関

し
て

は
，

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
コ

ー
ス

の
研

究
室

見
学

を
行

い
，

見
学

内
容

の
相

互
プ

レ
ゼ

ン
を

行
っ

た
．

昨
年

度
と

は
実

施
内

容
を

変
更

し
た

た
め

調
整

が
遅

れ
，

プ
レ

ゼ
ン

資
料

作
成

期
間

が
短

か
っ

た
．

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
も

，
準

備
期

間
の

短
さ

や
，

プ
レ

ゼ
ン

発
表

時
期

（
前

期
末

試
験

前
）

の
改

善
を

求
め

る
意

見
が

多
か

っ
た

．

　
研

究
室

見
学

を
継

続
す

る
場

合
，

本
年

度
よ

り
も

日
程

を
早

め
，

入
学

時
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

か
ら

期
間

を
開

け
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

，
プ

レ
ゼ

ン
資

料
作

成
の

期
間

を
十

分
と

る
よ

う
に

改
善

す
る

．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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 S
IH
道

場
必

須
項

目
設

計
表

（
概

要
の

み
）

理
工
学
部
理
工
学
科
情
報
光
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り
返

り

①
体

験
学

習

情
報

光
シ
ス
テ
ム

コ
ー
ス
に
お

い
て
取

り
組

ん
で
い
る
最

先
端

の
研

究
内

容
に
つ
い
て
説

明
で
き
る
．

出
席

状
況

と
レ
ポ
ー
ト
の

内
容

に
よ
り
評

価
す
る
．

情
報

系
，
光

系
で
の

先
端

研
究

に
つ
い
て
調

査
し
て
お

く
．

コ
ー
ス
内

の
研

究
室

を
見

学
し
，
研

究
紹

介
を
聴

講
す
る
．

ま
た
，
配

属
実

習
（
情

報
系

）
，

も
の

づ
く
り
体

験
（
光

系
）
を
す

る
．

学
ん
だ
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
作

成
に
よ
り
振

り
返

る
．

「
情

報
光

シ
ス
テ
ム

セ
ミ
ナ
ー
」
の

中
で
実

施

文
章

力

論
理

的
文

章
の

作
成

・
レ
ポ
ー

ト
の

作
成

に
お
い
て
，
注

意
す

べ
き
点

に
つ
い
て
説

明
す
る
こ

と
が

で
き
る
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
表

を
用

い
る
．

反
転

授
業

ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
文

章
力

」
の

動
画

を
視

聴
．

レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方

に
つ
い
て

の
講

義
を
行

う
．
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク

を
用

い
た
ピ
ア
評

価
，
ポ
イ
ン
ト

確
認

．

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
記

入
．
教

員
は

コ
メ
ン

ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
．

S
IH
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

プ
レ
ゼ
ン
力

効
果

的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行

う
た
め
の

基
本

的
な
手

法
・
ツ
ー
ル

に
つ
い
て
説

明
す

る
こ
と
が

で
き
る
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
表

を
用

い
る
．

反
転

授
業

ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

力
」
の

動
画

を
視

聴
．

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

に
つ
い
て
の

講
義

を
行

う
．
ル

ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
ピ
ア
評

価
，

ポ
イ
ン
ト
確

認
．

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
記

入
．
教

員
は

コ
メ
ン

ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
．

S
IH
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と
協

同
し
て
1
つ
の

課
題

に
取

り
組

む
こ
と
が

で
き
る
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
表

を
用

い
る
．

反
転

授
業

ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ン

ツ
「
協

働
力

」
の

3
つ
の

動
画

を
視

聴

専
門

分
野

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
つ

い
て
K
J
法

ワ
ー
ク
を
実

施
し
，

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
ピ
ア
評

価
を
行

う
．

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
に
記

入
．
教

員
は

コ
メ
ン

ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
．

S
IH
道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施

学
生

が
授

業
を
通

し
て
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

か
に
つ

い
て
具

体
的

に
明

記
す
る
。
明

記
の

仕
方

と
し
て
「
○

○
で
き

る
」
と
表

現
す
る
と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で
設

計
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使

用
す
る

こ
と
を
推

奨
す
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業

で
実

施
す
る
。

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活

用
し
、

学
生

と
教

員
間

の
コ
メ
ン
ト

の
や

り
取

り
を
行

う
。

「
①

体
験

学
習

」
の

よ
う
に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

１３．理工学部理工学科情報光システムコース

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

注
意

点

評
価
方
法
・
基
準
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

13.理工学部理工学科情報光システムコース

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

8
9
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
他

者
と

の
協

働
」

は
役

に
立

っ
て

い
る

と
回

答
し

て
い

る
。

自
由

記
述

に
お

い
て

も
，

協
働

力
の

重
要

性
に

気
づ

い
た

，
役

だ
っ

た
と

い
う

記
述

が
見

ら
れ

た
た

め
，

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
進

め
る

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

7
7
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
自

由
記

述
に

お
い

て
も

，
プ

レ
ゼ

ン
力

が
身

に
つ

い
た

と
い

う
記

述
が

見
ら

れ
た

。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

に
お

い
て

，
プ

レ
ゼ

ン
の

練
習

時
間

を
取

っ
て

ほ
し

い
と

い
う

記
述

が
見

ら
れ

た
。

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

の
都

合
で

練
習

時
間

に
差

が
あ

っ
た

た
め

だ
と

考
え

ら
れ

る
。

発
表

練
習

の
時

間
も

含
め

た
，

余
裕

の
あ

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

検
討

す
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

早
期

体
験

を
よ

り
意

義
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
，

事
前

学
習

を
課

す
こ

と
を

考
え

た
い

。
事

前
学

習
を

検
討

す
る

。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

7
5
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
文

章
・

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
が

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
自

由
記

述
に

お
い

て
も

，
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
が

身
に

つ
い

た
と

い
う

記
述

が
見

ら
れ

た
。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
進

め
る

。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
っ た
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
方

法
を

検
討

す
る

。
一

方
で

，
日

頃
か

ら
授

業
で

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

っ
て

い
る

と
回

答
し

た
学

生
が

芳
し

く
な

い
結

果
と

な
っ

て
い

る
た

め
，

振
り

返
り

へ
の

意
識

向
上

策
を

検
討

し
た

い
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
学

修
（

体
験

）
を

振
り

返
る

こ
と

の
重

要
性

を
理

解
し

た
」

と
回

答
し

た
学

生
は

全
体

の
8
3
%
に

達
し

，
振

り
返

り
の

重
要

性
の

理
解

が
進

ん
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

7
6
%
の

学
生

が
，

S
I
H
道

場
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

満
足

で
き

た
と

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
重

要
性

を
理

解
し

た
と

い
う

学
生

も
8
1
%
に

達
し

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

に
お

い
て

，
時

間
が

少
な

い
，

増
や

し
て

ほ
し

い
と

い
う

記
述

が
見

ら
れ

た
の

で
，

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
余

裕
を

持
た

せ
た

い
。

余
裕

の
あ

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

検
討

す
る

。

理
工
学
部
　理

工
学
科
　情

報
光
シ
ステ
ム
コー
ス

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

7
3
%
の

学
生

が
，

S
I
H
道

場
の

早
期

体
験

は
専

門
科

目
の

学
習

に
役

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
，

8
4
%
の

学
生

が
専

門
分

野
へ

の
興

味
関

心
が

高
ま

っ
た

と
回

答
し

て
お

り
，

一
定

の
効

果
は

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
理
工
学
部
理
工
学
科
応
用
理
数
コー
ス

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

自
分

の
専

門
分

野
に

お
け

る
先

端
研

究
（

現
場

）
を

体
験

し
、

大
学

に
お

け
る

学
習

と
関

連
さ

せ
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

体
験

学
習

の
報

告
会

で
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

教
員

が
評

価
す

る
。

研
究

室
訪

問
す

る
以

前

に
、

そ
の

分
野

に
つ

い

て
調

べ
て

み
る

。

応
用
理
数
コ
ー
ス
教
員
の

研
究
室
を
訪
問
す
る
際
の

手
順
や
マ
ナ
ー
等
の
指

導
を
行
う
。

学
ん
だ
こ
と
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
記
入
す
る
。
教
員
は

コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

文
章

力
論
理
的
文
章
を
作
成
す
る
際

に
注
意
す
る
べ
き
こ
と
を
一
つ

以
上
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

研
究

室
訪

問
で

得
た

知
識

等
を

ま
と

め
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
さ

せ
、

教
員

が
評

価
す

る
。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ

「
文

章
力

」
の

４
つ

の

動
画

を
視

聴
す

る
。

論
理

的
な

文
章

の
書

き

方
に

関
す

る
指

導
を

行

う
。

学
ん
だ
こ
と
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
記
入
す
る
。
教
員
は

コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
手

法
・

ツ
ー

ル
等

を
一

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

報
告
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
教
員
が
評
価
す
る
。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ

ン
力

」
の

３
つ

の
動

画

を
視

聴
す

る
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
あ

た
っ

て
の

注
意

点
を

指
導

す
る

。

学
ん
だ
こ
と
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
記
入
す
る
。
教
員
は

コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

協
働

力
他
者
と
協
働
し
て
一
つ
の
課
題

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

報
告

会
の

た
め

の
資

料
作

成
お

よ
び

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
通

し
て

グ
ル

ー
プ

活
動

に
つ

い
て

教
員

が
評

価
す

る
。

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン

テ
ン

ツ
「

協
働

力
」

の

３
つ

の
動

画
を

視
聴

す

る
。

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い

を
行

う
際

の
注

意
点

を

指
導

す
る

。

学
ん
だ
こ
と
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
記
入
す
る
。
教
員
は

コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

す
る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

１４．理工学部理工学科応用理数コース

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②

73



  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

14.理工学部理工学科応用理数コース
　　
　　
　理

工
　学

部
　　
　　
　　
理
工
　学

科
　　
　応

用
理
数
　コ
ー
ス

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
も

見
ら

れ
る

よ
う

に
、

研
究

室
訪

問
で

専
門

分
野

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

大
学

に
お

け
る

学
習

に
対

す
る

意
欲

が
増

し
た

と
思

わ
れ

る
。

自
分

の
興

味
あ

る
分

野
だ

け
で

な
く

、
ま

っ
た

く
知

ら
な

い
分

野
の

研
究

室
に

行
く

こ
と

で
、

視
野

が
広

が
っ

た
と

感
じ

た
学

生
も

多
く

い
た

。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

時
間

配
分

の
検

討
を

行
い

、
振

り
返

り
の

時
間

を
充

分
に

確
保

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
用

紙
な

ど
に

よ
る

振
り

返
り

は
頻

繁
に

行
っ

た
が

、
話

し
合

い
を

す
る

機
会

は
少

な
か

っ
た

（
設

定
は

し
た

が
時

間
が

足
り

な
か

っ
た

）
。

学
生

同
士

で
話

し
合

う
機

会
を

増
や

す
こ

と
が

で
き

た
ら

と
思

う
。

振
り

返
り

の
大

切
さ

を
あ

る
程

度
理

解
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

研
究

室
訪

問
を

題
材

に
し

て
・

協
働

力
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

・
文

章
力

の
重

要
さ

を
身

を
も

っ
て

知
る

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

大
学

で
身

に
付

け
て

行
く

べ
き

こ
と

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

多
く

の
教

員
の

協
力

を
得

て
、

概
ね

良
好

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

改
善

し
た

ら
よ

い
と

思
う

点
は

、
上

記
に

挙
げ

た
通

り
で

あ
る

。

内
容

と
し

て
は

現
在

の
も

の
で

十
分

と
思

わ
れ

る
。

施
設

の
問

題
や

限
ら

れ
た

時
間

で
行

う
必

要
が

あ
る

な
ど

の
制

約
が

多
く

、
対

応
が

難
し

い
も

の
も

あ
る

が
、

上
記

の
内

容
を

検
討

し
て

い
く

。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

訪
問

先
を

考
え

る
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
の

効
果

に
疑

問
が

あ
る

。
何

か
他

に
良

い
方

法
が

あ
れ

ば
変

更
し

た
い

。
研

究
室

訪
問

の
時

間
を

「
２

０
分

／
研

究
室

」
と

し
て

設
定

し
た

が
、

時
間

が
足

り
な

い
と

感
じ

た
学

生
が

多
く

い
た

の
で

、
訪

問
す

る
研

究
室

の
数

と
の

バ
ラ

ン
ス

を
考

え
な

が
ら

、
時

間
の

見
直

し
も

行
い

た
い

。

現
行

で
は

、
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
を

行
う

し
か

な
い

が
、

何
か

良
い

方
法

を
見

つ
け

、
よ

り
効

果
的

な
話

し
合

い
が

で
き

る
よ

う
に

し
た

い
。

時
間

設
定

に
関

し
て

は
、

対
応

し
て

く
だ

さ
る

教
員

の
負

担
の

こ
と

も
考

え
な

が
ら

検
討

し
て

い
き

た
い

。

授
業

の
振

り
返

り
や

研
究

室
訪

問
ご

と
の

振
り

返
り

な
ど

、
文

章
を

書
く

機
会

を
多

く
設

定
し

た
こ

と
で

、
じ

っ
く

り
と

文
章

を
考

え
る

力
が

付
い

た
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
、

研
究

室
訪

問
依

頼
の

際
に

、
メ

ー
ル

で
各

教
員

に
問

い
合

わ
せ

る
よ

う
に

指
導

を
行

う
こ

と
で

、
正

し
い

書
き

方
な

ど
に

つ
い

て
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

た
と

思
わ

れ
る

。

提
出

さ
れ

た
文

章
の

多
く

に
対

し
て

チ
ェ

ッ
ク

作
業

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
よ

り
高

い
学

習
成

果
が

得
ら

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

す
べ

て
の

文
章

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
は

負
担

的
に

難
し

い
と

思
わ

れ
る

が
、

研
究

室
訪

問
の

振
り

返
り

シ
ー

ト
な

ど
複

数
提

出
す

る
も

の
は

、
最

初
の

も
の

だ
け

で
も

チ
ェ

ッ
ク

を
行

う
な

ど
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

機
会

を
増

や
す

こ
と

を
検

討
し

た
い

。

他
者

に
自

分
の

考
え

を
伝

え
る

こ
と

の
大

切
さ

と
難

し
さ

を
感

じ
取

り
、

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
と

き
の

注
意

点
に

つ
い

て
十

分
な

理
解

が
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

準
備

の
時

間
が

短
か

っ
た

こ
と

。
一

度
に

複
数

の
プ

レ
ゼ

ン
を

行
っ

た
の

で
、

声
が

入
り

交
じ

り
、

聞
き

取
り

に
く

い
状

況
で

あ
っ

た
。

Ａ
４

用
紙

２
枚

に
よ

る
プ

レ
ゼ

ン
で

、
資

料
が

小
さ

く
見

え
に

く
い

状
況

で
あ

っ
た

。
な

ど
の

意
見

が
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

に
多

く
寄

せ
ら

れ
て

い
た

。

準
備

時
間

に
関

し
て

は
、

日
程

調
整

な
ど

で
十

分
に

対
応

可
能

と
思

わ
れ

る
の

で
、

検
討

を
し

て
い

く
。

他
の

改
善

し
た

い
点

は
、

以
前

か
ら

上
が

っ
て

い
る

問
題

で
あ

り
、

現
状

で
は

対
応

が
難

し
い

と
思

わ
れ

る
が

、
今

後
も

検
討

し
て

い
く

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

興
味

や
考

え
が

異
な

る
学

生
同

士
で

協
働

し
な

が
ら

研
究

室
訪

問
を

行
っ

た
り

し
た

こ
と

で
、

協
働

作
業

の
重

要
さ

を
知

り
、

ま
た

多
く

の
新

し
い

興
味

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
と

思
わ

れ
る

。

概
ね

良
好

で
あ

り
、

特
に

は
な

い
。

特
に

な
し

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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  平
成

3
0
年

度
　
S
IH
道

場
必

須
項

目
設

計
表

（
概

要
の

み
）

生
物
資
源
産
業
学
部

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り
返

り

①
体

験
学

習

自
身
の
専
門
分
野
に
関
連
し
た
社

会
現
場
と
大
学
に
お
け
る
学
習
に
つ

い
て
、
関
連
さ
せ
て
説
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

作
成
レ
ポ
ー
ト
の
提
出

学
外
研
修
で
体
験
し
た
社

会
現
場
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
主
的

に
調
べ
る
。

１
．
学
外
研
修
→
研
修
し
た
内
容
に
つ
い

て
調
査
し
、
レ
ポ
ー
ト
と
し
て
文
章
に
ま
と

め
る
。

２
．
学
外
研
修
→
研
修
し
た
内
容
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
K
J
法
ワ
ー
ク
を

行
う
。

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

S
IH
道
場
の
授
業
枠

内
で
実
施

文
章

力

論
理
的
文
章
の
作
成
・
レ
ポ
ー
ト
の

作
成
に
お
い
て
、
注
意
す
べ
き
点
に

つ
い
て
1
つ
以
上
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

提
出
物
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
表
を
用
い
る

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
「
レ

ポ
ー
ト
の
書
き
方
入
門
」
の

視
聴

体
験
学
習
１
の
内
容
に
対
し
て
作
成
し
た

レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
ピ
ア
評
価
、
ポ
イ
ン
ト
確
認
、
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

S
IH
道
場
の
授
業
枠

内
で
実
施

プ
レ
ゼ
ン
力

効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
た
め
の
基
本
的
な
手
法
・
ツ
ー
ル

等
を
1
つ
以
上
説
明
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
を
用
い

る

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
「
効

果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
仕
方
」
の
視
聴

体
験
学
習
２
の
内
容
に
対
し
て
作
成
し
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
用
い
た
ピ
ア
評
価
、
ポ
イ
ン
ト
確

認
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

S
IH
道
場
の
授
業
枠

内
で
実
施

協
働

力
他
者
と
協
同
し
て
1
つ
の
課
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
を
用
い

る

反
転
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
「
ア

イ
デ
ア
の
発
想
・
収
束
（
K
J

法
）
」
の
視
聴

体
験
学
習
２
の
内
容
に
対
し
て
K
J
法

ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い

た
ピ
ア
評
価
を
行
う
。

学
ん
だ
こ
と
を
e
-
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に

記
入
。
教
員
は
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

S
IH
道
場
の
授
業
枠

内
で
実
施

学
生
が
授
業
を
通
し
て
何
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的

に
明
記
す
る
。
明
記
の
仕
方
と
し
て

「
○
○
で
き
る
」
と
表
現
す
る
と
良

い
。

反
転
授
業
の
形
式
で
設
計

し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
用
す
る

こ
と
を
推
奨
す
る
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
で
実
施

す
る
。

e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用
し
、
学
生
と

教
員
間
の
コ
メ
ン
ト
の
や
り
取
り
を
行

う
。

「
①
体
験
学
習
」
の
よ

う
に
既
存
の
授
業
で

置
き
換
え
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

15.生物資源産業学部

注
意
点

評
価

方
法

・
基

準
授

業
実

施
枠

②

内
容

到
達

目
標
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  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

15.生物資源産業学部
　　
　　
　　
　　
生
物
資
源
産
業
学
部
　　
　　
　　
　　

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

前
年

学
外

研
修

を
行

っ
た

企
業

の
都

合
が

つ
か

ず
、

H
3
0
年

度
は

、
新

入
生

の
生

物
資

源
資

源
各

コ
ー

ス
と

の
結

び
付

き
を

意
識

で
き

る
見

学
先

と
し

て
、

農
薬

及
び

農
業

資
材

メ
ー

カ
ー

お
よ

び
徳

島
県

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

を
新

規
の

学
外

研
修

先
と

し
た

。
早

期
体

験
（

学
外

研
修

）
を

S
I
H
道

場
の

主
軸

と
し

て
据

え
、

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

に
お

け
る

３
つ

の
要

素
を

早
期

体
験

に
関

連
づ

け
て

実
施

し
、

そ
の

振
り

返
り

を
行

っ
た

。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

昨
年

度
も

評
価

に
述

べ
ら

れ
て

い
た

が
、

毎
年

、
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

変
わ

る
た

め
、

「
M
a
h
a
r
a
」

の
使

い
方

を
理

解
が

十
分

で
な

い
と

こ
ろ

が
あ

る
。

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
な

ど
、

な
ん

ら
か

の
サ

ポ
ー

ト
を

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。

振
り

返
り

に
つ

い
て

は
全

て
、

「
M
a
h
a
r
a
」

を
使

用
し

た
。

学
生

教
員

共
に

、
最

初
は

使
用

に
慣

れ
て

い
な

い
こ

と
も

あ
り

、
戸

惑
い

も
見

ら
れ

た
が

、
最

終
レ

ポ
ー

ト
提

出
時

に
は

そ
の

操
作

を
ほ

ぼ
理

解
し

て
い

た
。

情
報

処
理

の
基

礎
学

習
に

も
役

立
っ

た
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
来

年
度

に
は

事
前

に
M
a
h
a
r
a
の

使
用

を
ト

ラ
イ

ア
ル

で
き

る
時

間
が

あ
る

と
よ

り
有

効
で

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

各
課

題
や

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
な

ど
の

や
り

取
り

を
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
「

M
a
h
a
r
a
」

を
用

い
て

行
っ

た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

今
年

度
は

、
学

外
研

修
前

に
事

前
学

習
が

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

さ
れ

て
い

た
た

め
、

学
外

研
修

へ
の

心
構

え
や

新
入

生
の

学
外

研
修

へ
の

事
前

学
習

の
連

絡
な

ど
が

う
ま

く
機

能
し

、
新

入
生

の
意

欲
的

な
学

外
研

修
の

姿
が

見
受

け
ら

れ
た

。
昨

年
度

の
評

価
と

同
じ

く
、

４
と

し
た

。

S
I
H
道

場
後

の
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

総
括

し
て

、
S
I
H

道
場

で
学

ん
だ

ス
キ

ル
が

今
後

の
学

び
に

役
立

つ
と

答
え

た
学

生
が

約
８

割
を

超
え

、
役

立
っ

た
点

の
個

別
意

見
も

数
多

く
出

さ
れ

て
い

た
。

今
年

度
の

取
り

組
み

も
、

成
果

と
し

て
は

概
ね

満
足

で
き

る
。

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
時

に
S
I
H
道

場
が

あ
り

、
全

体
的

に
慌

た
だ

し
い

印
象

が
あ

る
が

、
時

間
配

分
を

考
慮

し
て

進
め

て
い

け
れ

ば
、

学
生

へ
の

効
果

は
十

分
に

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

生
物

資
源

産
業

学
部

の
学

外
研

修
先

選
び

は
学

生
の

今
後

の
学

習
意

欲
に

に
ダ

イ
レ

ク
ト

に
繋

が
る

が
、

一
日

で
見

学
を

回
る

た
め

、
特

に
時

間
配

分
の

配
慮

が
必

要
に

な
る

た
め

、
早

め
の

準
備

（
見

学
先

選
定

）
を

行
う

と
よ

い
と

思
わ

れ
る

。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
っ た
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

専
門

分
野

に
関

連
し

た
社

会
現

場
の

学
外

研
修

（
種

苗
会

社
、

農
薬

-
農

業
資

材
メ

ー
カ

ー
お

よ
び

県
試

験
セ

ン
タ

ー
の

見
学

）
を

通
し

て
、

専
門

分
野

に
お

け
る

興
味

関
心

の
喚

起
、

今
後

の
学

習
・

研
究

に
対

す
る

動
機

づ
け

が
で

き
た

。
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
参

加
学

生
の

９
割

以
上

か
ら

専
門

分
野

の
関

心
が

高
ま

っ
た

と
の

回
答

を
得

た
。

学
外

研
修

は
好

評
で

あ
り

、
今

年
度

は
よ

り
理

解
度

を
深

め
る

た
め

に
、

実
施

前
に

研
修

場
所

に
つ

い
て

の
説

明
を

設
け

た
。

こ
ち

ら
か

ら
の

説
明

だ
け

で
な

く
、

学
生

各
自

が
調

べ
る

意
欲

を
上

げ
る

た
め

、
情

報
と

し
て

会
社

の
H
P
ア

ド
レ

ス
や

資
料

な
ど

を
配

布
す

る
こ

と
が

よ
り

有
効

で
あ

る
と

思
わ

れ
た

。

H
2
9
年

度
と

同
様

に
、

今
年

度
も

S
I
H
道

場
の

終
了

後
に

、
学

外
研

修
を

通
し

て
、

学
び

た
い

と
考

え
て

い
た

こ
と

（
事

前
）

、
実

際
に

現
場

で
学

ん
だ

こ
と

（
事

後
）

、
今

後
の

目
標

な
ど

に
つ

い
て

、
S
I
H
道

場
を

総
括

し
た

課
題

レ
ポ

ー
ト

と
し

て
実

施
し

た
。

S
I
H
道

場
の

終
了

後
、

ま
と

め
と

し
て

「
体

験
学

習
個

人
レ

ポ
ー

ト
」

を
各

人
に

課
し

た
。

学
外

研
修

先
の

事
前

学
習

、
実

際
に

体
験

し
た

様
々

な
内

容
の

現
場

で
の

印
象

、
事

後
に

調
査

し
た

事
柄

を
加

味
し

、
文

章
と

し
て

ま
と

め
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

文
章

作
成

時
に

お
け

る
書

き
方

、
組

み
立

て
方

な
ど

の
基

本
的

な
技

術
な

ど
に

つ
い

て
も

学
修

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

文
章

力
は

、
S
I
H
道

場
実

施
後

に
「

体
験

学
習

個
人

レ
ポ

ー
ト

」
と

し
て

ま
と

め
さ

せ
た

文
書

で
評

価
し

た
。

1
年

生
の

講
義

に
概

論
や

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

な
ど

の
将

来
を

考
え

る
要

素
の

高
い

講
義

が
あ

る
の

で
、

そ
の

よ
う

な
講

義
に

お
い

て
文

章
力

を
更

に
発

展
さ

せ
る

よ
う

な
テ

ー
マ

を
課

し
て

い
く

の
も

良
い

と
思

わ
れ

た
。

H
2
9
年

度
と

同
様

に
3
箇

所
の

学
外

研
修

の
体

験
学

習
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

、
得

た
こ

と
お

よ
び

感
じ

た
こ

と
な

ど
に

つ
い

て
、

各
人

が
壇

上
に

前
に

立
た

せ
て

約
１

、
２

分
間

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

。

学
生

を
３

班
に

分
割

し
、

そ
の

班
内

に
お

い
て

１
名

ず
つ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
し

た
。

聴
衆

を
前

に
自

分
の

意
見

を
明

確
に

述
べ

る
こ

と
、

そ
の

た
め

の
下

準
備

や
予

行
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

ま
た

、
他

者
の

主
張

を
聞

い
て

自
分

の
意

見
と

の
類

似
点

、
相

違
点

を
考

え
プ

レ
ゼ

ン
と

し
て

述
べ

る
こ

と
な

ど
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
基

本
項

目
が

修
得

で
き

た
。

今
年

は
、

機
材

の
ト

ラ
ブ

ル
の

た
め

、
講

義
中

に
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
を

利
用

す
る

時
間

が
十

分
に

取
れ

な
か

っ
た

。
代

わ
り

と
し

て
、

プ
レ

ゼ
ン

手
法

の
基

本
的

な
内

容
を

別
資

料
で

丁
寧

に
説

明
し

た
。

結
果

と
し

て
、

学
生

に
十

分
浸

透
し

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

次
年

度
に

は
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
以

外
の

組
み

合
わ

せ
を

用
い

る
こ

と
で

、
学

生
の

理
解

度
が

よ
り

深
ま

る
か

も
し

れ
な

い
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

H
2
9
年

度
と

同
様

、
K
J
法

を
用

い
て

学
外

研
修

の
体

験
学

習
を

今
後

の
学

び
に

ど
う

活
か

す
の

か
、

ど
う

役
立

て
る

の
か

に
つ

い
て

、
各

班
ご

と
に

グ
ル

ー
プ

討
論

を
行

い
、

ま
と

め
た

意
見

を
集

約
し

て
グ

ル
ー

プ
発

表
を

行
っ

た
。

３
班

に
分

け
た

班
内

に
お

い
て

、
５

〜
６

名
の

グ
ル

ー
プ

を
作

成
し

て
、

グ
ル

ー
プ

討
議

を
行

っ
た

。
K
J
法

で
の

各
人

の
役

割
や

グ
ル

ー
プ

討
議

で
の

活
発

の
や

り
取

り
の

雰
囲

気
作

り
を

事
前

に
掴

ん
で

も
ら

っ
た

た
め

、
開

始
か

ら
活

発
な

討
議

が
見

受
け

ら
れ

た
。

討
論

が
進

む
に

つ
れ

て
自

分
の

意
見

と
他

者
の

意
見

を
組

み
合

わ
せ

る
こ

と
で

新
た

な
ア

イ
デ

ア
が

生
ま

れ
る

こ
と

を
各

人
が

実
感

で
き

た
よ

う
で

あ
る

。
実

際
、

班
に

よ
っ

て
は

予
定

時
間

を
超

過
し

て
白

熱
し

て
い

た
た

め
、

時
間

の
都

合
で

指
導

教
官

が
ま

と
め

に
入

る
よ

う
に

誘
導

す
る

よ
う

な
場

面
も

あ
っ

た
。

今
年

は
、

機
材

の
ト

ラ
ブ

ル
の

た
め

、
講

義
中

に
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
を

利
用

す
る

時
間

が
十

分
に

取
れ

な
か

っ
た

た
め

、
K
J
法

の
基

本
的

な
内

容
を

別
資

料
で

丁
寧

に
説

明
し

た
。

ま
た

K
J
法

で
各

人
が

活
発

な
議

論
を

行
え

る
よ

う
な

雰
囲

気
作

り
を

事
前

に
行

え
る

時
間

が
と

れ
た

こ
と

は
、

結
果

と
し

て
よ

か
っ

た
。

、
学

生
の

十
分

浸
透

し
た

よ
う

で
あ

っ
た

。
学

生
が

最
初

に
K
J
法

が
ど

ん
な

も
の

か
を

理
解

す
る

時
間

を
確

保
す

る
の

は
有

効
で

あ
る

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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 SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）
医
歯
薬
学
研
究
部
医
療
教
育
開
発
セ
ン
ター

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
体

験
学

習

医
療
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
専

門
家
の
講
演
を
聴
講
し
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
自
分

自
身
を
振
り
返
り
、
今
後
の
自

分
の
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
学
部
・
学
科
学
生
と
の
合

同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
つ
い
て
班
毎
に
ル

ブ
ー
リ
ッ
ク
評
価
を
行
い
、

振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
で
個
別

に
評
価
す
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

テ
ー
マ
に
関
連
し

た
資
料
を
閲
覧
す

る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
専
門
家
の
講
演
を

聴
講
す
る
。
他
学
部
・
学
科

学
生
と
合
同
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
、
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作

成
す
る
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
、
振

り
返
り
レ
ポ
ー
ト
に
学
ん
だ
こ
と

を
記
入
す
る
。

・
教
員
は
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
を

評
価
し
、
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

SI
H
道
場
「
チ
ー
ム

医
療
入
門
」
平
成
30

年
9月

28
日
13
:0
0-

17
:0
0

文
章

力
今
後
の
自
分
の
学
習
の
あ
り
方

に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
で
評
価

す
る
。

反
転
授
業
ビ
デ
オ

コ
ン
テ
ン
ツ
「
文

章
力
」
の
動
画
を

視
聴
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
終
了
後

に
今
回
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

自
分
の
意
見
を
振
り
返
り
レ

ポ
ー
ト
と
し
て
ま
と
め
、
提

出
す
る
。

・
教
員
は
振
り
返
り
レ
ポ
ー
ト
を

評
価
し
、
コ
メ
ン
ト
を
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
。

SI
H
道
場
「
チ
ー
ム

医
療
入
門
」
平
成
30

年
9月

28
日
13
:0
0-

17
:0
0

プ
レ

ゼ
ン

力
グ
ル
ー
プ
で
討
議
し
た
結
果
を

他
の
グ
ル
ー
プ
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
。

代
表
者
の
発
表
を
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
評
価
表
を
用
い
て
評

価
す
る
。
（
班
全
体
の
評
価

と
す
る
）
。

反
転
授
業
ビ
デ
オ

コ
ン
テ
ン
ツ
「
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
力
」
の
動
画
を

視
聴

・
３
～
４
班
合
同
で
プ
ロ
ダ

ク
ト
を
も
と
に
各
班
の
発
表

と
討
議
を
行
う
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
作

成
す
る
。

・
教
員
か
ら
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
結
果
を
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

確
認
す
る
。

SI
H
道
場
「
チ
ー
ム

医
療
入
門
」
平
成
30

年
9月

28
日
13
:0
0-

17
:0
0

協
働

力
他
者
と
協
力
し
て
、
テ
ー
マ
に

つ
い
て
討
議
（
意
見
交
換
）

し
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作
成
で
き

る
。

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
を
用

い
て
評
価
す
る
（
班
全
体
の

評
価
と
す
る
）
。

反
転
授
業
ビ
デ
オ

コ
ン
テ
ン
ツ
「
協

働
力
」
の
動
画
や

KJ
法
の
動
画
を
視

聴
す
る
。

・
班
単
位
で
KJ
法
を
用
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
テ
ー
マ
に

つ
い
て
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
作

成
す
る
。

・
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
作

成
す
る
。

・
教
員
か
ら
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評

価
結
果
を
eポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

確
認
す
る
。

SI
H
道
場
「
チ
ー
ム

医
療
入
門
」
平
成
30

年
9月

28
日
13
:0
0-

17
:0
0

１６．医歯薬学研究部医療教育開発センター

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②

83



  SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

　　
　　
　　
　※

学
生
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
、成

果
物
、教

員
の
eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
参
考
に
して
記
述
して
くだ
さい
。

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

16.医療教育開発センター

概
ね

効
果

が
で

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

特
に

無
い

変
更

は
予

定
し

て
い

な
い

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

概
ね

効
果

が
で

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

特
に

無
い

変
更

は
予

定
し

て
い

な
い

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
載

を
確

認
す

る
と

、
基

調
講

演
の

意
義

や
目

的
を

十
分

に
理

解
し

て
い

な
い

学
生

が
い

た
。

基
調

講
演

の
意

義
、

目
的

の
学

生
へ

の
伝

達
方

法
を

改
善

す
る

余
地

が
あ

る
。

基
調

講
演

の
目

的
、

意
義

を
事

前
学

習
の

説
明

に
追

加
す

る
。

ま
た

、
基

調
講

演
前

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
説

明
を

追
加

す
る

。

概
ね

効
果

が
で

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

特
に

無
い

。
変

更
は

予
定

し
て

い
な

い
。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
体
験
学
習
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、平

成
30
年
度

の
授
業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分

で
あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
っ た
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

変
更

は
予

定
し

て
い

な
い

。
特

に
無

い
概

ね
効

果
が

で
て

い
る

と
考

え
て

い
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

概
ね

効
果

が
で

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。

チ
ー

ム
医

療
入

門
は

、
将

来
チ

ー
ム

医
療

を
実

践
す

る
た

め
の

準
備

教
育

の
第

一
段

階
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

る
。

医
・

歯
・

薬
学

部
と

多
彩

な
背

景
の

4
0
0
名

を
越

え
る

学
生

が
参

加
す

る
た

め
、

本
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
意

義
が

全
て

の
学

生
に

十
分

伝
わ

っ
て

お
ら

ず
改

善
の

余
地

が
あ

る
。

本
年

と
同

様
に

医
・

歯
・

薬
学

部
合

同
で

行
う

予
定

で
あ

る
。

中
学

年
、

高
学

年
で

、
よ

り
実

践
的

な
チ

ー
ム

医
療

実
習

が
実

質
化

し
つ

つ
あ

る
こ

と
を

伝
え

、
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
が

、
将

来
の

実
習

と
関

連
し

て
い

る
こ

と
を

よ
り

協
調

し
た

い
。

医
歯
薬
学
研
究
部
医
療
教
育
開
発
セ
ンタ
ー

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

概
ね

効
果

が
で

て
い

る
と

考
え

て
い

る
。
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平成 30年度 SIH道場振り返りシンポジウム実施報告 

1）開催趣旨 

各学部・学科での「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」を振り返り、取組内容およ
び成果と課題を共有し、次年度のプログラム改善に繋げる。 
 

2）実施概要 

日時：平成 30 年 11 月 16 日（金）16:30～19:00（16:00 受付開始） 
場所：常三島キャンパス 総合科学部地域連携プラザ 2階地域連携大ホール（けやきホール） 
参加対象：大学、短大、高等専門学校、高等学校の教職員及び学生 
【平成 30 年度 SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門振り返りシンポジウムポスター】 

 

徳島大学における各学部・学科（コース）でのＳＩＨ道場を振り返り、
成果と課題を共有し、次年度の改善に繋げるためのシンポジウムを開催します。

日 時： 平成30年11月16日（金）16:30-19:00
場 所： 徳島大学 常三島キャンパス

総合科学部地域連携プラザ２階 地域連携大ホール(けやきホール)

対 象： 大学、短期大学、高等専門学校、高等学校の教員及び学生
プログラム：

文部科学省大学教育再生加速プログラム（AP）
テーマⅠ～アクティブ・ラーニング～

高石 喜久 / 理事・副学長（教育担当）
AP実施専門委員会 委員長

塩川 奈々美 / 総合教育センター
日下 一也 / 理工学部理工学科（機械科学）
藤野 裕道 / 薬学部薬学科・創製薬科学科
上田 勇仁 / 総合教育センター
各学部・学科（コース）担当者
徳島大学 学生 / SIH道場評価・改善WG
上田 勇仁 / 総合教育センター
桑折 範彦 / 徳島大学名誉教授
川野卓二 / 総合教育センター

AP実施専門委員会 副委員長

16:30-16:35 開会の挨拶

16:35-16:55 平成30年度SIH道場総括
16:55-17:15 授業設計ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰによる

授業実践報告
17:15-17:35 ディスカッション（１）
17:35-18:05 ポスター発表
18:05-18:20 SIH道場受講生からの報告
18:20-18:45 ディスカッション（２）
18:45-18:55 外部評価委員からのコメント
18:55-19:00 閉会の挨拶

【問い合わせ先】
徳島大学学務部教育支援課教育企画室
所在地： 〒770-8501 徳島県徳島市新蔵町2丁目24番地
電 話： 088-656-7679（内線：81-7114）
メール： kykikakuk@tokushima-u.ac.jp

徳島大学 大学教育再生加速プログラムの詳細については大学ウェブページをご覧ください。 http://www.tokushima-u.ac.jp/campus/education/acceleration.html

【主催】徳島大学 大学教育再生加速プログラム実施専門委員会
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3）開催報告 

最初に、高石喜久理事・副学長（大学教育再生加速プログラム実施専門委員会委員長）が
開会の挨拶を行った。次に「平成 30 年度 SIH 道場の総括」として、塩川奈々美特任助教が、
大学教育に対する社会のニーズの変化、SIH道場の目的および平成 30 年度の各プログラム
の取組み概要について紹介すると共に、平成 30 年度の学生アンケート結果について全国の
学生の傾向と比較する形で説明を行った。続いて、「SIH 道場授業設計コーディネーターに
よる実施報告」として、藤野裕道教授（薬学部）と日下一也講師（理工学部（機械科学））
が報告を行い（詳細については、資料の報告スライドを参照）、その後「ディスカッション
(1)」には塩川奈々美特任助教、藤野裕道教授、日下一哉講師が登壇し、上田勇仁助教の司
会のもと、初年次の学生に求められる汎用的能力の在り方や、SIH道場の今後の大学教育の
中での位置付けについてディスカッションを展開した。 
また、「ポスター発表」として、各 15 プログラムの担当者と医療教育開発センターの担当

者がそれぞれの SIH道場の取組について報告を行い、参加者の質問に答えた。 
「SIH道場受講生からの報告」においては、SIH 道場評価・改善ワーキンググループの学

生委員の 22 名がステージ前に立ち、「役立った点」と「改善点」を指摘する形で全学部学科
の学生委員が意見を述べた。 

SIH 道場が役に立った点としては、以下が挙げられた。 
 担当教員の研究内容の体験が今後の学習内容を先取りすることができた。 
 研究室訪問や機械設備に触れることは、学ぶ内容を実感する事ができた。 
 教員によるレポートの書き方、添削、フィードバックがあった。 
 動画視聴後のクイズは面白く、知識確認の上でも役に立った。また動画の視聴内容

に関するレポートがあっても良かった。 
 ジグゾー法により全員発表する機会が持てた。 

SIH 道場の改善点としては、以下が挙げられた。 
 SIH 道場が 1 週間で完了するため、事前・事後の間が短かった。 
 ビデオ教材でプレゼンの方法を学習し、グループ全員が発表したが、発表方法やそ

の内容に関する教員からのフィードバックがほしかった。 
 SIH 道場は入学式時期の 4 月初めに 2 回だけの実施だった。もう少し時間をかけて

ほしい。 
 研究室の訪問は学生番号で振り分けずにある程度希望をとってほしい。 
 入学前に SIH 道場が実施されたため、c アカウントの入手が間に合わず、ビデオ

教材の活用など、一部取組に支障が出た。 
 
「ディスカッション(2)」には、総合教育センター教育改革推進部門の上田勇仁助教が司

会を務め、パネリストとして、教養教育院より宮崎隆義教養教育院長（大学教育再生加速プ
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ログラム実施専門委員会副委員長）、授業設計コーディネーターより藤野裕道教授、総合教
育センターより塩川奈々美特任助教、SIH道場評価・改善ワーキンググループ学生委員より
代表者として本学学生の前川恭平君、出羽暉君、増田花鈴さんが登壇し、ディスカッション
および質疑応答を行った。 
 
本シンポジウムには、学内教職員、学生および外部評価委員の 94 名が参加し、今年度の

SIH 道場の課題を踏まえ、次年度に向けた改善点を考えるための機会となった。 
 

4）ディスカッションのまとめ 

ディスカッションは、シンポジウムで共有されてきた SIH 道場の実施報告やアンケート
結果、学生からの意見などを踏まえて、さまざまな立場の参加者間で議論を行い、次年度以
降のプログラム改善に繋げることが目的である。登壇者は、教養教育院より宮崎隆義教養教
育院長（大学教育再生加速プログラム実施専門委員会副委員長）、授業設計コーディネータ
ーより薬学部藤野裕道先生、各プログラムの実施支援の立場より総合教育センター教育改
革推進部門の塩川奈々美特任助教、受講者の立場より医学部保健学科（検査技術科学専攻）
の前川恭平君、理工学部理工学科（情報光システムコース）の出羽暉君、増田花鈴さんの 6
名であり、司会は総合教育センター教育改革推進部門の上田助教が務めた。 
「ディスカッション(2)」では、フロアからの質問を受ける形で議論が展開され、主に 4

つのテーマが議題となった。 
まず、SIH 道場の運営側に向けた議題として、「SIH 道場やアクティブ・ラーニングで何

を身に付けようとしているのか。」「SIH 道場の中で新たな学修方法として様々な教材が提
供されているが、教員の活用率や、学生の反応はどういう状況なのか。」などの質問が上が
った。学内教員によって寄せられた「SIH道場やアクティブ・ラーニングで何を身に付けよ
うとしているのか。」という質問については、「SIH道場で専門性を高めることが難しい」と
いう意見も述べられており、これに対して塩川特任助教により「SIH 道場は、学生たちが今
後学修する上で必要となる学修方法、態度など、そういった“素地”を養う機会と考えるべき」
という回答が得られた。さらに上田助教によって「主体的な学びをどう身に付けさせるか、
育成するか、という評価は現時点で難しい。一単位必修の SIH 道場内で行われることにこ
だわらず、カリキュラム、他科目との連動を視野に議論されるべき」であるとの見解が示さ
れた。また、学内教員からの「SIH道場の中で新たな学修方法として様々な教材が提供され
ているが、教員の活用率や、学生の反応はどういう状況なのか。」という質問については、
学生たちの感想が求められた。登壇学生三名からは、使用感について利便性を認める一方で、
複数のシステムが存在することに戸惑いを示し、シンプルな形に統一してほしいとする意
見が述べられた。また塩川特任助教によって ICT を活用する教育者らの感想も情報提供さ
れ、ICTの普及率は高くはないものの、利用者からの評価の高さや徐々に浸透している実情
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があることが共有された。 
次に、登壇した学生たちに向けて「SIH道場を終えて、大学入学後半年間で、大学での学

修にどのような目標を持ったのか。」「企業が求める人材に必要な能力として「コミュニケー
ション能力」が最も高い支持を得ていたが、学生たちが思い描くコミュニケーション能力と
は何か。SIH 道場でそれは身についたのか。」という質問がなされた。 
まず一つ目の「SIH 道場を終えて、大学入学後半年間で、大学での学修にどのような目標

を持ったのか。」という質問について、理工学部（情報光）の増田さんは「人のために何か
を作り出す仕事がしたいと思い、理系の道に進んだ。大学では自由な選択ができることを活
かし、自分の成長を目指した勉強を続けている。」と答えた。同じく理工学部（情報光）の
出葉君は「大学での教育を受けて、プログラミングや数学に興味が湧いた。カリキュラム上、
『勉強しなければならない科目』も多いが、基本的には自分の興味関心に基づく学びに取り
組んでいる。」とした。さらに医学部保健学科（検査）の前川君は、高校時代から研究に興
味があったと言い、「所属（医学部保健学科（検査））の性質上、学ぶ目的は何かと問われれ
ば『国家試験に合格するため』と言わざるを得ないが、それまでの勉強の中でしょうらいて
きな研究テーマを見つけていきたいと考えて学んでいる。」と述べた。 
二つ目の「企業が求める人材に必要な能力として「コミュニケーション能力」が最も高い

支持を得ていたが、学生たちが思い描くコミュニケーション能力とは何か。SIH 道場でそれ
は身についたのか。」という質問については、登壇学生三名の間で「仕事を円滑に行うため
に自分の考えを適切に伝えられる能力」という点で共通していた。これらの考えに対し、質
問者は「そのコミュニケーション能力育成について、SIH道場で達成できたのか」と投げか
け、理工学部（情報光）の増田さんは「大学に入るまで（コミュニケーションは）苦手な部
類だったが、それがある程度改善したという意味では達成することができたと考える。」と
回答した。ただし、これは増田さん個人が改善に向けた目的意識を持っていたためであると
して「受講生全員がこの目的を達成できたとは思わない」と補足した。 
これらの議論の内容を受けて、宮崎教養教育院長によって「教養教育院で SIH 道場に期

待すること、初年次教育を担う教養教育院が今後展開していくこと」に関する意見が述べら
た。まず、「教養教育」という考え方は、「大学での初年次にとどまらず生涯かけて行うもの
である」と言い、学生はその学びへのモチベーションを維持するために「各学部学科のカリ
キュラムについて、カリキュラムマップやナンバリングなどを活用しながら、自分の目標と
するところにどのように歩んでいくかを考える必要がある」と指摘した。さらに、大学卒業
後の受け皿である企業が、新入社員について「語学・教養・専門を身に付けるべき」と考え
ていることに触れ、「専門性を身に付けることは前提であるが、その力を支え、発展させて
いくための支えとなるのが教養であり、語学である」とし、学生たちに「知らないことを知
る学びに力を入れて主体的に取り組んでもらいたい」と思いを述べた。その上で、教育現場
では、近年、アクティブ・ラーニングを意識した授業が実施されており、「教員側からの知
識伝達にも様々な工夫がなされるようになってきた」とされ、「この状況に学生による主体
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的な学びが加われば効果的なアクティブ・ラーニングが展開されるだろう」とまとめられた。 
今後の SIH 道場を運用していく上で、学生たちの学びが一単位の枠組みに収まらなけれ

ばならないということではなく、他科目へ繋がり、その学び・学ぶ姿勢が将来的な学修の深
化へと続くよう、全学的な連携を図る必要性が示唆された形である。継続的かつ発展可能な
SIH 道場の運用を目指し、教員、学生双方との議論を重ねていく必要があるだろう。 

 

5）平成 30年度 SIH道場振り返りシンポジウム 参加者アンケート集計結果 

開催日時：平成 30 年 11月 16 日（金）16:30～19:00 
参加者数：94 名（うち運営スタッフ 10 名） 
アンケート回答者数：69 名（回収率：73.4%） 
問 1. 回答者の所属について 

 
問 2. 振り返りシンポジウムについて 

  

1.教員（SIH道場

担当者）, 15%

2.教員（AP委員）, 
17%

3.教員（1-2以外）, 
7%4.職員, 10%

5.学生, 
7%

6.AP外部評価委員,
22%

7.その他, 22%
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1

1

1
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.進歩御ジウムは全体的に満足できるもので

あった

4.シンポジウムへの参加によって、学生の感

想・成果が理解できた

3.シンポジウムへの参加によって、他の教育プ

ログラムの取組や成果が理解できた

2.シンポジウムへの参加によって、所属の教

育プログラムの成果や課題が理解できた

1.シンポジウムへの参加によって、SIH道場全

体の取組への理解が深まった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる

2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 3. 振り返りシンポジウムに参加した感想 

 
 
問 4. 参加してよかった点，今後の改善点（自由記述） 
 他コースで何をしているのかを詳しく知れて良かった。 
 他の学部について知れてよかった 
 SIH 道場を主導した担当者に対し、受付で「飛び入りですか？」って声は、失礼極まり

ない。礼を尽くして召待せよ。 
 前に並んで感想を述べていた学生の中に、総科の学生がいないので残念だった。 
 なるべく多くの学生が参加できる日時にしていただきたいと思いました。 
 前で立って学生が発表したのですが、改善点やリクエストが 1 つしか言えなかったこ

とが少し残念でした。担当の先生へは伝えたので良いのかもしれませんが制限をかけ
なくても良かったのでは、と思いました。 

 文章力のトレーニングをどう行っていくのかが最大の課題とわかりました。 
 受講生の意見が聞けた事がよかった。 
 他学部がどんなことをしているのかを知ることができ、来年の 1 年生のために改善点

を自分の口から発言できたこと。時間をもっと短くした方が学生も参加しやすいと思
った。 

 シンポジウムそのものはほかの学部の SIH のやっていることなどを知ることができた
ので、大変よかったと思います。正直なところ、SIH 道場の本当の目的というのは曖昧
だったのですが、今更ながらはっきりと理解できたので、よかったと思います。 

 所属のコースの SIH 道場の内容に全く満足できていない。他の学部・学科・コースで
学生が体験できている内容が自コースのプログラムに組み込まれていないのは、どの
ような経緯でプログラムの完成に至ったのかを知る機会があると良いと感じた。 

 教員の苦労や他学部との違いを知ることができた。 
 自分の学部の SIH 道場のねらいだけでなく、大学側のねらいが分かった。大学側の意
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1.所属で実施されているSIH道場の成果や課

題を振り返ることができた

2.学生（あるいは教員）の視点でSIH道場の成

果や課題を考えることができた

3.他の学科等で実施されている取組を参考に

して今後の改善を図っていきたい

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる

2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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図が詳しく聞けてよかった。 
 他学科の取組等がよくわかった。また代表学生による意見により学生目線での受取り

方がよく理解できた。 
 学生からの感想から自分たちの計画した授業に対して具体的な良かったことや改善し

た方が良い点が見い出せたことが参加の利点である。 
 教員への負担を軽減できる具体的方策がもっとききたかった。 
 他コースの仕組みがよく分かった。考えさせられた。 
 学生の意見が興味深かった。学生の思いは分かったが、一方で「サービスを受ける側」

という意識がかなり強い印象を受けた。（良い悪いではなく。） 
 アクティブ・ラーニングというと、教育の対応が学生をほめる方向に片より過ぎている

のではないか？教員と学生がディベートするようなものが良いかもしれない。 
 他学部における取り組み方や運営方法がよく理解できました。学外研修の評判は良か

ったのですが、事前学習の時間があまり取れなかったので、動機づくりの機会をしっか
りと持ちたいと思いました。 

 他学部の実施状況、学生の口からの感想がきけることができてよかった。 
 ポスター発表は昨年の方が分かりやすかった。 
 学生の考えや意見が分かり、今回のシンポジウムに参加して良かったと思います。 
 SIH 道場の取り組み、振り返り、大変勉強になりました。有難うございました。 
 ポスターセッションの発表ですが、学生も発表者に加えられてみては？ 
 席が少し狭いように感じました。すみません。 
 各学部の事情に合わせた設計となっていますが、どれぐらい幅があるのか（学部学科に

よって）教えていただきたいと思います。本学の全学共通科目の参考にさせていただき
たいと思います。 

 お招きいただき有難うございました。学生さんを含め率直なご意見を数多くうかがう
ことができ、大変参考になりました。 

 シンポジウムの進行方法が良かったと思います。 
 SIH 道場のときのみ、という感じが強くあるように思った。学部学科によって取り組め

ないかもしれないが通年で行えるようなプログラムも考えていくべきだと思う。また、
次年度には今年度の経験者がいるので、どう役立っているか話す機会をもってはどう
か。 

 アンケートは学外用には別に作った方が良かったのでは。 
 パネル発表の際、偶数の時パネルの前に立っていたが説明してくれる人が来なかった。

ひょっとすると女子学生とずっと喋っていた方がパネリストだったのかもしれないが、
聴衆にむけた説明をしてくれることは終になく、目を見てもにらまれただけだったの
で、奇数のパネルを見て回ることになった。役割をきちんと周知しておいた方がよいと
思います。 
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 ポスター発表者がいなかったり、だれか分からない。 
 ポスターがまとめ「すぎた」表だったので具体的な内容が分からなかった。口頭発表の

ように写真や具体的な日付、日程、内容のレポートを示してほしいです。 
 本学でのシンポジウムの開催に向け、参考になった。 
 徳島大学の取組が分かって良かったです。 
 実施関係者が集まることは重要だと思われる。ポスターの時間はもっと長くても良い

と思われます。 
 普通では聞けない先生方の意見が聞けた点。我々が SIH 道場で学んだことの裏側で，

何をして何を改善しなければいけないのかを直接聞けた。 
 貴学の AP 内容を実状含めてお聞きでき，ありがたかったです。 
 他学部の先生方が，真面目に取り組んでいることがよく理解できた。 
 放射の学生さんが欠席したため，改善するために必要な学生の生の声が聞けなかった

のが残念です。 
 アクティブ・ラーニングについて触れられることが少なく残念であった。 
 ポスターの字が小さいのでもう少し大きく見やすくしていただければ。 
 「満足だった」ことが「成果があった」ということで議論が進んでいる点が気になった。 
 他大学の内容を理解できた。効果の評価ではないでしょうか。 
 大学での取り組みが知れた点が良かった 
 アクティブ・ラーニングそのものをテーマに含めては良いのでは？「SIH振り返り」＋

「そもそものアクティブ・ラーニング」 
 自分の専攻の先生から直接話を聞いてみて、自分が疑問に思っていたこと、問題だと思

っていたことを先生も感じていていらっしゃったということが分かってよかったと思
います。来年以降に改善されればと思います。 

 意見をあらかじめ纏めればもっとしっかり述べられたと感じました。 
 
 
問 5. 所属の SIH 道場を体験しての感想及び意見（自由記述） 
 研究室訪問で学生の先輩から話を聞きたい。 
 入学して初期に自分たちが何を学んでいくのかや、学ばなければいけないことについ

て知れる機会だったのでとても役に立つ取り組みだと思った。 
 授業の関係で遅れてすみませんでした。参加したかいがありました。 
 反転授業や Mahara を普及するには ICT のサポートが必要（個人的にも相談できるワ

ンストップ窓口の設置） 
 薬学部としては、他の蔵本の学部に比べ「体験」というものよりも「講演」が多かった

ので、もっと研究室の研究内容などをさわりの部分だけでもやってみる時間を取って
もよいのかなと思いました。 
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 安井先生とはお話しさせて頂きましたが、SIH 道場は本当に楽しかったです。そして、
看護師さん方からの話は今とても役に立っていると思います。単位も必要なものが変
わりますし、1 年の内から助産師に関わるイベント？に参加できるなどもあるので、4
月のうちに漠然と未来を考えられることは本当に良かったです。また、国際に目を向け
ている生徒も出てきているので SIH に導入しても良いのではと考えています。国際看
護は選択科目でしたので…。他にも多くお話しさせて頂きましたが全体を通し本当に
今の勉強に役立っていると感じている方が多いと感じています。次の 1 年生にも同じ
ように感じて欲しいので改善やリクエストの御検討よろしくお願いします。乱文で失
礼致しました。 

 SIH 道場が目的としていることがはっきりと認識できていない人が多かったのではな
いかと感じた。SIH 道場を実施していく教員の方々の理解を全体に広めることにもう
少し尽力頂ければと感じた。長期的にプログラムを実施してほしいと感じた。（例：前
期と後期の初めまでとして、前期には週 2 回等くり返す期間を短めに設定し、だんだ
ん期間をあけて後期の最初に確認の 1 回を行う形で終了できると、成長に合わせて”つ
き離す”ことも可能ではないかと考える。 

 今後もぜひ続けていただきたい。 
 シンポジウムに参加できてよかったです。 
 1 年時だけで終わるので単発的な要素となってしまう。2 年時 3年時も何らかの形で意

識づけするような仕組みを学科内に構築していく必要がある思いました。 
 消極的な教員へのアプローチ（アクティブ・ラーニング参加、SIH 道場への積極的参加）

を行う仕かけを実施委員会には検討していただきたい。 
 教員全体でとりくむのに 1 年ごとにかわるのは逆に途中でとぎれることにもなり逆効

果であるように感じました。 
 やはりインセンティブの設置を考えて頂きたい。私は科研で教育プロジェクトを行っ

て、先生方に研究室体験の実施をお願いしています。その際、先生方にはいくらかの予
算を使っていただいています。 

 「SIH道場」は大変に良い取り組みだと思います。ただこれを次の段階へつなげる方策
が何かあれば（例えば、高学年で学習能力を高める専門的講義の導入など）と思いまし
た。 

 最終的な独り立ちをどうやってやるかは永遠のテーマですかね。つきはなす時が問題
ですね。 

 色々と勉強になったと思います。 
 SIH 道場の取組と、教育課程、単位、時間数との関係について理解が出来ておりません。 
 協働の考え方が参考になった。 
 やはり「レポートの書き方」を大学で全く習っていないので，大学生の命ともいえる「レ

ポートの書き方教室」は絶対になくしてはいけない。 
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 学生は，これまでにない体験ができるので，また，クラス内で友達もできるし，良いプ
ログラムと思います。学生を移動させるための予算，また講師を呼ぶための旅費等サポ
ートしてほしい。 

 放射は，「短期研究室体験」を主な体験内容としていますが，その成果については 3年
後の卒業研究の配属生にこのプログラムが，体験学生にとって，どれだけの価値があっ
たか確認してみたいと思います。 

 アクティブ・ラーニングの一番の目的は能動的に動ける人をつくることだと思うので
すが，先生も生徒も受動的な意見が多かった。アクティブ・ラーニングと体験学習の違
いを分かっていないのではと…。 

 重要な取り組みと思います。 
 カリキュラム全体への反映。 
 大学院のススメ、チーム医療入門など、自分の力になったと思えるプログラムがほとん

どでした。プログラムのより細かい部分が改善されるとより満足のいくものになると
思います。 

 大学生としての意識を学べました。 
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平成30年度

ＳＩＨ道場
～アクティブ・ラーニング入門～

総 括

徳島⼤学総合教育センター
教育改⾰推進部⾨ 特任助教

塩川 奈々美

総括の概要

•初年次教育の在り⽅
•初年次教育の位置づけ
•全国の⼤学における初年次教育の取組状況
•企業の求める⼈材
•初年次教育の在り⽅

•SIH道場の概要
•平成30年度の取組

• SIH道場 受講前・受講後アンケート調査結果
• SIH道場 受講後アンケート調査結果

•今後の取組

初年次教育の在り方

初年次教育の位置付け

• 「初年次教育は，高等学校で身に付けるべき基礎学力
の単なる補習とは一線を画すべきであり，高等学校教
育から大学における学修に移行するに当たって，大学
における本格的な学修への導入，より能動的な学修に
必要な方法の習得等を目的とするものとして捉えるべ
き」 （⾼⼤接続答申(2014)，p.21）

•初年次教育
高等学校から大学への円滑な移行を図り，大学での学

問的・社会的な諸条件を成功させるべく，主として大学新
入生を対象に作られた総合的教育プログラム。高等学校
までに習得しておくべき基礎学力の補完を目的とする補
習教育とは異なり，新入生に最初に提供されることが強く
意識されたもの。（⽂部科学省2017）
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企業の求める人材

「選考にあたって特に重視した点（5つ選択）」（上位10位，前年度比較）
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▼表 「選考にあたって特に重視し
た点」(11位以下)

順位 項⽬
2018年
4⽉

2017年
4⽉

11 専⾨性 13.6 12.1

12 信頼性 12.8 12.8

13 柔軟性 12.7 13.3

14 創造性 12.1 11.5

15
潜在的可能性
(ポテンシャル)

11.6 11

16 ⼀般常識 6.6 5.9

17 語学⼒ 6.6 5.9

18
履修履歴
学業成績

4.2 4.4

19 留学経験 1.1 1.1

20 その他 4 3.5

【引⽤・作図】「2017年度 新卒採⽤に関するアンケート調査結果」⽇本経済団体連合会（経団連）が企業の⼤卒等新卒者の採⽤選考活動を総括することを⽬
的に，1997年度より実施。【調査対象】経団連企業会員1,339社，【回答社数】553社（回答率41.3%），【実施時期】2017年7⽉28⽇〜8⽉31⽇，
【URL】 http://www.keidanren.or.jp/policy/2017/096.pdf

6

【引⽤・作図】「2017年度 新卒採⽤に関するアンケート調査結果」⽇本経済団体連合会（経団連）が企業の⼤卒等新卒者の採⽤選考活動を総括することを⽬
的に，1997年度より実施。【調査対象】経団連企業会員1,339社，【回答社数】553社（回答率41.3%），【実施時期】2017年7⽉28⽇〜8⽉31⽇，
【回答社内訳】製造業42.1％，⾮製造業57.3％，不明0.5％︔従業員数1,000⼈以上71.8％，500⼈以上1,000⼈未満14.1％，500⼈未満12.7％，
不明1.4％【URL】 http://www.keidanren.or.jp/policy/2017/096.pdf

企業の求める人材

上位5項目の需要の高さは安定している。
「コミュニケーション能力」は平成21年度から30％増

7

• 大学における本格的な学修への導入，より能動的な学
修に必要な方法の習得等を目的とするものとして位置
付けられ、大学での学問的・社会的な諸条件を成功さ
せるべく，主として大学新入生を対象に作られた総合
的教育プログラム。

• 新卒採用者に「コミュニケーション能力」「主体性」「チャ
レンジ精神」「協調性」「誠実性」が重視される社会

⇒大卒程度の専門的な知識・技能・能力は前提

企業の人材育成方針に適応できる人物

初年次教育の在り方

これから始まる⼤学での学修に備え、4年後に社会で
求められる⼈材に育つための素地を養う機会

8

SIH道場の概要

97



本事業は，「鉄は熱いうちに打て」（SIH:：Strike while the Iron is Hot）の精神に則り， 「ＳＩＨ道場～アクティブ・ラーニング入門」を初年次に
導入し，反転授業，グループワーク，学修ポートフォリオ，専門領域早期体験等によるリフレクションを基盤としたアクティブ・ラーニングの
体験を通して，学生と教員が共に学び合い，成長することで，アクティブ・ラーニングを学士課程全般に浸透させていく取組である

 アクティブ・ラーニングが形式だけにとど
まり，効果が出ない

 新しい教育方法が分からない
 自らの授業を振り返り，改善を検討する機

会を作れない

① 専門領域早期体験による学修
の動機づけ

② 文章力・プレゼン力・協働力
を早期に獲得

③ 能動的学修力の基礎固め

① 実践を通じアクティブ・ラー
ニングを実質化

② ルーブリック評価，反転授業
等の修得

③ 教育経験を振り返る機会

学修ポートフォリオの活用

波及効果

ティーチング・ポートフォリの活用

波及効果

 初年次学習と目指す専門性との関連付けが
できていない

 大学での学修に不可欠なラーニングスキル
が不十分

 高学年において能動的学修を実践できてい
ない

SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～

Strike while the Iron is Hot. 「鉄は熱いうちに打て」

省察/
改善 専門教育

高年次

ロールモデル

目標・計
画・

学修成果

応用

共有/普及

手法A手法A’

新手法

省察/
改善 全教員が順次担当全学部の1年次学生

学 生 の 課 題 教 員 の 課 題

学生（能動的に学ぶ） 教員（新教育方法を学ぶ）

高度専門職業人の

基礎的能力を備えて卒業
大学全体にアクティブ・
ラーニングが拡大

◆本事業を実施することにより，学生のラーニングスキル，教員の
ティーチングスキルが向上し，学生は能動的に学修し，教員は能動
的に教育改善に取り組むことで，これまでの教育改革で増加した専
門科目におけるアクティブ・ラーニング型授業をより実質化するこ
とができる。

◆事業実施により，学生，教員の双方が実践を通して能動的学修の
スキルを習得し，eポートフォリオの活用や全教員がSIH道場及びその
FD等に関わることで，大学全体にアクティブ・ラーニングを波及さ
せることができる。

専門科目への拡大・学生間の波及効果 他科目への拡大・教員間の波及効果

平成２６年度 「大学教育再生加速プログラム」 選定取組

26年度 28年度
（実測値）

30年度
（目標値）

アクティブ・ラーニングを受講する学
生の割合

100％ 100％ 100％

アクティブ・ラーニングを導入した授
業科目数の割合

47％ 65.2％ 80％

アクティブ・ラーニングを行う専任教
員の割合

52％ 69.7％ 77％

SIH道場の概要
9

総合教育センター
教育改革推進部門

コンテンツ作成WG

大学教育再生加速
プログラム実施専門委員会

授業担当者学生 連携

授業設計
コーディネー

ター

支援・協働

マネジメント

授業
授業設計
実施

授業支援

SIH道場実施に関わる各アクターの関係
10

総合教育センター
教育改革推進部門

コンテンツ作成WG

大学教育再生加速
プログラム実施専門委員会

授業担当者学生 連携

授業設計
コーディネー

ター

支援・協働

マネジメント

授業
授業設計

実施

授業支援

SIH道場実施に関わる各アクターの関係

⽂章⼒

プレゼン⼒協働⼒

早期体験

振り返り

11
SIH道場・事業評価改善体制
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平成30年度の取組

学部 学科 ①体験学習 ③振り返り
⽂章⼒ プレゼン⼒ 協働⼒

総合科学部 総合社会科学科 ⼤塚美術館⾒学
・読書レポートの作成
・体験学習レポートの作
成

・SIH道場（学友コミュニケーション）
・課題発⾒ゼミナールにおいて共同でプレゼン作成・
実施

プロダクトへ教員がコメン
トし、学⽣が振り返りを
⾏う

医学部

医学科 ・診療現場体験
・振り返りWS

振り返りWS終了後にレ
ポート作成

振り返りWSでKJ法を⽤いて班単位でプレゼン・討
議

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

医科栄養学科
先 輩 の 講 演 の 聴 講
（「チーム医療⼊⾨」）

WS時にKJ法で出た意⾒
をまとめる

作成したプロダクトに基
づきプレゼン

班単位でWSを⾏いプロダ
クト作成

学⽣が学んだことを書き、
教員がコメント

保健学科（看護）
「先輩からのメッセージ」
聴講

講義および書かせたもの
のピア評価

「先輩からのメッセー
ジ」でのプレゼンを評価

仕事に対する将来像につ
いてKJ法ワーク

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

保健学科（放射） 先端研究の体験 体験学習のレポート作成 報告会でのプレゼン 短期研究室配属での協働
作業

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

保健学科（検査）
「先輩からのメッセージ」
聴講

レポートを書かせピア評価 「チーム医療⼊⾨」で
のプレゼンのピア評価

「チーム医療⼊⾨」でのKJ
法ワーク

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

⻭学部 ⻭学科
⼝腔保健学科

・「気づきの体験学習」
・「相互⻭磨き学習」

・「アカデミック・ライティング
⼊⾨」聴講
・読書レポート作成

「PBL・TBL⼊⾨」でプ
レゼン

「新⼊⽣研修」でのコンセン
サスゲーム、ワールドカフェ

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

・「⾼齢者交流学習」
でのプレゼン

薬学部 薬学科
創製薬科学科

先輩の講演（「チーム医
療⼊⾨」）

・WS時にKJ法で出た意
⾒をまとめる
・最終レポート作成

作成したプロダクトに基
づきプレゼン

班単位でWSを⾏いプロダ
クト作成

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

理⼯学部

社会基盤デザイン 現場や研究室訪問 体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習でのプレゼン
のピア評価

専⾨分野のトピックでKJ法 学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

機械科学 「機械基礎実習」での技
術体験

「合宿研修」での書き⽅
指導

「合宿研修」で、グループ作業でディベートを準備・実
施

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

応⽤化学システム ・地引網・清掃活動
・調査・実験

教員が設定したテーマで、グループで発表要旨を作成・発表 ルーブリックでの⾃⼰評
価に教員がコメント

電気電⼦システム
・STEM演習（電気電
⼦⼯学演習）
・研究室⾒学

体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習後に5名程度の班ごとに協働してプレゼ
ン・ピア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

情報光システム

〈情報系〉・実験体験・研
究室訪問・配属実習

体験学習のレポート作
成・ピア評価

事前学習(ビデオ視
聴)の後プレゼン・ピア
評価

専⾨分野のトピックでKJ
法・ピア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

〈光系〉・体験配属・感性
教育・もの作り体験・グ
ループ⼯作

体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習でのグループ製作を⾏い、プレゼン・ピア評
価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

応⽤理数 ・研究室訪問 ・体験学習のレポート作
成・ピア評価

反転授業コンテンツのビデオ視聴後、グループワーク、
報告会でのプレゼン

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

⽣物資源産業
学部

応⽤⽣命
⾷料科学

⽣物⽣産システム

社会現場の学外研修 体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習についてのプ
レゼン・ピア評価

体験学習についてKJ法・ピ
ア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

平成30年度 SIH道場の取組 13
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学部 学科 ①体験学習 ③振り返り
⽂章⼒ プレゼン⼒ 協働⼒

総合科学部 総合社会科学科 ⼤塚美術館⾒学
・読書レポートの作成
・体験学習レポートの作
成

・SIH道場（学友コミュニケーション）
・課題発⾒ゼミナールにおいて共同でプレゼン作成・
実施

プロダクトへ教員がコメン
トし、学⽣が振り返りを
⾏う

医学部

医学科 ・診療現場体験
・振り返りWS

振り返りWS終了後にレ
ポート作成

振り返りWSでKJ法を⽤いて班単位でプレゼン・討
議

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

医科栄養学科
先 輩 の 講 演 の 聴 講
（「チーム医療⼊⾨」）

WS時にKJ法で出た意⾒
をまとめる

作成したプロダクトに基
づきプレゼン

班単位でWSを⾏いプロダ
クト作成

学⽣が学んだことを書き、
教員がコメント

保健学科（看護）
「先輩からのメッセージ」
聴講

講義および書かせたもの
のピア評価

「先輩からのメッセー
ジ」でのプレゼンを評価

仕事に対する将来像につ
いてKJ法ワーク

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

保健学科（放射） 先端研究の体験 体験学習のレポート作成 報告会でのプレゼン 短期研究室配属での協働
作業

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

保健学科（検査）
「先輩からのメッセージ」
聴講

レポートを書かせピア評価 「チーム医療⼊⾨」で
のプレゼンのピア評価

「チーム医療⼊⾨」でのKJ
法ワーク

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

⻭学部 ⻭学科
⼝腔保健学科

・「気づきの体験学習」
・「相互⻭磨き学習」

・「アカデミック・ライティング
⼊⾨」聴講
・読書レポート作成

「PBL・TBL⼊⾨」でプ
レゼン

「新⼊⽣研修」でのコンセン
サスゲーム、ワールドカフェ

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

・「⾼齢者交流学習」
でのプレゼン

薬学部 薬学科
創製薬科学科

先輩の講演（「チーム医
療⼊⾨」）

・WS時にKJ法で出た意
⾒をまとめる
・最終レポート作成

作成したプロダクトに基
づきプレゼン

班単位でWSを⾏いプロダ
クト作成

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

理⼯学部

社会基盤デザイン 現場や研究室訪問 体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習でのプレゼン
のピア評価

専⾨分野のトピックでKJ法 学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

機械科学 「機械基礎実習」での技
術体験

「合宿研修」での書き⽅
指導

「合宿研修」で、グループ作業でディベートを準備・実
施

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

応⽤化学システム ・地引網・清掃活動
・調査・実験

教員が設定したテーマで、グループで発表要旨を作成・発表 ルーブリックでの⾃⼰評
価に教員がコメント

電気電⼦システム
・STEM演習（電気電
⼦⼯学演習）
・研究室⾒学

体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習後に5名程度の班ごとに協働してプレゼ
ン・ピア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

情報光システム

〈情報系〉・実験体験・研
究室訪問・配属実習

体験学習のレポート作
成・ピア評価

事前学習(ビデオ視
聴)の後プレゼン・ピア
評価

専⾨分野のトピックでKJ
法・ピア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

〈光系〉・体験配属・感性
教育・もの作り体験・グ
ループ⼯作

体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習でのグループ製作を⾏い、プレゼン・ピア評
価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

応⽤理数 ・研究室訪問 ・体験学習のレポート作
成・ピア評価

反転授業コンテンツのビデオ視聴後、グループワーク、
報告会でのプレゼン

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

⽣物資源産業
学部

応⽤⽣命
⾷料科学

⽣物⽣産システム

社会現場の学外研修 体験学習のレポート作
成・ピア評価

体験学習についてのプ
レゼン・ピア評価

体験学習についてKJ法・ピ
ア評価

学⽣が振り返りを⾏い
教員がコメント

４

４
４
４
５
５
４

５

４

４
４
４
３

４

４

SIH道場 総合評価

1.不⼗分であった
2.やや不⼗分であった
3.ふつう
4.概ね⼗分であった
5.⼗分であった

授業設計コーディネーター
自己評価
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平成30年度 SIH道場の取組

SIH道場 受講前アンケートの導⼊
全国の⼤学⽣（1年⽣〜4年⽣）を対象とした調査との⽐較

• ベネッセ教育総合研究所（2016）「第3回 ⼤学⽣の学習・⽣活実態調査報
告書」の調査項⽬を利⽤

• SIH道場の受講前後における学⽣の意識変化について検証

SIH道場 パフォーマンス科⽬の設置
• 〔外部評価委員〕機会を⼤学側が多くの科⽬で⻑期にわたって提供するべきであ
る。道場の学修が初年次にとどまらず，⾼学年次まで継続するようにプログラムされ
る必要がある。（⻘野透委員⻑総評）

• SIH道場の専⾨科⽬への波及効果の検証するため、2~3年⽣が受講⽣となる科
⽬を「SIH道場パフォーマンス科⽬」として各プログラムに設置
⇒SIH道場で学んだ内容が⾼学年次でどのように活きてくるのか着⽬

 ⼤学IRコンソーシアムの調査
• 全学的な汎⽤的能⼒の修得状況を把握
• 調査期間 ︓ 平成30年11⽉1⽇〜11⽉30⽇（現在実施中）
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

大学では，すでにある学問の知識について，体系的に修得する学びが必要だ

大学では，答えのない問題について，自分なりの解を探求する学びが重要だ

SIH道場 受講前・受講後アンケート調査結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい

学生が自分で調べて発表する演習形式の授業が多いほうがよい

 「答えのない問題について、⾃分なりの解を探求する学びが重要」であると考えつつ、
基礎的な内容を中⼼に従来型の講義形式授業を望む意⾒が多い。

⇒徳島⼤学の新⼊⽣は基礎から着実に学びたい堅実な志向性
＝⼤学教育を経験する起点的段階

0% 20% 40% 60% 80% 100%

応用・発展的内容は少ないが，基礎・基本が中心の授業がよい

基礎・基本は少ないが，応用・発展的内容が中心の授業がよい

大学の授業に対する意識
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

学生は将来やりたいことを決めて、授業を受けるほうが良い

学生は授業を通じて、将来やりたいことをみつける方がよい

SIH道場 受講前・受講後アンケート調査結果

⼤学の授業を通じて将来やりたいことを⾒つけていきたいとする学⽣
が過半数以上

将来的な進路決定についても⼤学の⽀援を期待。
⇒SIH道場受講後、「将来やりたいことを決めて授業を受ける⽅がよい」とする学⽣が
微増。
新⼊⽣の時期の授業や早期体験を⼯夫することによりその後の学修への動機づけ
に繋げることができる。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職については，大学の指導・支援にもとづいて活動する方がよい

就職については，学生の自主性にもとづいて活動するほうがよい

進路選択に対する意識
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SIH道場 受講後アンケート調査結果

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑨能動的学修の重要性を理解した

⑧授業外で学修を行った

⑦学修を振り返ることの重要性を理解した

⑥課題等の評価の基準がわかった

⑤協働する際の留意点を理解した

④効果的なプレゼンテーション方法を理解した

③学術的文章力の基本を理解した

②体験学習で専門分野に対する興味関心が高まった

①目標を理解して学修した

1.まったく当てはまらない 2.どちらかといえば当てはまらない

3.どちらかといえば当てはまる 4.とても当てはまる

SIH道場に満足した学生
(N=838)

SIH道場に不満足だった学生
(N=126)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

SIH道場の満足度 ８７％
Cf.平成27年度：８３％、平成28年度：８５％、平成29年度：８４％
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平成30年度 SIH道場の取組

新⼊⽣は毎年変わる中、⾼い満⾜度を記録。
⇒SIH道場実施体制の全体的な成熟

体制の全体的な成熟は各プログラムにおける授業設計コーディ
ネーターの⽀援と対応⼒にも⽀えられている。
⇒徐々に構築されてきた全学的な協⼒体制
⇒授業担当者のパフォーマンスの向上
⼀⽅、
•毎年担当者が変わることによる運⽤上の課題（引継ぎ、負担感）
• SIH道場の学修効果（実質化）の検証

19
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今後の取組

今後の取組～平成31年度に向けて～

•平成３１年度に向けた取組と課題
•平成31年度＝AP事業最終年度
•SIH道場パフォーマンス科⽬との連携
→「振り返り共通課題」における記述内容の分析

•SIH道場の学修成果の検証
→評価者の視点からSIH道場の効果を調査

•各プログラムに設置された「SIH道場~アクティブ・ラー
ニング⼊⾨~」の今後の継続的な運⽤の在り⽅

20
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徳島大学における
アクティブ・ラーニングの定義

教員による⼀⽅向的な知識伝達とは異
なり、課題演習、質疑応答、振り返り、
グループワーク、ディスカッション、プレゼン
テーション等を取り⼊れることにより、学
⽣⾃らが考え抜くことを教員が促し、
学⽣の能動的な学習を促進させる双
⽅向の教授・学修のこと。

ⅰ

年度 (A)総科⽬数 (B)AL 導⼊科⽬数 AL導⼊の割合(％)
(B)/(A)

平成25年度 1,552 731 47%
平成26年度 1,609 811 50%
平成27年度 1,600 933 58%
平成28年度 1,692 1,103 65%
平成29年度 2,900 2,073 72%

年度 (A)教員数 (B)FD参加者数（実数） FD参加率(B)/(A)
平成25年度 701 351 50%
平成26年度 668 389 58%
平成27年度 691 582 84%
平成28年度 667 602 90%
平成29年度 666 602 90％

アクティブ・ラーニングを導⼊した授業科⽬数の割合の経年変化

専任教員が教育⼒向上を⽬的とした研修（FD）に参加した割合の経年変化

徳島大学における
アクティブ・ラーニングの定義
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

大学では幅広い分野の知識や技能を身につけたほうがよい 大学では特定の専門分野の知識や技能を身につけたほうがよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい 単位を取るのが難しくても、自分の興味のある授業がよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

学生は将来やりたいことを決めて、授業を受けるほうが良い 学生は授業を通じて、将来やりたいことをみつける方がよい

ⅲ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい 学生が自分で調べて発表する演習形式の授業が多いほうがよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

応用・発展的内容は少ないが，基礎・基本が中心の授業がよい 基礎・基本は少ないが，応用・発展的内容が中心の授業がよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

あまり自由に選択履修できなくても，系統立って学べるほうがよい

あまり系統立って学べなくても，自由に選択履修できるほうがよい

ⅳ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

就職については，大学の指導・支援にもとづいて活動する方がよい 就職については，学生の自主性にもとづいて活動するほうがよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

学生が知識や技能を身につけられるかどうかは，大学の教育の責任だ 学生が知識や技能を身につけられるかどうかは，学生自身の責任だ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

大学での学習の方法は，大学の授業で指導をうけるのがよい 大学での学習の方法は，学生が自分で工夫するのがよい

ⅴ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

学生生活については，大学の教員が指導・支援するほうがよい 学生生活については，学生の自主性に任せるほうがよい

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全国調査

徳島大学（後）

徳島大学（前）

大学では，すでにある学問の知識について，体系的に修得する学びが必要だ

大学では，答えのない問題について，自分なりの解を探求する学びが重要だ

ⅵ
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平成３０年度
SIH道場振り返り
シンポジウム

授業設計コーディネーターによる
授業実践報告

薬学科・創製薬科学科（薬学部）編

藤野　裕道

２０１８年１１月１６日 

到達目標（４）将来の進路や方向性について考察し、大学における
学習と関連させて説明することができる 

到達目標（３）チーム医療入門（蔵本地区合同ワークショップ）に積極的に
参加し、他学部学生とのコミュニケーションを取りながら、協力して 

プロダクトを作成できる協働力を養うことができる 

「薬局で働く」
講師：藤本千枝子氏：鈴鈴薬局（徳島市）薬剤師

薬学科（６年制コース）１年生への講演

別の場所や別の機会に同じ様な話を聞いたことがある
薬剤師になった後も勉強を続けることも大切だと思う

聴講学生からのコメント

薬局薬剤師とは調剤して患者さんに服薬指導するというのが主な
仕事だというイメージがあったようですが、実際には在宅医療、
フィジカルアセスメント、健康相談など幅広い仕事があることを
早期のうちに知ることができ、これから始まる大学での学習に
対して意欲が高まったようでした

担当教員からのコメント

創製薬科学科（４年制コース）への講演
「働くってなに？～多様でフラット化した

世界へ羽ばたく君と考える～」
講師：鳥取桂氏：本学薬学部卒業生，

元大塚製薬執行役員，現在「薬友会」会長

一つの薬の開発について、開発にかかる時間、
コストなどが知れて良かった

聴講学生からのコメント

「悪魔から貴方の命10年と引き替えに取引するとしたら、
いくらのお金と交換するか」

これからの自分の価値は大きいということと、その価値を
高めるために自身がこれからどうするか。個々の学生が自分の
将来ビジョンを意識し、これから学生生活をどのように過ごすかを
意識する機会になったように思います。大学に入学したばかりの
後輩への鳥取氏のメッセージが込められたお話しだったと思います

担当教員からのコメント
薬学科：昔の薬に関する制度や管理は杜撰だと思った 
　　　　改めて自分が将来なろうとしている薬剤師の責任の重さを痛感した 
創製薬：申し訳ないが、こういうヒトがいたからこそ薬の開発が進んだのかも 

知れないと思った

聴聴講学生からのコメント

被害者の具体的な声は、教科書や本にある記述からは読み取れない、痛みや 
苦しみをリアルに表現しており、聴講した学生達は自分たちが医療にすでに 
携わっている（携わってしまった）ことを実感できたのではないかと思います 

担当教員からのコメント

「薬害肝炎はなぜおきたのか」
講師：武田せい子氏：肝炎訴訟大阪原告団長

薬学科・創製薬科学科１年生への講演
（および医学部・歯学部学生　計４３２名）

「B型肝炎患者の現状について」
講師：有川哲雄氏：徳島肝炎の会

講師：河野雄介氏：全国B型肝炎訴訟大阪弁護団

資料③

105



長長井 長義（ながい ながよし） 
1845年7月24日（弘化2年6月20日）～1929年
（昭和4年）2月10日は日本の薬学者。エフェド
リンの発見者、日本薬学会初代会頭で日本の近代
薬学の開祖。阿波国名東郡常三島村（徳島市中常
三島町２丁目）出身。 
 
徳島大学薬学部は、日本薬学界の祖でエフェドリ
ンの発見者として世界的に著名な長井長義博士の
進言により大正11年 博士の郷里徳島の徳島高等
工業学校応用化学科に新規な薬の創製（創薬）を
目的として設立された製薬化学部を発祥とし 
昭和26年に徳島大学工学部より分離独立した 

「薬学の祖を学ぶ～こころざし～」 
2011年制作 徳島大学長井長義映像評伝実行委員会/ 
NHKエンタープライズなど制作DVD上映（108分） 

薬学科・創製薬科学科１年生への講演 
「薬学の祖を学ぶ～こころざし～」 

2011年制作 徳島大学長井長義映像評伝実行委員会/ 
NHKエンタープライズなど制作DVD上映（108分） 

薬学科・創製薬科学科１年生への講演 

創製薬：徳島大学関係者にすごいヒトがいることが解った 
薬学科：名前しか知らなかったが、具体化したイメージが掴めた 

聴講学生からのコメント 

日本薬学の創始者であり薬学の祖である長井先生の実体験を映画
という形で見ることは薬学を志して大学に入った学生の皆さんに
とって、改めて薬学への志を強く持つきっかけになったこと、 
と思います 

担当教員からのコメント 

チーム医療入門 
２０１８年９月２９日（金） 

１３時～１７時 

到達目標（３） 
チーム医療入門 

（蔵本地区合同ワークショップ）
に積極的に参加し 
他学部学生との 

コミュニケーションを 
取りながら、協力して 

プロダクトを作成できる 
協働力を養うことができる 

医学部・歯学部・ 
薬学部学生４１５名が

全７２グループに 
分かれ協働作業を行う 

時 時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時

到達目到達目達目達 標（３標（３３）
チームチームー 医療入療 門門門

（蔵本（蔵 地区合合地 同ワー同ワワ同同同同同同 クショョョシ ップ）ップ
に積極積極に積極に積極積極に積極積極に積極に積極積極に積極に積極に積極に積極極に積極に積極極極積極に積極に積極極極に積極極積極に積極に積極に積極極積極に積極積極に積極極極に積極に積極に積極に積極極積極に積極積極極極極極極積極極に積極極に積極極積極極極極極極極積極に積極に積極極極極に積極積極に積極積極に積極極積極に積極に積極極積積に積に積積に積積積積積積積積積積積積に積積積積積積積積積にににににににににに 的に参的に的に的に的にに的に的にに的に的に的に的に的に的にに的に的に的に的に的に的に的に的に的にににににに的に的に的にに的ににに的ににに的に的に的に的にに的に的ににに的にに的に的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的的 加しし
他学部他学部他学部他学部学部学部他学部学部他学部他学部他学部他学部学部他学部学部他学部他学部部他学部他学部部他学部他学部部他学部他学部学部学部部他学部他学部他学部学部学部他学部学部他学部他学部学部部他学部部部他学部学部他学部部学部部学部学部学部部他学部他学部他学部部他学部部学部部他学部他学部学部部部部学部学学他学学他学学学他学学学学他学学学学学学他学学学他学他学他他他他他他他他他他他他 学生と学生と生学生学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学 の

コミュコミュコ ニケーニケケ ションョンををを
取りなな取 がらがららが 、、協力してて

プロダロダロ クトをををク 作成で成でできるき

・・
が
にに

分か分か分か分か分かか分か分か分か分か分か分か分か分か分か分か分かか分か分か分か分か分か分か分か分か分か分かか分か分かか分か分か分かかか分か分かか分か分か分か分か分かか分か分か分かか分か分か分かかかかかかか分か分かか分か分かかかかか分か分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分 協れ協れ協れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ 働作働作作働 業を業を行う行う行行  

チ ム医療入門
２０１８年９月２９日（金）

１３時 １７時１３時３時時１３時３時３時３時時３時時３時時時時時３時時３時時時３時３時３時１３時１３時３時３時３時時時時時時１３時３時時３時時３時時時時時時時時時時時１３時１３時３時３時１３時時１３時３時時時時３時時１３時時３時３時３時１３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３１１１１１１１１１１１１１１１ ～～～～～～～１７時時１７時７時７７１７１７７７１７１７１７１７７７７７７１７７１１１１１１１１

医学学学学医学学学学学学学学学学学学学学学医 部・部部・部部部・部部部・・部部部部部部部部部部部部部部部 歯学歯学学学学歯学学学歯学歯学歯学歯学学学学歯学歯学学歯学歯学学歯学学歯学学学学学学歯学歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
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分か分分 協れ協協働作働働 業をを行う行う

基調講演「地域包括ケアシステムを担う」 
講師　白山靖彦先生 

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 
地域医療福祉学分野　教授） 

協働作業風景 

KJ法を使用 
考案者の川喜田二郎氏の頭文字から命名 

収集した情報をカード化し、同じ系統のもので
グループ化することで情報の整理と分析を行う 
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プレゼンテーション風景 

２０１８年度テーマ： 
地域包括ケア実現のために 
私たちが身につけることは？ 
２０１８年９月２９日（金） 

１３時～１７時 

２０１７年度テーマ： 
なぜ、国際医療教育を 

するのか？ 
２０１７年９月２８日（金） 

１３時～１７時 

２０１７年度 
入学２年生： 
一括入試で 
３年時に学科 
決定後配属 

２０１７年度と２０１８年度入学学生の 
チーム医療への関心・反応は異なるのか？ 

２０１８年度 
入学１年生： 
個別入試で、 
最初から 

学科別に入学 
VS 

2018 

回収率は低下した？ 
でも、全体的な傾向かも・・・ 2017 

～９９？ 
～８９？ 

薬 79 

2018 

薬 82 

2017 

2017 
2018 

～９２？ 

～５０？ 

回答率はさらに低下した？ 

2018 

2017 
あまり変らない？ 
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2018 

2017 
あまり変らない？ 

2018 

2017 
あまり変らない？ 

2018 

2017 
あまり変らない？ 

2018 

2017 

あまり変らない？ 

司会などを担当した感想は？ 2018 

１５回答 

2017 司会などを担当した感想は？ 

２５回答！ 
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では変ったのは何か？ 

創製薬科学科の医療人としての意識の違いか？ 

振り返りレポートから幾つかの意見を 
ピックアップしてみた 

アンケート結果から伺える全般的な傾向は 
２０１７年度の学生も２０１８年度の学生も 

それ程大きく変わっていないようだ 

アンケートの回収率や回答率？ 

そこで見えて来たものは・・・ 

2018 2017 ＜ 

・私は研究者になり新薬を開発したいという夢を持っているため 
　将来地域包括ケアシステムに関ることはないかもしれません 
・私は将来研究者になろうと考えているのでチーム医療に参加する 
　ことはないと思います 
・今回は“医療人になる私”の視点からなので全く初めての思考であった 
・私は創製薬科学科であり、将来は新薬の研究者を志望しているため 
　将来チーム医療の現場に直接かかわることはないと思う 
・私は創製薬科学科で、将来は研究職に就きたいため今回のグループの中では 
　一番患者さんとの接点が少なく直接患者さんに何かをすることはほとんど 
　ないと思います 

・私は創製薬科学科の学生なので将来実際に患者と向き合うことは 
　少ないかもしれない 
・自分は創製薬科学科（４年制）の為、薬剤師にはならないのでチーム医療は 
　あまり関係がないのではないかと考えてきた 
・ケアマネージャーとして働く母から何度もこれからの地域医療を憂いた話を 
　聞いていたにも関らず、私は創製薬科学科に入学していたため全く興味を 
　今までもっていなかった 

・私は創製薬科学科のため薬剤師になることができず、直接医療の現場に 
　かかわることはないので、今回発表した内容は、私にとって無駄だったと思う 

創製薬科学科（４年制コース）の見解 
・私は研究者になり新薬を開発したいという夢を持っているため 
　将来地域包括ケアシステムに関ることはないかもしれません 
・私は将来研究者になろうと考えているのでチーム医療に参加する 
　ことはないと思います 

・私は創製薬科学科であり、将来は新薬の研究者を志望しているため 
　将来チーム医療の現場に直接かかわることはないと思う 
・私は創製薬科学科で、将来は研究職に就きたいため今回のグループの中では 
　一番患者さんとの接点が少なく直接患者さんに何かをすることはほとんど 
　ないと思います 

・私は創製薬科学科の学生なので将来実際に患者と向き合うことは 
　少ないかもしれない 
・自分は創製薬科学科（４年制）の為、薬剤師にはならないのでチーム医療は 
　あまり関係がないのではないかと考えてきた 
・ケアマネージャーとして働く母から何度もこれからの地域医療を憂いた話を 
　聞いていたにも関らず、私は創製薬科学科に入学していたため全く興味を 
　今までもっていなかった 

・私は創製薬科学科のため薬剤師になることができず、直接医療の現場に 
　かかわることはないので、今回発表した内容は、私にとって無駄だったと思う 

・今回班のメンバーとして出会った人たちは今後関連した職に就くかもしれません 

・薬剤師であれば、言うまでもなく調剤薬局での職務はいたって一般的であるが 
　当然薬局に他職種の医療人がいるとは考えにくいので、その場合どうチーム 
　医療を実現させていくのか 

・必要とされる薬剤師になるために社会情勢をニュースや論文で自主的に 
　得ていくように心がけていこうと思う 

・今まで通りに薬剤師としての職務を全うできるように薬のスペシャリストに 
　なるべき学習また実習していくとともに、通常チーム医療で連携を行っていく 
　職種の理解を深めていく 

・ただ漠然と薬剤師になろうと思えば国家資格をとって適当に仕事をこなして 
　いるだけでも薬剤師になれるが、地域包括システムのことを考えると 
　それではいけないと思った 

・薬学についてだけでなく、医療全般の知識や一般教養を身に付けておく必要がある 

・医療チームの場合医師が中心になることが多い　良きフォロアーとしてリーダーや 
　チームを支えていける薬剤師になりたい　そのためにも、薬学について学び自分の 
　専門性を高めていきたい 

薬学科（６年制コース）１年生の見解 

・必要とされる薬剤師になるために社会情勢をニュースや論文で自主的に 
　得ていくように心がけていこうと思う 

・ただ漠然と薬剤師になろうと思えば国家資格をとって適当に仕事をこなして 
　いるだけでも薬剤師になれるが、地域包括システムのことを考えると 
　それではいけないと思った 

・今まで通りに薬剤師としての職務を全うできるように薬のスペシャリストに 
　なるべき学習また実習していくとともに、通常チーム医療で連携を行っていく 
　職種の理解を深めていく 

・私は卒業後に薬剤師になって病院で働き、チーム医療に関ってみたいと 
　思っていたので、このワークショップは意味のあるものになった 

・将来私は薬剤師として何か国際医療協力をすることができたらいいなと思う 

・医療従事者として忘れてはいけないのは、どんな人でも命さえあれば助ける 
　義務があるということだと思います 

・これからの学習において、医療関係者を目指す者としての視点だけでなく、特に 
　患者さんやその家族等の外部の人の視点からも考えられるように努力していきたい 

・人の命を救うためにできることを探し、積極的に行動する人々を見て、自分も 
　医療従事者としてこの姿勢を忘れてはならないと感じた 

・将来病院などで働くことになったら自分の知識だけでは対処できない事態が 
　起こるかもしれない 

・将来、薬剤師として、患者によりよい医療を提供できる医療チームの一員と 
　なれるように、今は必死に勉学に励んでいこうと思う 

２年生の見解 
（まだ進路が薬学科か創製薬科学科に進学するのか未定）
・私は卒業後に薬剤師になって病院で働き、チーム医療に関ってみたいと 
　思っていたので、このワークショップは意味のあるものになった 

・将来私は薬剤師として何か国際医療協力をすることができたらいいなと思う 

・将来、薬剤師として、患者によりよい医療を提供できる医療チームの一員と 
　なれるように、今は必死に勉学に励んでいこうと思う 

2018年度　薬学科 
ワープロ：23、手書き：18 
（ワープロ　56.1％） 

2018年度　創製薬科学科 
ワープロ：27、手書き：11 
（ワープロ　71.1％） 

もしアンケートなどを回答しない学生が薬学科だったら・・・ 
評価者：感想の羅列で論理性に欠ける 

レポート：ワープロか手書きか？ 
2017年度入学２年生　 

ワープロ：57、手書き：23 
（ワープロ　71.3％） 

2018年度入学１年生　 
ワープロ：50、手書き：28 
（ワープロ　63.3％） 

評価者：学んだことについては明確ではないように思います 

評価者：医療人を目指す自覚をもって今後の「学修」に積極的に取り組んで下さい 

手書きの方が内容が適当という学生と、ワープロの方が 
手抜きが出来るという学生の両方見解がある・・・ 

もし手書きの方が適当の場合： 
薬学科の方が適当に書いて、アンケートも出さない？？ 

もしアンケートなどを回答しない学生が創製だったら・・・ 

チーム医療をSIHに組み込むことの見直しが必要か？ 

創製でも興味を持つテーマ、あるいは創製薬科学科が
参画する動機付けをする必要があるか？ 

（創製薬科学科が担うロールを設定するとか） 

学生：私は創製薬科学科のため薬剤師になることが 
　　　できず、直接医療の現場にかかわることはない 
　　　ので、今回発表した内容は、 
　　　私にとって無駄だったと思う 

興味が無いから、アンケートも出さない？？ 
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【薬学部】 
前期で終わってしまうこと。 
意見がたくさんあって、よかった。 
もっとたくさんの人が参加できるように工夫をしたほうがいいと思う。あまり話してない人もいた。 
基礎を少し学べた。 
グループワークでは協力しやすい雰囲気作りも意識してほしい。 
期間をもう少し短くした方が良いと思う。 
間隔が空きすぎている。 
全員が積極的に参加できていない。 
普段の講義の学習方法についての説明がもっとあってほしい。 
レポートの書き方を学ぶ機会がなかった。 
もう少しチーム医療入門の時期を早くしてほしい。 
レポートの書き方をちゃんと説明してもらう機会がなくてよく分からないまま書いているためしっかり説明してくださった方がありがたい。 
先輩からの話を聞く機会が欲しい。 
考えのまとめ方。 
SIH道場では、もっと学科に関連した体験を行える方が良い。 
最後の合同ワークショップの際に、同じ学科が複数人いると、そこだけで進む場合があると思うので、できる限り学科がバラバラになるように
改善した方が良い。 
人数が多かったので、何もしなくてもいい人が出てしまったのが問題点だと思う。 
発表者が限られる。 
議題が、議論するのには少し難しかったように思う点。 
教員によるアドバイスが少なかった。 
医療の現場に就かない人にとっては必要なのか疑問である。 
もっと医療に関係した内容について、他学部と交流したい。 
夏休みの真ん中に行うのは帰省や留学の妨げになるので夏休みの初めか終わりのどちらかにしてほしい。 
動画を見るサイトがわかりにくい。 
もっと他学部との協働実習などを行ってもいいと思う。 
創製薬科学科への対応。 
全体的にやり方を説明だけして、実際に行う機会が少なかったので、活用する機会を 
もっと学生が自主的に参加できるプログラムを増やしたほうが良い点。 
班ごとにはなしあう時顔見知りがいて欲しい。 
チーム医療の授業は、1回だけでなく複数回行う方がより深い議論を行えると思った。 
もっと他の学部と関われるプログラムを増やして欲しい。 
文章力。 
チーム医療入門の事前学習で、インターネットのページのどこを見たら良いかいまいち分からなかった。 
特に無し。 

改善点 

SIH道場では、もっと学科に関連した体験を行える方が良い。 

医療の現場に就かない人にとっては必要なのか疑問である。 

創製薬科学科への対応。 

役立った点　【薬学部】 
 
他者とのコミュニケーションをとることの重要性を改めて認識できた点。 
ワークショップのやり方がよくわかった。 
名前の通り、入学してすぐに行われるので、これからの大学生活や社会に出たとき
に参考になる点が多々あった点。 
沢山出た意見をまとめる方法。 
自分で考える力が大切だということが分かった。 
プレゼンテーションをする力が身についた点。 

とは言え大多数は
意義を感じている
と思われる 

SIH道場パフォーマンス科目について 

２０１８年度は２年生を対象とした 
薬理学実習をあてる予定 

２年生約８０人をA、Bの２つのグループ分け２回行う 
各グループ約４０名を、さらに３～８人程度のチームに分け 

それぞれ４つの実験を行う実習（主に３年生がチューターとして指導） 

３年生への質問： 
１年生の時に受けたSIH道場の授業は、今回の実習説明

でのプレゼンテーションに役立ちましたか？ 

はい！ 

はい 

たぶん、
はい 

まったく・・ 

ノンテクニカルスキル（コミュニケーション力）を用い 
役割分担を決め、テクニカルスキルを必要とする実験の 

遂行後、班員の意見をまとめ論理的に説明することができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（１） 

到達目標（２）班員の意見をまとめて理論的に説明することができる 

到達目標（１）ノンテクニカルスキル（コミュニケーション力）を 
　　　　　　　育成することができる 

これまでのSIH道場での到達目標 

２年生への薬理学実習 
（まだ進路が薬学科か創製薬科学科に進学するのか未定）

Bグループ：2018年11月22日～12月7日 
Aグループ：2018年12月11日～12月20日 実施期間 Bグループ：2018年11月22日～12月7日Aグループ：2018年12月11日～12月20日実施期間 

学習の振り返りや気づきを基に、基本的な手法・ツール等を 
使いレポートの作成ができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（２） 

２年生への薬理学実習 
（まだ進路が薬学科か創製薬科学科に進学するのか未定）

Bグループ：2018年11月22日～12月7日 
Aグループ：2018年12月11日～12月20日 実施期間 Bグループ：2018年11月22日～12月7日Aグループ：2018年12月11日～12月20日実施期間 

到達目標（６）効果的なプレゼンテーションを行うための基本的な 
　　　　　　　手法・ツール等を使うことができる 

到達目標（５）レポートの作成において、注意するべき点について 
　　　　　　　説明することができる 

到達目標（７）学習の振り返りや気づきを基に、今後の学修計画を 
　　　　　　　立てることができる 

これまでのSIH道場での到達目標 実習レポート課題の最後に以下について振り返ってもらう 

書かれた内容などを、院生コーディネーター（M１増田雄大君）にまとめてもらう 

２年生への薬理学実習 
（まだ進路が薬学科か創製薬科学科に進学するのか未定）

Bグループ：2018年11月22日～12月7日 
Aグループ：2018年12月11日～12月20日 実施期間 Bグループ：2018年11月22日～12月7日Aグループ：2018年12月11日～12月20日実施期間 

学習の振り返りや気づきを基に、基本的な手法・ツール等を 
使いレポートの作成ができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（１） 

ノンテクニカルスキル（コミュニケーション力）を用い 
役割分担を決め、テクニカルスキルを必要とする実験の 

遂行後、班員の意見をまとめ論理的に説明することができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（２） 
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同じグループの学生と話し合って役割分担などを決め、課題の実験を
遂行し、実験結果について皆と意見をまとめることができましたか？ 

はい・どちらともいえない・いいえ 

ノンテクニカルスキル（コミュニケーション力）を用い 
役割分担を決め、テクニカルスキルを必要とする実験の 
遂行後、班員の意見をまとめ論理的に説明することができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（１） 

その理由を簡単に記入して下さい： その理由を簡単に記入して下さい： 

学習の振り返りや気づきを基に、基本的な手法・ツール等を使い 
レポートの作成ができましたか？ 

はい・どちらともいえない・いいえ 

学学習 振り振り返りや気りや気づきをづきを基基に 基本的基本的な手法 ツ 等ル等を使使

学習の振り返りや気づきを基に、基本的な手法・ツール等を 
使いレポートの作成ができる 

SIHパフォーマンス科目の到達目標（２） 

その理由を簡単に記入して下さい： その理由を簡単に記入して下さい： 

＊なお本発表における抽出・解析・考察などは藤野本人の
一方的で個人的な考えであることを御了承下さい 

前 

後 

問1. 大学教育について、あなたは次にあげるA、Bのどちらの考え方に近いですか？ 

前 

後 

思っていた以上に授業が過密すぎて・・・、現実的にはそうなるよね・・・ 

やらなければいけないことが多すぎて・・・、もうなんとかして下さい・・・ 

御清聴有り難う御座いました 
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３．SIH 道場の成果と課題 
３－１．学生・教員対象 SIH 道場アンケート結果 

 
１）SIH 道場の成果検証 
 大学教育再生加速プログラム事業全体としては，各部局からの委員で構成される AP 実施

専門委員会（委員長は教育担当理事）が事業計画に基づき運営を統括し事業を推進してい

る。SIH 道場については，プログラム改善につなげるための評価指標を策定し，これに沿

ってアンケート調査等の効果検証を行っている。SIH 道場において学生は，①専門分野の

早期体験により学修や研究への意欲を高め，②ラーニングスキル（文章力・プレゼンテー

ション力・協働力）の修得により大学での学びの基礎固めを行い，③学修の振り返りによ

り主体的に計画を立て学び続ける習慣を身につける。他方教員にとって SIH 道場は OJT 型

の FD としての機能を持ち，①アクティブ・ラーニングの実質化，②反転授業，ルーブリッ

クによる評価法の修得，③教育経験の省察を行うなどのティーチングスキルをつける場と

なる。 
SIH 道場では，「学生と教員が共に学び合う」ため，SIH 道場の成果検証においては，学

生と教員がそれぞれの目標に到達したかを把握することが必要となる。そのため，各学部

の SIH 道場の終了後には学生および教員対象のアンケートをそれぞれ実施してきた。平成

30 年度からは，これら「受講後」の学生・教員アンケートに加えて，SIH 道場の受講前に

実施する「受講前」学生アンケートを導入し，SIH 道場の受講前後で学生の大学の学びに

対する意識がどのように変化するのかを検証できる体制をとった。さらに，調査項目には

これまでの調査項目に加え，ベネッセ教育総合研究所が 2008 年・2012 年・2016 年に実施

した「大学生の学習・生活実態調査」に共通する項目を採用したことにより，全国の大学

生と徳島大学の新入生の特徴について比較検討することが可能となった。 
これらのアンケートの結果については，SIH 道場の実施支援を担当している総合教育セ

ンター教育改革推進部門が集計およびとりまとめを行い，結果を各プログラムに返却して

いる。これらの結果や学生の学修成果を踏まえて，各プログラムの SIH 道場授業設計コー

ディネーターは，「プログラム設計評価シート」のフォーマットに従い，必須項目の到達度

チェックをするとともに，学生の学修成果や改善点，次年度に向けた対応を記述する。次

年度の授業設計コーディネーターは，これに基づきプログラム改善を行うことができる。 
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２）SIH 道場学生アンケート結果概要 
平成 30 年度のアンケート回答者数は以下の通りである。 
【受講前】1,344 名中 1,179 名（88％） 
【受講後】1,344 名中  964 名（72％） 
平成 29 年度までは「受講後」における学生アンケートのみを実施しているため，ここで

は昨年度と今年度の共通項目の結果について比較を行いたい。 
平成 30 年度の SIH 道場受講を経て，SIH 道場の意義理解やこれに基づく学修の在り方

変容に関する学生の意識（調査項目 1-2～1-8）1は，前年度と比較しても 1％前後の差がみ

られるのみで，その割合に大きな違いは見られなかった。そのような中，「1-9.自ら考え抜

く能動的学修（アクティブ・ラーニング）の重要性を理解した」「1-10.SIH 道場の教育プロ

グラムは全体的に満足できるものであった」の 2 項目に関しては，前者が 89％から 92％，

後者が 84％から 87％へと肯定的意見が増加している。数値的に前年度から大きな変化が見

られなかった調査項目（1-1～1-8）を含め，SIH 道場やアクティブ・ラーニングの意義理

解と学修への取り組みについて，学生たちの肯定的な意見は全体的に 8 割から 9 割程度の

高い割合を占めていることから，SIH 道場の取組は広く認められているものと読み取るこ

とができる。 
また，SIH 道場プログラム全体を評価する「2-6.SIH 道場のプログラムは全体的に大学で

の学修において役に立っている」という項目に置いて，「役に立つ」とする意見は前年度の

83％から 73％へと 10％低下しており，ポジティブに評価する意見は少ないという結果が得

られた。その一方で，SIH 道場で学んだ「体験学習」「プレゼンテーション」「他者との協

働」については，学生たちの他の授業や専門科目での役立ちを実感しているとする意見が

前年度に比べ 2％～4％増加している。これらの結果から，学生たちは SIH 道場という科目

としてよりも，その中でどういった学びが得られたかという点について個別的に評価して

いることがわかる。SIH 道場を通じて，学生がその後の大学生活での学修に繋がる学びを

得ることが重要であり，SIH 道場の授業内容を検討する際には，学生たちのこうした傾向

を確認し，授業デザインに反映していくことが肝要である。 
 

  

1「1-2.体験学習で専門分野に対する興味関心が高まった」「1-3.レポート等の学術的文章を書く際に必要な

準備や基本的なルールを理解した」「1-4.プレゼンテーションを効果的に行うために必要な準備・姿勢・資

料を理解した」「1-5.１つの課題に対して，他者と協力して取り組む際の留意点を理解した」「1-6.課題等の

評価の基準がわかった」「1-7.学修（体験）を振り返ることの重要性を理解した」「1-8.授業外（事前または

事後）において学修を行った」 
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【受講前】学生アンケート 

問 1. 大学教育について、あなたは次にあげる A、Bのどちらの考え方に近いですか？ 
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-1.
A.あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい
B.単位を取るのが難しくても、自分の興味のある授業がよい
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7.歯学部
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9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-2.

A.出席や平常点を重視して成績評価する授業がよい
B.定期試験や論文・レポートなどを重視して成績評価する授業がよい
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-3.
A.応用・発展的内容は少ないが、基礎・基本が中心の授業がよい
B.基礎・基本は少ないが、応用・発展的内容の授業がよい
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9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-4.

A.教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい
B.学生が自分で調べて発表する演習形式の授業が多いほうがよい
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11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-5.

A.大学では幅広い分野の知識や技術を身につけたほうがよい
B.大学では特定の専門分野の知識や技能を身につけたほうがよい
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11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-6.

A.あまり自由に選択履修できなくても、系統立って学べるほうがよい
B.あまり系統立って学べなくても、自由に選択履修できるほうがよい
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13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-7.

A.大学での学習の方法は、大学の授業で指導をうけるのがよい
B.大学での学習の方法は、学生が自分で工夫するのがよい
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13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-8.
A.学生は将来やりたいことを決めて、授業をうけるほうがよい
B.学生は授業を通じて、将来やりたいことをみつけるほうがよい
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-9.

A.授業以外でも、大学の教員は積極的に学生と交流するほうがよい
B.授業以外では、大学の教員は必要以上に学生と交流しなくてもよい
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13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-10.
A.学生生活については、大学の教員が指導・支援するほうがよい
B.学生生活については、学生の自主性に任せるほうがよい

118



 
 

 

 

 

63%
63%

35%
61%
60%

65%
80%

60%
65%

82%
67%

77%
65%
67%

62%
64%

37%
38%

65%
39%
40%

35%
20%

40%
35%

18%
33%

23%
35%
33%

38%
36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース
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1-11.

A.就職については､大学の指導･支援にもとづいて活動する方がよい
B.就職については､学生の自主性にもとづいて活動する方がよい
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1-12.

A.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､大学が授業で指導すべきだ
B.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､学生が自主的に補うべきだ
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-13.

A.大学では答えのない問題について､自分なりの解を探求する学びが重要だ
B.大学では既にある学問の知識について､体系的に修得する学びが重要だ
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72%

78%
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83%
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1-14.

A.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､大学の教育の責任だ
B.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､学生自身の責任だ
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問 2.自身の学習について、当てはまる項目を「5.全くそう思う」〜「1.全くそう思わ

ない」のうち当てはまるものを１つ選んで下さい。 
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-1.自分の考えを文書による表現で、効果的に相手に伝えることができる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-2.自分の考えを口頭による説明や資料を用いて、効果的に相手に伝えることができる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-3.１つの課題に対して、他者と協力して取り組むことができる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-4.日常的に自身の学修内容等を振り返り、改善点を見出し向上を図っている。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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54%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-5.授業内容の意味を理解しようするとき、自分がすでに知っていることと結びつけて考えて
いる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない

15%
20%

17%
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17%
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11%
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48%
53%
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47%
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46%
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18%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-6.授業で学ぶ新しい考えを理解するとき、それらを現実生活と関連付けている。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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【受講後】学生アンケート 

問 1. 大学教育について、あなたは次にあげる A、Bのどちらの考え方に近いですか？ 
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27%
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0. 大学全体

1.総合科学部

2.医学部医学科

3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）

5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-1. 

A.あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい
B.単位を取るのが難しくても、自分の興味のある授業がよい
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81%
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79%
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0. 大学全体

1.総合科学部

2.医学部医学科

3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）

5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-2. 

A.出席や平常点を重視して成績評価する授業がよい
B.定期試験や論文・レポートなどを重視して成績評価する授業がよい

※理工学部応用化学コース、理工学部応用理数コース、生物資源産業学部はシステムエラーによりデータ無し。 

※ NO DATA 

※ NO DATA 
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77%
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0. 大学全体

1.総合科学部

2.医学部医学科

3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）

5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-3.

A.応用・発展的内容は少ないが、基礎・基本が中心の授業がよい
B.基礎・基本は少ないが、応用・発展的内容の授業がよい
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0. 大学全体
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2.医学部医学科

3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）

5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-4. 

A.教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい
B.学生が自分で調べて発表する演習形式の授業が多いほうがよい
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）

5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-5. 

A.大学では幅広い分野の知識や技術を身につけたほうがよい
B.大学では特定の専門分野の知識や技能を身につけたほうがよい
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5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-6. 

A.あまり自由に選択履修できなくても、系統立って学べるほうがよい
B.あまり系統立って学べなくても、自由に選択履修できるほうがよい
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6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-7. 

A.大学での学習の方法は、大学の授業で指導をうけるのがよい
B.大学での学習の方法は、学生が自分で工夫するのがよい
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-8. 

A.学生は将来やりたいことを決めて、授業をうけるほうがよい
B.学生は授業を通じて、将来やりたいことをみつけるほうがよい
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-9. 

A.授業以外でも、大学の教員は積極的に学生と交流するほうがよい
B.授業以外では、大学の教員は必要以上に学生と交流しなくてもよい
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-10. 

A.学生生活については、大学の教員が指導・支援するほうがよい
B.学生生活については、学生の自主性に任せるほうがよい
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-11. 

A.就職については､大学の指導･支援にもとづいて活動する方がよい
B.就職については､学生の自主性にもとづいて活動する方がよい
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12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-12. 

A.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､大学が授業で指導すべきだ
B.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､学生が自主的に補うべきだ
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-13. 

A.大学では答えのない問題について､自分なりの解を探求する学びが重要だ
B.大学では既にある学問の知識について､体系的に修得する学びが重要だ
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12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-14. 

A.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､大学の教育の責任だ
B.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､学生自身の責任だ
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問 2.自身の学習について、当てはまる項目を「5.全くそう思う」〜「1.全くそう思わ

ない」のうち当てはまるものを１つ選んで下さい。 
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-1. 自分の考えを文書による表現で、効果的に相手に伝えることができる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-2. 自分の考えを口頭による説明や資料を用いて、効果的に相手に伝えることがで

きる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-3. １つの課題に対して、他者と協力して取り組むことができる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-4. 日常的に自身の学修内容等を振り返り、改善点を見出し向上を図っている

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-5. 授業内容の意味を理解しようするとき、自分がすでに知っていることと結びつけ

て考えている

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-6. 授業で学ぶ新しい考えを理解するとき、それらを現実生活と関連付けている

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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問 3.SIH 道場のプログラムについて、「4.とても当てはまる」～「1.まったく当てはま

らない」のうち当てはまるものを１つ選んでください。 
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

① SIH道場の目標を理解して学修を行った

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

②体験学習で専門分野（学科での学修・研究）に対する興味関心が高まった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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③レポート等の学術的文章を書く際に必要な準備や基本的なルールを理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

④プレゼンテーションを効果的に行うために必要な準備・姿勢・資料を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑤１つの課題に対して、他者と協力して取り組む際の留意点を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑥課題等の評価の基準がわかった（ルーブリック・チェックリストなどが示されていた）

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑦学修（体験）を振り返ることの重要性を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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15.生物資産業学部

⑧授業外（事前または、事後）において学修を行った

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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15.生物資産業学部

⑨自ら考え抜く能動的学修（アクティブ・ラーニング）の重要性を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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⑩ SIH道場のプログラムは全体的に満足できるものであった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 4. SIH道場を受講したことによって、SIH道場以外の授業への影響・あなたの取り組

み方について、「4.とても当てはまる」～「1.まったく当てはまらない」のうち当ては

まるものを１つ選んで下さい。 
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

①SIH道場の「体験学習」は専門科目の学修において役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

② SIH道場で学修した「文章・レポートの書き方」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

③SIH道場で学修した「プレゼンテーション」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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④SIH道場で学修した「他者との協働」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑤日頃から授業で学修したことについて振り返りを行っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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⑥SIH道場のプログラムは全体的に大学での学修において役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 5. 1 日平均するとどれくらい授業時間外に学習を行っていますか。当てはまるもの

を１つ選んで下さい。  
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3時間以上 2時間~3時間未満 1時間~2時間未満 1時間より短い 全くしていない

142



 
 

 

                                         

                                               

平
成
３

０
年

度
　

S
I
H
道

場
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

集
計

結
果

＜
自

由
記

述
＞

143



                                             

                                              

144



                                                

                                                

145



                                                 

                                                 

146



                                                 

                                                

147



                                               

                                  

148



149



150



151



                                    

                                               

152



                                               

                                               

153



                                              

                                              

154



                                                 

                                            

155



                                     

                                          

156



                                         

                                         

157



３）SIH 道場教員アンケート結果概要 
教員アンケートは，各学部・学科の SIH 道場終了後に実施している。教員は，到達目標

に関連する，「1.SIH 道場の目標理解」「2～4.アクティブ・ラーニング型授業の意義理解・

実施・導入」「5～7.反転授業の意義理解・実施・導入」「8～10.ルーブリックの意義理解・

使用・導入」「11～13.学生の学修の振り返り」「14～16.自らの教育の振り返り」「17.SIH 道

場の満足度」についての 17 設問に 4 件法（一部 5 件法）で回答した（回答率 40.0%）。 
主だった項目について結果を確認すると，「1.SIH 道場の目標理解」については，「とても

当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を選択した教員が，最も高いプログラムでは

100%，最も低いプログラムにおいて 80%大学全体では 92%となっており，多くのプログラ

ムで，SIH 道場の意義や目標についての理解が進んでいる結果になった。この結果は昨年

度とほぼ同じ値であり，4 年目を迎えた SIH 道場への理解浸透は成熟した段階にあると言

える。 
さらに，平成 30 年度の教員アンケート結果から見える傾向の 1 つに，ルーブリック評価

と振り返りに関する意識の高まりが認められる。昨年度（平成 29 年度）の調査結果では「反

転授業やルーブリックについては，意義の理解を尋ねた項目での肯定的な回答はそれぞれ

58%，71%と比較的低い割合に留まっており，今後の改善が求められる」と指摘されていた。

これらの項目について，「5.反転授業の意義を理解した」「6.反転授業を実施することができ

る」の項目に関しては，それぞれ 60％，50％といずれも例年並み 1であるが，ルーブリッ

ク評価や学修の振り返りに関する項目では，昨年度と比較して 3%から 17%の肯定的意見の

高まりが確認された 2。ルーブリック評価や学修の振り返りについて理解の高まりが窺える

一方，「13.学生に学修の振り返りをさせることを他の授業で導入したい」は 68％から 61％，

「14.自らの教育経験の振り返り（e ポートフォリオ等）を行った」は 59％から 50％へと肯

定的意見の割合が低くなっている。このような結果から，ルーブリック評価や学修の振り

返りについて，教員間での関心の高まりがある一方で，その具体的な導入・実施に関して

は課題が残る現状が明らかとなった。この点に教員の需要があることを考えると，平成 31
年度はルーブリック評価に関する FD を実施するなど，支援体制を検討・充足させていく必

要がある。 
  

1 大学全体の割合について，平成 29 年度は「5.反転授業の意義を理解した」が 58％，「6.反転授業を実施

することができる」が 49％であった。 
2 「8.ルーブリックの意義を理解した」は 71％から 79％（+8％），「9.ルーブリックを用いて学生を評価す

ることができる」は 67％から 72％（+5％），「10.ルーブリックを担当する他の授業で導入したい」は 52％
から 55％（+3％），「11.学生の学修に振り返りをさせる（フィードバックを行う）ことができる」は 67％
から 84％（+17％），「12.学生に学修の振り返りをさせることの意義を理解した」は 80％から 85％（+5％）

という結果であった。 
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7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1. SIH道場の目標を理解して授業を行った
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2. アクティブ・ラーニング型授業の意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない

159



 
 
 

 
 
 

31%

17%

33%

100%

33%

38%

30%

100%

25%

20%

50%

25%

50%

50%

33%

67%

67%

44%

70%

50%

50%

60%

50%

50%

100%

17%

33%

33%

100%

33%

13%

50%

25%

20%

25%

1%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

3. アクティブ・ラーニング型授業を実施することができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

4. アクティブ・ラーニング型授業を担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない

160



 
 
 
 

 
 
 
 

29%

33%

33%

100%

44%

20%

25%

50%

40%

25%

31%

33%

33%

33%

25%

50%

25%

75%

20%

50%

50%

13%

100%

67%

6%

20%

25%

20%

25%

1%

17%

26%

17%

33%

33%

67%

25%

10%

50%

50%

20%

50%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部
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1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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6. 反転授業を実施することができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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7. 反転授業を担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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8. ルーブリックの意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

10. ルーブリックを担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

11. 学生の学修に振り返りをさせる（フィードバックを行う）ことができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

12. 学生に学修の振り返りをさせることの意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

13. 学生に学修の振り返りをさせることを他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

14. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）を行った

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない

165



 

 
 
 

 
 

 

16%

17%

100%

33%

33%

25%

50%

50%

17%

33%

67%

100%

56%

60%

25%

50%

50%

60%

100%

25%

50%

27%

50%

100%

13%

40%

50%

50%

40%

50%

50%

7%

17%

33%

6%

25%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

15. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）の意義を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

16. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）を担当する他の授業で行いたい

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

17. SIH道場の教育プログラムは全体的に満足できるものであった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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（１）ワーキンググループ設置趣旨

SIH 道場は、本学の新入生全員が受講する初年次教育プログラムで、アクティブ・ラーニ

ングについて、学生、教員が共に基礎スキルを修得し、学士課程全般にわたり実践していく

ための基盤となる取り組みである。大学教育再生加速プログラム（以下、「AP 事業」という）

を遂行する上でも SIH 道場ではさまざまな視点から評価・改善を行っていくことが重要で

ある。その一つの取り組みとして、学生と教職員双方の視点からの評価・改善に関わる WG
を設置し、SIH 道場の成果や課題等について意見交換や議論を行い改善に繋げる。

（２）設置する組織

AP 事業の支援部門である総合教育センターには、「教育について考え提案する学生・教職

員専門委員会（以下、「専門委員会」という。）」が設置されており、専門委員会の背景・趣

旨は「学生の声を教育改革に取り入れるために、学生と教職員が、教育の現状・課題につい

て意見交換を行い、具体的な提案等を行う組織」となっている。SIH 道場に関する評価・改

善 WG 設置の趣旨と専門委員会の趣旨が似通っており、また、専門委員会との活動と連動す

るところもあるので、平成 27 年度、専門委員会の下に、SIH 道場に関する評価・改善 WG を
設置し、SIH 道場の評価・改善に関する議論を行った。このワーキンググループを平成30年

度も継続し、平成30年度入学生を学生委員として活動を行った。 

（３）ワーキンググループの活動

SIH 道場の各プログラム実施単位（※）から平成 30 年度入学生 1 名以上を選出し、計 22
名の学生委員が活動を行った。なお、ワーキンググループは、専門委員会の教員委員が中心

となり運営し、9 月～10 月の間に学生委員を対象に SIH 道場に関するインタビュー調査を

行った。平成 30 年 11 月 16 日の SIH 道場振り返りシンポジウムにおいては、SIH 道場評価・

改善ワーキンググループの学生委員が意見を報告し、学生委員 3 名がディスカッションの

パネリストの一人として檀上で質疑応答を行った（※詳細については本報告書「SIH 道場振

り返りシンポジウムの概要」を参照）。次に、インタビューで学生委員から提案された意見

の要点と今後のポイントを記載したまとめを示す。 

※プログラム実施単位とは、次の学部・学科・専攻の単位である。

①総合科学部（4コース合同）、②医学部医学科、③医学部医科栄養学科、

④医学部保健学科看護学専攻、⑤医学部保健学科放射線技術科学専攻、

⑥医学部保健学科検査技術科学専攻、⑦歯学部（2学科合同）、⑧薬学部、

⑨理工学部社会基盤デザインコース、⑩理工学部機械科学コース、

⑪理工学部応用化学システムコース、⑫理工学部電気電子システムコース、

⑬理工学部情報光システムコース、⑭理工学部応用理数コース、

⑮生物資源作業学部（3コース合同）

３－２．教育について考え提案する学生・教職員専門委員会
　　　　「SIH道場評価・改善ワーキンググループ」の活動
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（４）学生委員の意見と今後のポイント 
体験学習 【得られた意見】 

＜職業体験＞ 

 病院内の薬剤部など、実際の現場を体験してみたかった。（薬学部） 

 勤務の様子を実際に見ることができた。（医学科）（保健学科検査） 

 現場で勤務している方との懇談会の機会が得られた。（医学科） 

 中小企業の産業を見ることができたが、各コースの分野の産業に触れ

られるとより良い。（生物資源産業学部） 

 将来、職業で携わる場所である太龍寺・長安口ダムを見学し、モチベ

ーションが上がった。（社会基盤） 

 保健師・養護教諭・専門看護師の方からお話を聞かせていただいたこ

とで視野を広げることができた。ただし、話を聞くだけだったため、

もう少し体験型の学びができればよかったと思う。（保健学科看護） 

 

＜研究室訪問＞ 

 将来の選択肢がわかった。しかし、見学だけでなく体験として何か作

ってみたかった。（生物資源産業学部） 

 研究室訪問はコース選択の参考になった。（応用理数） 

 担当教員の研究内容の体験が今後の学習内容を先取りすることがで

きた。（保健学科放射） 

 研究室訪問や機械設備に触れることは、学ぶ内容を実感する事ができ

た。しかし、教養が多く、専門性が少なかった。（歯学部） 

 研究室訪問は専門の内容に触れる機会が少なく、結びつきを感じるこ

とができなかった。研究室の訪問は学生番号で振り分けずにある程度

希望をとってほしい。（医科栄養学科） 

 訪問した研究室の教授が「困ったことがあればいつでも相談しておい

で」と言ってくださったのが良かった。研究室見学は名前順に訪問先

が決められたので、もう少し学生の希望が反映されると良いと思っ

た。（医科栄養学科） 

 研究室訪問で実験・研究について触れ、学習内容と結びつきを意識で

きた。（電気電子） 

 研究室見学を行った。研究室見学にあたっては、事前に下調べを行い、

見学後にはレポートを作成した。もっと学生の興味に基づいた見学・

体験ができれば良い。また見るだけでなく、実際にプログラミングを

体験するなどの作業をしてみたかった。（情報光） 

 

＜その他＞ 

 美術館見学は入学直後の友達作りに丁度よかった。（総合科学部） 

 友人作りには役立ち、グーループワークを通じてスキルを身につける

ことができた。しかし、専門への結びつきが不明であった。総合科学

部の基盤・体系についての説明や、各コースの趣向を反映させた体験

学習の企画があれば良い。（総合科学部） 

 コミュニケーション・交流が目的で、地引き網体験を行った。研究室

訪問や化学の実験の体験があれば良い。（応用化学） 

 BBQ が良い交流の機会になった。（社会基盤） 

 討論はしたが、体験学習もしたかった。専門の内容について触れるこ

とができる研究室訪問がしてみたかった。（機械科学） 
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【今後に向けて】 

「体験学習」によって学生は将来の進路・職業選択について考える機会

を得ている。これらの取組は学生にとって大学での学修意欲を高めたり、

将来設計を検討したりする機会として有効である。また、これらは学生間

の交流の場としても機能しており、入学して間もない学生が安心して学べ

る環境を形成するきっかけにもなっている。 

「体験学習」の実施体制や企画について、各コースは成熟した内容を有

しているが、「各コースの分野の産業に触れられるとより良い」「研究室の

訪問は学生番号で振り分けずにある程度希望をとってほしい」など、次年

度の取組として反映することができそうな学生の意見も窺える。より充実

した企画に向けて、継続的な取組が求められる。 

ラーニングスキル 

（文章力） 

【得られた意見】 

 教員からのコメントで指導があった。（応用理数） 

 動画視聴によってラーニングスキルについて学習することができた。

教員へのレポート提出があったもののフィードバックコメントは少

なかったように思う。実習先での指導があったのは良かった。（保健

学科看護） 

 講義後レポートを提出しルーブリックでの振り返りも行ったが、教員

からの添削はまとめて返却だったため、日が空いてしまっていた点が

改善されると良い。（医学科） 

 書き方の基礎講義を受けて読書レポートの課題が課される「即実践」

の環境があった。もっとフィードバックされる環境が欲しい。（総合

科学部） 

 SIH 道場では高校で学んだ内容を振り返った。教員によるレポートの

書き方、添削、フィードバックがあった。（機械科学） 

 講義内容とレポートのつながりが薄かった。（保健学科検査） 

 1 週間での詰め込み型授業だったが、足りない部分はその後の授業に

つながっていた。ただし、SIH 道場が 1 週間で完了するため、事前・

事後の間が短く、アンケートの実施には不満が残った。（生物資源産

業学部） 

 レポートの提出のみあった。（医科栄養学科） 

 SIH 道場テキストの紹介がなされ、ルーブリック評価によるコメント

ももらえた。実験レポートの型があり、参考になった。（医科栄養学

科） 

 1 日目に体験した事項について記入する形式の感想文を提出した。（応

用化学） 

 文献紹介のみで講義がなかった。（保健学科放射） 

 1000 字のレポート添削を受けたが、コメントの返却がなかったので

振り返りができない。（歯学部） 

 ポートフォリオに SIH 道場の感想入力があったが、重複感があった。

（生物資源産業学部） 

 SIH 道場のレポートの指導時間は雑談が多かった。また、読書レポー

トは提出締め切りまでかなり日があるので、間延び感がある。もう少

し早く締切を設けてほしい。（総合科学部） 

 3 回しか SIH 道場の授業がなかった。足りない部分は別の授業で補完

されていると思う。（電気電子） 
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 少人数（分野別）に分かれポスター発表を行い、レポートを作成した。

原稿作成や練習によって文章力を身につけることができた。（社会基

盤） 

 講義を受け、文章力の基礎を身につけることができた。しかし、説明

に終始していて、レポート作成（実践の場）がなかった。回数を重ね

た練習がしたい。（情報光） 

【今後に向けて】 

ほとんどのコースにおいてレポート作成の機会が設けられているが、学生

が作成したレポートに対し、教員によるフィードバックが行われる体制が

取られているかは学部学科により大きな開きがあるようである。文章力は

一朝一夕に身につくものではないが、実践を重ね、添削（フィードバック）

を受けることが上達に繋がっていく。限られた時間の中ですべてを実現す

ることは困難かもしれないが、文章の書き方に関する講義に留まらない取

組を検討する必要がある。 

 

ラーニングスキル 

（プレゼンテーション力） 

【得られた意見】 

 プレゼンを学ぶ機会になった。（薬学部） 

 講義後のワークショップと結びついていない。また、学科内では人数

が多すぎる。（保健学科） 

 プレゼンに関する授業はワークショップと別に学科内で実施した。ま

た、ジグゾー法により全員発表する機会が持てた。（医学科） 

 1 人 1 回の質問のノルマが課せれたので、質疑応答の対応の仕方が身

についた。（保健学科放射） 

 グループでまとめたことを代表者が他のグループの前で発表した。

（歯学部） 

 準備をする期間が短く日程調整が困難であったことから、グループ内

での作業担当の偏りが出た。高校時代からプレゼンテーションの機会

はあったので、復習するような機会となった。（保健学科看護） 

 他の人の視点による刺激があったが、1 分間のプレゼンであったので

プレゼン力が上がったのか実感がなかった。（生物資源産業学部） 

 学科独自のプログラムの中では行われず、プレゼンをする機会がなか

った。（医科栄養学科） 

 全員発表をしなかったのでプレゼン力を身につけるのは難しかった。

（医科栄養学科） 

 ビデオ教材でプレゼンの方法を学習し、グループでプレゼンを行っ

た。全員が発表したが、発表方法やその内容に関する教員からのフィ

ードバックがほしかった。（電気電子） 

 グループで話し合い、代表者 2 名がまとめて発表をした。SIH 道場を

終えてみて、何がプレゼン力向上を図った取組だったのか不明だっ

た。（総合科学部） 

 プレゼン力を鍛える取組がなかった。代表者だけでなく全員が参加・

発表するような取組を企画してほしい。（機械科学） 

 パワーポイントの作成方法・プレゼン方法について学べた。しかし、

今回は一部の人だけ発表していたので、全員が話す体制をとってほし

い。発表テーマについて工夫がほしい。（情報光） 
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 “デザインすること”について各分野視点でプレゼンをした。全員が話

す体制をとってほしい。（社会基盤） 

 シールの色が全員同じだったことで自己投票可能な状況であったた

め、班評価の際、公平性がなかった。班別に色を変えたり、自分の班

への投票は不可にしたりなど、公平性を担保してほしい。（社会基盤） 

 プレゼンの場がなかった。（応用化学） 

 

【今後に向けて】 

SIH 道場の実施形式にもよるが、時間的な制約上プレゼンテーションを受

講生全員が経験することは難しい。広く発表機会を与えられるかどうかは

受講生の人数にも影響されるものであり、受講生全体をいくつかのグルー

プに分けて発表させるなど、一人でも多くの学生がプレゼンテーションを

経験できるよう検討する余地がある。また、発表内容・方法に対して教員

が質問やコメントをする時間を設けるなど、学生のアウトプットを評価す

る工夫も必要である。 

 

ラーニングスキル 

（協働力） 

【得られた意見】 

 患者の症状について討論した。（歯学部） 

 SIH 道場期間内ではグループ活動の機会が少なく、足りない部分は他

の授業で経験した。（保健学科放射） 

 グループ活動になっていない班があったが教員による介入はされな

かった。（電気電子） 

 ディベートに向けた打ち合わせにグループで協力して取り組めた。

（機械科学） 

 テーマが簡単であるのに、話す時間が 5~6 時間は長すぎる。（情報光） 

 事前学習に協働についての動画の講義があったのはとても参考にな

った。（医学科） 

 グループのメンバーに積極的に声をかけ、取組を行った。みんなでひ

とつの成果物を作るのは達成感があり、良いと思った。（医科栄養学

科） 

 プレゼン準備の時間がグループ活動相当であったが、準備期間が短い

ことから、メンバーが一同に会することが難しく、結果的にグループ

活動が困難であった。（保健学科看護） 

 他学部学科の活動内容を知り、もっと学生間の交流に重点を置いた企

画があると良いと思った。（保健学科看護） 

 遠慮がちで意見をなかなか言わない人が見られたため、協働すること

の難しさを感じた。（保健学科看護） 

 

【今後に向けて】 

ディベートに向けた準備活動に留まらず、体験学習やプレゼンテーション

など SIH 道場の取組全体を通じて、「協働力」を意識する機会は得られて

いるようである。グループ活動を行う際に、特定の人物だけが取り組むこ

とのないよう、発言の少ない学生に意見を求めるよう促すなど、教員や院

生コーディネーターによる介入を効果的に行っていく必要がある。 
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その他 

 

【得られた意見】 

＜ビデオ・テキスト教材の活用＞ 

 QR コードが配布され、リンク先のビデオを視聴した。しかし、ビデ

オについては周知の徹底がされていれば良かった。（社会基盤） 

 入学前に SIH 道場が実施されたため、c アカウントの入手が間に合わ

ず、ビデオ教材の活用など、一部取組に支障が出た。教員も c アカウ

ントの入手時期を把握していないようだった。ビデオ教材の説明をも

っとしてほしかった。（生物資源産業学部） 

 任意ではあったが、ビデオ視聴の周知がなされた。とても参考になっ

た。（保健学科看護） 

 テキストの紹介があった。ビデオ視聴はしていない。（医科栄養学科） 

＜実施時期・期間＞ 

 4 月の入学前の時期のみの実施だったため、詰め込まれた印象が強い。

もう少し時間をかけても良いのではないか。（生物資源産業学部） 

 SIH 道場は入学式時期の 4 月初めに 2 回だけの実施だった。もう少し

時間をかけてほしい。（機械科学） 

＜SIH 道場の目的＞ 

 「SIH 道場」の枠組がはっきりわからない。（応用化学） 

 

【今後に向けて】 

教材の活用は十分とはいえないが、「ビデオ教材」の視聴を経験した学生た

ちからは「予習ができ、わかりやすかった」などと意見が得られており、

導入される学部学科が増えるよう、教材の活用を呼び掛けていく必要があ

る。また、学生たちが SIH 道場の目的や概要を事前に認識したうえで授業

に臨めるよう、説明の場を確実に設けていきたい 
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３－３．「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

―大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門委員会委員による報告― 

１）AP 実施専門委員会委員による報告の趣旨

SIH 道場授業設計コーディネーターは，SIH 道場の終了後に，次年度のプログラム改善に向け

て，「プログラム設計評価シート」のフォーマットに基づき，次年度の改善に向けた振り返りを行

う。各学部の大学教育再生加速プログラム実施専門委員会委員は，各学部学科の SIH 道場プログ

ラムについて，授業設計コーディネーターが作成した「SIH 道場授業設計表」「SIH 道場授業詳

細」や「SIH 道場プログラム設計評価シート」の記述を参照しながら，取組概要，成果（受講学

生と担当教員が SIH 道場を通して身につけたこと），今後の課題（プログラム設計・授業運営，

その他について）を報告する。本報告は，次年度の SIH 道場授業設計コーディネーターがプログ

ラム改善を行う際の資料となるだけでなく，大学教育再生加速プログラム事業全体の自己評価の

資料の一つにもなる。

２）各学部・学科の取組と報告者

＜SIH 道場実施報告者（授業設計コーディネーター）＞ 
総合科学部 教授 村上 敬一

医学部 教授 勢井 宏義

医学部 教授 酒井  徹

医学部

医学科

医科栄養学科

保健学科看護学専攻 教授 近藤 和也

医学部 保健学科放射線技術科学専攻 准教授 河野  理

医学部 保健学科検査技術科学専攻  教授 遠藤 逸朗

歯学部 歯学科 教授 藤猪 英樹 

歯学部 口腔保健学科 教授 松山 美和

薬学部 准教授 藤野 裕道 

理工学部 社会基盤デザインコース   助教 井上 貴文

理工学部 機械科学コース 講師 日下 一也 

理工学部 応用化学システムコース   教授 今田 泰嗣 

理工学部 電気電子システムコース   助教 鈴木 浩司 

理工学部 情報光システムコース 准教授 森田 和宏 

理工学部 応用理数コース 教授 守安 一峰 

生物資源産業学部 教授 刑部 敬史 

医療教育開発センター 准教授 吾妻 雅彦 
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総合科学部

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

村上 敬一

１．取組概要 

文章作成力の向上を目的として，レポートの書き方，メディア・リテラシーに関する内

容を「総合科学入門講座」とともに学ぶ。

プレゼンテーション力，協働力に関するアセスメントとして学友コミュニケーションの

場を設ける。アセスメントの結果を受けて，個人のテーマ，目標を明確にした上で「課題

発見ゼミナール」に繋げる。

 体験学習の実践として大塚美術館を見学する。「ディスクリプション」の方法により，

作品鑑賞を通じた客観的記述のあり方を学ぶ。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

レポートの書き方，引用の仕方，プレゼンテーションの仕方など，自分の考えをまとめ

発現する基本的な知識を習得できた。

 総合科学部の学びと，これからどのような目的意識を持って学修すべきか，具体的な道

のりが明らかになった。

（教員） 

 ＳＩＨ道場を担当することで，自身の授業や学生対応にも，学ぶべき点が数多くあっ

た。年を重ねるごとに，プログラムの内容を改善していくことで，教育に対する取組や考

え方も，良い方向に向かっていっていると思われる。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 美術館見学において，事前授業が学生の取り組む姿勢に十分反映されている一方で，課

題の分量や所要時間が，やや負担になっているかもしれない。

 教員の中で，ポートフォリオやｅラーニングの導入にはまだまだ不慣れなことも多く，

使いこなせていないことは今後の課題である。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 「ＳＩＨ道場」の受講前と受講後で，学生の大学の授業に対する依存度が高まる，とい

う調査結果が出された。教員側が，学生に対して懇切丁寧になるほど，授業への取り組み

が受身になるということであろうか。丁寧な指導と放任のバランスをどのように考える

か，今後の課題であると感じた。
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   医学部医学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

勢井 宏義 

１．取組概要 

事前学習、診療現場見学およびワークショップ形式の振り返り学習によって、医師の役

割・業務内容、必要とされる能力、それらと関連づけた大学における学習について学生が

理解することを目指す。診療現場見学は体験学習として学修の動機付けをはかり、ワーク

ショップでは協働力およびプレゼンテーション力、振り返りレポート作成では文章力の向

上をはかる。さらにこれら一連の学習によって、学修振り返りの方法を学ぶ。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

１）医師の役割・業務内容、必要とされる能力について説明できる。

２）医学科における学修目標について説明できる。

３）診療現場でのルールを理解し、それを遵守できる。

４）グループで協働して意見をまとめ、それをプレゼンテーションできる。

５）自らの学修経験に基づいて、自分の考えを文章にまとめることができる。

６）学修経験に基づいて振り返りを行い、今後の学修計画を立てることができる。

（教員） 

１）診療現場での学生に対する体験学習を実施できる。

２）KJ 法を用いたグループワークを実施できる。

３）協働力、文章力、プレゼンテーション力のルーブリック評価を行うことができる。

４）アクティブ・ラーニングの目的と方法について理解し、その実践ができる。

５）ティーチングポートフォリオの作成方法について理解し、それを作成できる。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

１）診療科によって実施時間の長さや内容に格差があるので、前もって担当の教員どうし

が目的や意義を共有しつつ調整をはかる必要がある。

２）文章力やプレゼンテーション力の向上をはかるため、その授業の時間を増やし、SIH
道場テキストを十分に活用する。

３）協働力やプレゼンテーション力についての学生の理解を深めるために、学生同士のピ

ア評価の充実を検討する。

４）学修振り返りについての理解が十分ではないため、省察をテーマとしたワークショッ

プを新たに企画する。
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４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

SIH 道場と同時期に受講している教養科目のほとんどが、未だ旧態の座学・講義型であ

り、SIH 道場の活動が生かせていない。学生個々においても、他の科目における予習や振

り返りなどの学修行動が有効に実行できていない。
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医学部医科栄養学科 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

酒井 徹

１．取組概要 

研究室早期体験により専門教育および研究活動への関心を高める。SIH 道場を通じて、

基本的な文章力、プレゼンテーション能力および医療現場で必要とされる協働力を学修す

る。また、学修における振り返りの重要性を知る。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

SIH 道場の「体験学習」は専門科目の学習において役立っていると回答した者の割合

は、[とても当てはまる]が 17%、「どちらかといえば当てはまる」が 63%であり、合計

82%と早期体験学習が効果的であった。レポート等の学術文章を書く際に必要な準備や基

本的なルールを理解した割合は、「とても当てはまる」および「どちらかといえば当ては

まる」者の割合は 68%、SIH 道場で学修した「レポートの書き方」は役に立っていると回

答した割合は、「とても当てはまる」および「どちらかといえば当てはまる」合わせて

72%であり、学習効果があったと考えられる。プレゼンテーションを効果的に行うために

必要な準備・姿勢・資料を理解した割合は、「とても当てはまる」および「どちらかとい

えば当てはまる」者の割合は 85%、SIH 道場で学修した「プレゼンテーション」は役に立

っていると回答した割合は、「とても当てはまる」および「どちらかといえば当てはま

る」合わせて 75%であり、学習効果があったと考えられる。 

（教員） 

今回は担当者の変更が急遽１０月にあり、担当教員へのアンケート回答に関する十分な

フォローアップができないこともあり、サンプル数が少なく的確な評価を行うことができ

なかった。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

準備状況も含めて教員の負担を可能な限り減らす企画運営が必要と考える。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

学生の意見を考慮し改善ができる箇所は修正していく必要がある。特に大きな変更が必要

でなければ現状維持でも良いのではないか。
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   医学部保健学科看護学専攻 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

近藤 和也 

１．取組概要 

徳島大学医学部保健学科看護学専攻の新入生が、大学における学習について理解すると

ともに、自身の専門分野における先輩からの仕事や研究に関する講演を通して、興味関心

を喚起し、徳島大学における学習・研究に対する動機づけを行う。また、学習の基本とな

る文章の書き方、プレゼンテーションの仕方、振り返りの仕方を学び、それらを実践する

ことで、大学における能動的な学習の基本となる知識、技能、態度を身につける。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

（1）自身の専門分野における現場と大学における学習について、関連させて説明するこ

とができる。

（2-1）論理的文章の作成・レポートの作成において、注意すべき点について 1 つ以上説

明することができる。

（2-2）効果的なプレゼンテーションを行うための基本的な手法・ツール等を 1 つ以上説

明することができる。

（2-3）他者と協同して 1 つの課題に取り組むことができる。 
（3）自身の学習活動を振り返る習慣を身につけることができる。

（教員） 

1）協働力、文章力、プレゼンテーション力のルーブリック評価を行うことができる。

2）アクティブ・ラーニングの目的と方法について理解し、その実践ができる。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

１）学生か提出されたレポート評価を教員間でどのように共有するか

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

アクティブラーニングが重要であるのは理解できるが、保健学科のように医療系の資格

取得を目指す場合にはスクール形式で基礎的な知識を学び、身に付けることも大事であ

る。アクティブラーニング（反転授業など）は取り入れるにあたって、適した科目に適用

すべきではないかと考える。
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医学部保健学科放射線技術科学専攻 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

河野 理

１．取組概要 

本学放射線技術科学専攻新入生に、大学における学修について理解させるために、 オ

リエンテーション時に、１）学生生活や行動規範に関する講義とグループワーク、２）各

分野の専門技師による講演会を実施した。さらに、前期期間に、専門分野における先端研

究の体験を通して、興味関心を喚起し、徳島大学における学修・研究に対する動機づけを

行うために、３）各研究分野紹介（７分野）の講義、４）短期研究室体験、５）短期研究

室体験報告書の作成、５）短期研究室体験発表会を実施した。この中で、文章の書き方、

プレゼンテーションの仕方、協働の仕方および質疑応答の仕方を学ぶことができるように

授業設計を行った。 

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

 大学における能動的な学修の基本となる知識、技能、態度を身につけることができたと

考える。 

（教員） 

 授業設計の中に、質疑応答をさせることを組み入れることにより、学生に能動的な取り

組みをさせることができるということがわかった。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 学生に、現代社会が抱えている様々な問題と意味を理解させ、感動を与えるように授業

を設計していくことが今後の課題である。そのためには、何よりもまず、教員自らが、楽

しんで、エキサイトしながら、研究及び授業をしていることが重要であろう。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

アクティブ・ラーニングを小手先の教授法として教員が形式的に導入するのではなく、

常に、学生に立場にたって、授業を運営していくことが重要である。
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医学部保健学科検査技術科学専攻 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

遠藤 逸朗

１．取組概要 

 早期体験として臨床検査技師の先生に講師をお願いして自身の将来像が描けるような内

容の授業と質疑応答まで施行していただいた。ラーニングスキルに関しては、複数回のレ

ポート提出、小グループ毎の課題取り組みとプレゼンを行った。SIH 道場関連の授業では

フィードバックに時間を多めにとり、教員と学生、学生間での意見交換を行った。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH 道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

 早期体験授業では内容への満足度が高く、疑問点を持った学生からの質問が増えた。ま

た、将来の仕事内容を早期に学習することで、学生の意欲も上昇し、学修効果は良好と考

える。複数回のレポート提出で学生個々の記述や考察に向上が認められ、学修効果はあっ

たと考える。小グループ毎の課題取り組みとプレゼンにより考える力や意見を言う力が身

についたとの評価であった。

（教員） 

 学生が自身の学修効果や知識量の多寡を認識できたら学修に対する姿勢や意欲も変わる

と言うこと、フィードバックセッションの重要性を理解した。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 学生の取り組む姿勢にはまだ個人差がある。このような学生に対する介入について検討

する必要があると考える。教員がかけている時間に対する対費用効果のような指標があれ

ばいいと感じました。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題
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歯学部 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

藤猪 英樹・松山　美和

１．取組概要 

 歯学部における大学入門講座のコンテンツである「気づきの体験実習」、「相互歯磨き学習」

及び「研究室体験」、歯学科第２年次「早期体験実習」の中の「シャドウイング」と前後の

「感染対策・医療倫理・振り返り」に加え、本年度は歯学科３年次の「歯学英語」を、口腔

保健学科 2 年次の「オーラルヘルスプロモーション」を SIH 道場パフォーマンス科目とし

て組み込んだ。「気づきの体験実習」および「相互歯磨き学習」では、患者の気持ちになっ

て良い医療を考えるきっかけとし、また感染対策・医療倫理の講義に加え、シャドウイング

により低学年から歯科医療の現場を知り、学びのモチベーションを上げることを目標とし、

更に担当教員を増やし教員のスキルアップを目指した。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

早期体験：歯学科第２年次の「シャドウイング」では、病院での臨床の見学というだけでな

く、担当教員にある程度の時間つくことで、病院勤務における多様な業務を認識することが

でき、また病院のシステムについての理解ができたようで、単なる診療の見学以上の効果が

あったようである。歯学科・口腔保健両学科の 1 年次のプログラムにおいても「基本的マナ

ー」、「コミュニケーション力」、「ホスピタリティ・マインド」、というキーワードが多くの

学生のe-ポートフォリオに認められ、こちらが期待した効果が得られていると考えている。

「研究室体験プログラム」によって基礎科学的治験を基盤とした医療の重要性、研究によっ

て得られた知見を臨床にフィードバックする流れを理解し、学びのモチベーションも上が

ったようである。

ラーニングスキル文章力：「アカデミック・ライティング入門」の講義においては、論理的

な文章の書き方や表記・表現・文章構成を学び、「読書レポート」に反映させようという努

力の片鱗が感じられた。但し、SIH 道場のコース内で学んだ作法を忠実に守ることに留ま

っている段階との印象を受けた。

ラーニングスキルプレゼン力：歯学科の１年次前期に行われる「PBL・TBL 入門」では、

大学入学までと異なるアプローチにインパクトがあったようで、問題点の設定における話

し合い等にも新鮮さを感じたようである。また統一した正解がないという医療では頻繁に

起こる現象に戸惑いを感じているようであり、この体験は貴重であると思われる。一方、口

腔保健学科「高齢者交流学習」での４名の教員によるルーブリック評価（①内容の構成、②

姿勢、③質疑応答）は、全てのグループで、概ね良好の内容であり、学習の成果が認められ

た。本年度は、SIH 道場パフォーマンス科目として、諸年次の SIH 道場科目のアウトプッ
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トを評価するために、歯学科では３年次後期の「歯学英語」、口腔保健学科では 2 年次後

期の「オーラルヘルスプロモーション」を設定しており、SIH 道場での学びの習得・成果を

後期末に評価する。

ラーニング協働力：歯学部両学科合同の「新入生研修」では、ワールドカフェ、PBL/LTB
入門にてグループ討議とプレゼンテーションを行った。学生達は初対面の者同士が、きっ

かけをつかみながらコミュニケーションを取っていくことを難しいと感じながらそれを乗

り越えることが出来た達成感を感じるとともに、チーム感を感じてくれたようで実りが多

いものであったようである。また、蔵本地区「チーム医療入門」では、学部内で経験した

グループミーティングとは異なり、学部を超えたメンバー間で話し合いのきっかけを見つ

けるのに苦労をしていたようであるが、それを乗り越えた達成感は得られたようである。

（教員）

歯学部では、平成 30 年度には、教員 37 名が SIH 道場に参加しており、また全員が説

明 FD・WS に当日参加できなかったが、何らかの形で、SIH 道場の説明を受けその趣旨

を理解してくれたと感じられた。そして多くの講義で、振り返り時間と e-ポートフォリ

オ・レポート、もしくは独自のレポートを課し、それらに対する教員からのフィードバッ

クを行うことが定着してきているように思われた。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 学習課題に対して自ら調べ、発表するスキルは、高校時代にトレーニングをされている

のか一定のレベルの高さを感じている。ただ、そこから SIH道場で学んだ力が加味されて

いるかを評価する必要を感じる。一方、「コミュニケーション力」では、仲間との交わり

が苦手で、グループ間での情報共有ができない学生が散見される。SIH道場で学んだこと

をどれだけ学生生活の中で実行できているかを評価するシステムも必要だと感じる。 

歯学部では歯学科・口腔保健学科ともに順調に、SIH 道場担当教員が増えているが、残念な

がら、まだ義務的に参加させられている感が拭えていない。教員の能動的な参画を後押しす

る学部、大学をあげての仕組みも必要と感じる。

全体としては、学生からは SIH 道場は好意的に受けとめられているが、多くは学生個人

の｢アクティブ｣さに依存していると思われる。また、読書レポートの振り返りなどにおいて、

教員からのコメントが遅い、コメントのやり取りの往復が少ないなど、学務・教員側がさら

に汗をかく必要も痛感した。今後対策を講じなければならない重大な点である

尚、引き続き臨床現場に出る学生には、感染症対策の観点から、抗体価のチェックとワクチ

ン接種の意義を理解してもらい、これを実施していく。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 全学共通のプログラムをもっと増やしてもいいのかと思う。協同においては、蔵本地区

で行われている学年が上がっても行なわれる多職種連携教育（IPE）はいいモデルかと思

う。SIH 道場パフォーマンス科目は、本プロジェクトで重要な位置を占めると思う。 
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「相互歯磨き学習と振り返り」

「ワールドカフェ」

「蔵本地区：多職種連携チーム医療入門（IPE）」 
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薬学部（共通）

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

藤野 裕道

１．取組概要 

本年度から、薬学科と創製薬学科との初めての分離入試が行われたため、早期体験として

薬学科は「薬局で働く」、創製薬科学科は「働くってなに？」と異なる講演を同時並行で聴

講した。また全国薬害被害者団体連絡協議会（薬被連）講師２名と弁護団による「薬害に

ついて」と「B型肝炎について」の講演および、映画「薬学の祖を学ぶ〜こころざし〜」を

視聴した。これらの学修を通して、薬剤師や創薬研究者としての具体的なイメージおよび、

薬物の内包する「薬」と「毒」の両義性を理解した。またチーム医療入門として基調講演

「地域包括ケアシステムを担う」を聴講した後に、医学部や歯学部学生とともにワークシ

ョップを行い、その成果を発表した。さらに今年度から始まるパフォーマンス科目として

２年制の「薬理学実習」を当て、実習に関して振り返りを行ってもらった。 

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）早期体験を通して、薬剤師や創薬研究者としての具体的なイメージおよび、薬物

の内包する「薬」と「毒」の両義性を理解した。またーム医療入門のワークショップを通

して自分自身に関する紹介やプロダクト作成中の発言や意見交換などを積極的に行い、文

章力、プレゼン力、さらには協働力についての到達目標をクリアーしたと考える。 

（教員）チーム医療の振り返りに関する教員の温度差や考え方の違いによりコンセンサス

が取れないことが、ルーブリック評価表を用いても滲み出てしまう印象があったが、学生

の振り返りレポートの評価作業を通して、一連の SIH道場授業全体の把握と考証ができ、

またそれに対する教員のコメントを学生にフィードバックできたと考える。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

１年生に、このプログラムの「意図すること」を理解させることは可能かもしれない。し

かしながら学生それぞれラーニングカーブが違うので、「実際に実施させること」は、難し

い場合もあるかもしれない。そのため「全員を一様に評価すること」もまた、難しいこと

であるかもしれないと感じた。また学生の多くは「コミュニケーションの難しさ」を記載

していたが、その多くは「ファシリテーションの難しさ」を指している場合が多いとの印

象を持った。また本年度のチーム医療において創製薬科学科の学生の何人かは「将来は新

薬の研究者を志望しているため、チーム医療の現場に直接かかわることはないと思う」な

どの意見がでた。それらの学生が本プログラムに積極的に参加していない訳ではなく、む

しろ「それ程多くない機会」とポジティブに捉えていた感触が伺えた。しかしながら SIH

道場の柱の一つである「専門分野の早期体験」の習得を行えたかについては、少々疑問を

感じる。今後創製薬科学科の学生が将来の自分像として想像可能なプレイヤーと、そのロ

ールを設定できないだろうか。 

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

「コミュニケーション」について、学生はカンバセーションをメインに考えてる印象があ

るのに対して、教員はディスカッションやディベートを想定している様なので、コミュニ

ケーションの定義や分類（種類）を、プログラムの最初に理解させる方が良いのではない

かと感じた。
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理工学部理工学科社会基盤デザインコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

井上 貴文

１．取組概要 

大学における学習について，理解するとともに，社会基盤に関する興味関心を喚起し，

学習・研究に対する動機づけを行う．また，学習の基本となる文章の書き方，プレゼンテ

ーションの仕方，振り返りの仕方を学び，それらを実践することで，大学における能動的

な学習の基本となる知識，技能，態度を身につける．具体的には，社会基盤施設の現状調

査・見学のための合宿研修を実施し，さらに，４から５人のグループ単位で社会基盤に関

する個別テーマを設け，能動的に調査し，結果をレポートやポスターにまとめ，発表会に

おいてプレゼンテーションを行った．

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

社会基盤施設の見学を通して，専門分野に対する興味を深めることができたと考えてい

る．また，学習の基本となる文章の書き方，プレゼンテーションの仕方，振り返りの仕方

を学び，それらを実践することで，大学における能動的な学習の基本となる知識，技能，

態度を知ることができ，さらに，それらをある程度身につけることができたと考えられ

る．

（教員） 

 学生が専門分野に対する興味を深めるために必要なことを考える機会を得た．文章の書

き方，プレゼンテーションの仕方，振り返りの仕方，ルーブリックを用いた評価方法を改

めて学んだ．

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

SIH 道場総括者が SIH 道場の全体を把握すること． 

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 説明した内容について，学生が想像以上に理解していない事項が存在していることがわ

かった．
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理工学部理工学科機械科学コース 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

日下 一也

１．取組概要 

学習の基本となる文章の書き方，プレゼンテーションの仕方および振り返りの仕方を学

び，それらを実践することで大学における能動的な学習の基本となる知識，技能，態度を身

につける。具体的なプログラムとして，大学入門講座集中研修においてディベートを行うこ

とで論理的な思考能力とプレゼンテーション能力を養う。また，コース専門科目の機械科学

実験（授業科目「機械科学実験１」）を通して機械工学分野のエンジニアとして必要な技術

を早期に修得することを目指す。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）「機械科学実験１」を通して機械工学分野のエンジニアとして必要な技術を早期に

修得することができた。さらに，「機械科学実験１」の実験テーマごとに課すレポート，大

学入門講座を振り返るレポート，「レポートの書き方」で課した人生設計を考慮した学生生

活に関するレポートと複数回のレポート作成を行うことで，自らが果たした役割，反省点な

どを客観的に振り返る文章を書くことができるようになった。大学入門講座集中研修で実

施したディベートを体験することで，論理的な思考能力とプレゼンテーション能力を養う

ことができた。 

（教員）ルーブリックを使った客観的な評価が可能になった。これにより，複数の教員の評

価に対しても公平性を確保することができるようになった。個人的には数多くのレポート

を厳密に採点，評価コメントを残すことで，レポート評価能力が格段に向上した。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

大学入門講座で行う集中研修では，振り返り学習やコミュニケーション力，論理的な記

述力などの重要性を認識する入門的な内容であったが，これを浸透させるには継続的な指

導が必要である。実験のレポート採点時などが継続的な指導の機会となるので上記のよう

な能力を高めるよう折に触れ指導することが必要である。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

振り返りシンポジウムにおいて他学部，他コースのポスター報告を聞き，反転授業ビデ

オコンテンツの存在を知った。これを活用することで本コースのプログラムはより充実す

ると考えられる。受け取った資料の自コースのパートしか確認しなかったことが反省すべ

き点である。今年度で SIH 道場のコーディネート業務を完結させてしまうのでなく，次年

度に補佐役として協力することでプログラムの改善が図られる。
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理工学部理工学科応用化学システムコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

今田 泰嗣

１．取組概要 

（１）4 月第 1 週に、導入教育として、教務委員および SIH 担当教員から、①大学での学

修と心構え、②コースの教育理念、目標、教育課程、4 年間のカリキュラムの流れ、③

SIH プログラムに関するガイダンス、オリエンテーションを行った。

（２）4 月 21 日（土）に実施した日帰り校外学習において、会場の設営、片付けなどをク

ラス全員で行わせ、協働の訓練の一環とした。またこの校外学習を、入学直後のクラスメ

ート達と慣れ親しむための手助けとした。

（３）半年間の講義科目「STEM 演習」の時間を用いて、学生 3～4 名の小グループによ

るグループ研究を行った。ここで各グループには 1 人の教員をアドバイザーとして配し、

化学に関連するテーマを一つ自由に選定し、そのテーマに関する自由研究を行わせ、その

結果について要旨を作成し、メンバー全員による 15 分間のプレゼンテーションを行っ

た。その後、SIH 担当教員から、理科系の作文技術、実験レポートなどのテクニカル文書

の作成上の注意などに関する講義を行い、その内容を考慮して、再度自由研究の要旨を作

成、提出させ、アドバイザー教員による採点、助言を行った。

いずれの取り組みにおいても、ルーブリック評価表を活用して自己評価を行った。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）入学式と同じ週という早い段階で、大学での学修と心構えに関して、高校とは全

く異なると言うことを自覚できた。特に、高校の学習内容では既に答の分かっていること

がほぼすべてを占めているのに対して、大学で扱う内容は答が分かっていることと分から

ないことの両方があり、前者は後者のための準備に過ぎないことを自覚できた。グループ

学習では、協働作業の重要性の認識、文書作成とプレゼンテーションの訓練ができた。 

（教員）従来の、学生から教員に一方的に内容を教える、伝える教育ではなく、学生の自

主性を引き出しつつ、またフィードバックをかけつつ、学生の理解を深めていくプロセス

を経験することができた。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

特になし。来年度も同様の内容で行う予定である。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

シンポジウムでは、以上の内容についてポスター発表を行った。ポスターへの来訪者によ

る質問や議論があったが、新たに得られた気づきや今後の課題などは特になかった。
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理工学部理工学科電気電子システムコース 

「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

鈴木 浩司

１．取組概要 

当コースでは，SIH 道場を全 3 回の集中講義形式として，ラーニングスキルに関する講

義と，ポスタープレゼンテーションの発表会を実施した．一方，1 年生の前期科目である

STEM 演習を専門分野の早期体験として連携し，プログラムを設計・実施した． 
SIH 道場の第 1 回・第 2 回では，文章力，プレゼン力，協働力に関する講義を行い，第

2 回の後に学生を 25 のグループに分け，グループごとに電気電子システムコースの研究室

見学を実施した．第 3 回ではグループごとに研究室見学の結果をポスターにまとめ，学生

相互に発表・質問を行った．この発表会にはコースの教職員も参加している．SIH 道場の

終了後，学生は最終レポートと自己評価のルーブリック表を mahala 上で作成し，SIH 道

場担当教員が分担してフィードバックを行った．

STEM 演習では，専門分野習得の基礎力として，物理実験に関する取り組み方やレポー

トの書き方に関して担当教員から毎週添削を受けることで，SIH 道場の文章力に関するス

キルを身に付けている．

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）文章力に関しては，STEM 演習を受講する前後で大きく成長していることが確認

した．プレゼン力，協働力に関しても，第 3 回のプレゼン発表において SIH 道場での受講

内容を応用できていることが確認できた．

（教員）アクティブ・ラーニングの基礎知識が得られた．また，manaba を使ったレポー

ト提出により，LSM を使ったアクティブ・ラーニングに実際に触れることができた．

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 授業運営に関して，本年度からポスタープレゼンの内容を変更したため，研究室見学の

日程が遅くなり，ポスター作製の時間が十分確保できなかったため，年度当初から準備す

る必要がある．学修の最終レポートに関しては，レポートのフォーマットを作成して学生

に配布したものの，学生によって記入する文量のばらつきが大きく，各項目を 1 文でまと

めている学生も見られた．文量が多ければよいということはないが，記入量の目安を提示

するなどの工夫が必要と考える．

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 振り返りシンポジウムでは，他のプログラムでの実施内容を直接コーディネータ教員か

ら聞ける貴重な機会であったが，時間が短く 2 件程度しか聞けなかった． 
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発表会の様子 最終レポート
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理工学部理工学科情報光システムコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

森田 和宏

１．取組概要 

大学における学修の基本となる協働力，文章力，プレゼン力を身につける目的で，ブレイ

ンストーミングと KJ 法を用いたグループワークを実施した。また，情報，光，知能工学

分野における興味関心を喚起し，学修・研究に対する動機付けを目的とした体験学習も実

施した。グループワークでは，与えられた課題に対する解決策をグループごとに提案し，

全履修者の前で発表した。体験学習においては，各研究室で取り組んでいる最先端の研究

に触れ，各研究に関連した実習や，実際に手を動かすものづくり体験をおこなった。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

グループワークにおいては，役割分担やコミュニケーションの重要性に気づく学生が多か

った。また，プレゼン発表やレポート課題を通じて，文章力やプレゼン力が身についたと

感じている学生も多かった。体験学習においては，今年度から系別に実施したことによ

り，それぞれの最先端研究に触れることが専門科目の学修に対するモチベーション向上に

寄与したと考えられる。

（教員） 

レポートの出題や課題の提出において，manaba などの LMS の活用方法を習得できた。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

本コースは二つの系に分かれているため，今年度から体験学習においては系それぞれで実

施した。その際に内容のすりあわせを行わなかったため，レポート課題等に差が生じた可

能性がある。また，協働力，文章力，プレゼン力に対する授業は，2 ヶ月程度で集中的に

実施したが，グループワークやプレゼン準備の時間が十分ではない場合もあったため，ス

ケジュールの検討が必要である。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

体験学習は情報光システムセミナーの授業の中で実施しており，SIH 道場のグループワー

クとの関連性がわかりにくかったことに気づかされた。二つをうまく誘導・連携できるよ

うなプログラムの工夫が必要と思われる。
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理工学部理工学科応用理数コース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

守安 一峰

１．取組概要 

新入生に対して、大学における学習について理解させるとともに、自身の専門分野におけ

る先端研究の体験をさせることで興味関心を喚起し、徳島大学における学習・研究に対す

る動機づけを行う。また、学習の基本となる文章の書き方、プレゼンテーションの仕方、

振り返りの仕方を学ばせ、それらを実践させることで、大学における能動的な学習の基本

となる知識、技能、態度を身につけさせる。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

研究室訪問で専門分野に触れることにより、大学における学習に対する意欲が増した。

興味ある分野に加え、まったく知らない分野の研究室に行くことで、視野が広がった。

協働作業の面白さと重要さを知ることができた。

（教員） 

ポートフォリオの意義と利用方法を理解することができた。

振り返りシートをチェックすることで、学生がどのように感じながら授業に取り組んでい

るのかを理解することができた。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

細かい部分での改善点はあるが、プログラム設計や授業運営に関しては概ね良好であった。 
学生が振り返りを行った後にお互いで話し合う時間を設けることができなかったのが残念

である。時間の組み方を工夫することで、そのような時間を確保できたら良いと思われる。

また、最後に行われるプレゼンテーションの環境の改善も考えるべき点の一つである。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

学部・学科により様々な取り組みがあることが分かった。応用理数コースは、多くの分野

が混在するコースであることから、何かに的を絞った取り組みは難しく、現在の取り組み

方で十分であると改めて感じた。研究室訪問でお世話になった先生から、短い時間での対

応なので質問内容などを十分検討してもらいたい、という要望があった。指導してきたつ

もりであるが、新入生であることを加味した細かな助言の必要性を感じた。
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生物資源産業学部 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

刑部 敬史

１．取組概要 

生物資源産業学部の SIH 道場は、４月始めの新入生オリエンテーション時に短期間集中

型導入教育として、学部を構成する応用生命、食料科学、生物生産システムの各コース教

員 2 名とコーディネーターが担当し、新入生を約 33 名の 3 班に分けて実施した。学外研

修前の事前学習、学外研修（公的機関：徳島県工業技術センター、種苗企業：竹内園芸、

農業資材メーカー: OAT アグリオの見学）、学外研修後の振り返り学習（個人プレゼンテー

ションおよび小グループ毎の KJ 法実践とポスター発表）に構成して行い、今後の専門分

野における興味関心の喚起と、今後の学習・研究に対する動機づけを行った。さらに総合

レポート作成を課すことにより、能動的学習の基盤となる学習技術を習得させた。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと）

（学生）

事後アンケートから、ほとんどの参加学生から、学外研修により専門分野への関心を高

めることができたとの回答を得た。学習技術の修得については、振り返り学習での個人プ

レゼンテーションでは、他者の主張を聞いて自分の意見との類似点、相違点を考えプレゼ

ンすることを学んだ。少グループによるＫＪ法ポスター発表では、自分の意見と他者の意

見を組み合わせることで新たなアイデアが創造できること、また積極的に議論する喜びを

実感した。総合レポート作成では学外研修で体験した様々な内容に自身で事前、事後に調

査した内容を加味して起承転結的に文章をまとめさせることができた。また、振り返り学

修には Mahara を使用することで、基礎的な情報処理学習に役立った。 
（教員） 

SIH 道場中において実施された各項目について、ルーブリック評価表により評価を行っ

たため、学習効果の評価方法の一つとして習得することができた。また、実施にあたり、

Moodle や Mahara などの学習支援システムを利用したことで、講義・演習へ反転授業、双

方向フィードバックといったアクティブ・ラーニング導入の動機付けができた。

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

新入生オリエンテーション時に SIH 道場があり、全体的に慌ただしい印象があったが、

時間配分を考慮して進めていくことで、学生への効果は十分にあったと思われた。生物資

源産業学部の学外研修先選びは学生の今後の学習意欲にダイレクトに繋がるため、一日で

見学が可能な時間配分に配慮しつつ、見学先を早めの準備で選定することで、今後の専門

分野における興味関心の喚起と、今後の学習・研究に対する動機づけに大きな効果が生ま

れると思われる。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

シンポジウムで紹介された他学部の取り組みや議論の中で、短期集中型の SIH 道場によ

って学生が実践した学修内容をいかに継続させるか、学修の程度が伸びているか定期的に

確認するなどの取り組みが重要であることを強く感じた。各年度の主要講義内で、SIH 道

場での学びを確認していける講義設定が重要である。
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４．SIH道場の実施支援に関する取組 

４－１．SIH道場の授業設計および実施に係る支援 
                      
１）概要 

開講 4 年目となる、平成 30 年度の「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の開始に向

けて、各学部・学科・コース・専攻での授業（プログラム）設計および授業実施支援のため、総合

教育センター教育改革推進部門を中心に、同センターの ICT 活用教育部門、これら部門のメンバ

ーを含む SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループが活動を行った。支援内容は、大きく次の

5 つである。①SIH 道場授業設計に関する支援、②授業で使用可能な教材コンテンツの作成、③

授業計画・実施中の随時個別相談対応、④授業担当者に対する FD の実施、⑤授業改善に向けた

評価の支援。これらの詳細について以下に述べる。 
 
２）SIH 道場授業設計に関する支援 

 SIH 道場は、①専門分野の早期体験、②ラーニングスキル（文章力・プレゼンテーション力・

協働力）の修得、③学修の振り返りの 3 つを必須要素とし、これらを組み込んだプログラム設計

を各学部・学科・コース等の単位で行う（平成 30 年度は 15 プログラムが展開）。各学部・学科・

コース等の SIH 道場の授業設計は、プログラム単位で 1 名以上選出された「授業設計コーディネ

ーター」（以下、コーディネーター）が担っている。コーディネーターは、授業実施に向けて、ア

クティブ・ラーニング型授業の設計（目的・目標・スケジュール・教材・評価等、シラバスの作

成）および授業担当者の選定などの準備を行い、実施後には次年度の改善に向けた振り返りとし

て、プログラム設計評価シートへの記入を行う。 
 コーディネーターは準備として、SIH 道場の 3 つの必須要素を組み込んだ授業の概要を「必須

項目設計表」に記し、詳細な授業展開を「授業詳細」において明確にし、これらを担当する教員

を記載した「担当者リスト」を提出する。教育改革推進部門は、これらの作成をスムーズに行え

るよう、コーディネーターを参加対象とする「SIH 道場キックオフミーティング」を開催し、「必

須項目設計表」と「授業詳細」のサンプルや実施方法のポイントを記した資料を配布し、SIH 道

場の目的、三つの必須要素を説明した上で授業設計や授業方法のポイントを解説している。加え

て、Moodle 上に、「平成 30 年度 SIH 道場コーディネーター準備コース」を作成し、「必須項目設

計表」と「授業詳細」だけでなく、授業で使用可能な教材コンテンツ等も掲載している。さらに、

昨年度の各プログラムの実施内容や実施後の振り返りを参照できるように、前年の平成 29 年度

「SIH 道場」の 16 プログラムの「必須項目設計表」や「授業詳細」も Moodle 上に掲載している。 
 
３）授業で使用可能な教材コンテンツの作成 

 SIH 道場のプログラムをそれぞれの学部・学科・コースで実施するための支援として、学生用

テキスト、反転授業用ビデオ教材、ルーブリック、e ポートフォリオ等に関する各種教材コンテン

ツを作成し提供している。これらの作成は、総合教育センター教育改革推進部門、ICT 活用教育

部門の教員に加えて、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループのメンバーが担当している。

これらの詳細について以下に述べる。 
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3.1 学生用テキスト教材 

 SIH 道場の学生用教材として、テキストを作成している。主な内容は、SIH 道場の概要と目的、

大学での学修のポイント、体験学習、ラーニングスキル、学修の振り返りの要点と解説、ワーク

シートである。巻末に簡単なブックガイドを付すことで、学生が興味関心を広げられるようにし

ている。本テキストは、SIH 道場を受講する 1 年次生全員に配布すると共に、授業担当教員を含

む全学の教員に配布している。 
テキストの内容について見直しを行い、平成 29 年度の改訂版となる平成 30 年度版を作成した。

さらに，平成 30 年度からは，スマートフォン用徳島大学アプリと連携し，アプリからスマートフ

ォンを用いてテキスト及び後述のビデオ教材を閲覧・視聴できるよう設計を行った。 
 
3.2 反転授業のビデオ教材の提供 
 反転授業用のビデオ教材として、SIH 道場の概要および三つのラーニングスキル（「文章力」「プ

レゼンテーション力」「協働力」）について、事前学修・事後学修で使用可能なビデオ教材を Moodle
上で提供している。ビデオ視聴後のクイズ（確認テスト）、参考文献リストも掲載しており、コー

ディネーター、授業担当教員は、これらのビデオ教材を用いた授業設計を行うことができる。学

生は、Moodle 上の学生用コースから、テキスト、ルーブリック、反転授業用ビデオを観て、事前

学習・事後学習に役立てられるようにしている。なお、Moodle の使用法等に関する相談について

は、e ラーニングサポート室が受けつけている。平成 30 年度は，これらの反転授業用ビデオ教材

のうち，「協働力」のコンテンツの内容を更新した。 
 

 
 
3.3 ルーブリック評価表 

 ルーブリックは評価の観点と基準を示した表であり、SIH 道場においては、学生の学修成果を

評価する際に、ルーブリックを使用することを推奨している。ルーブリックは、教員が学生のラ

ーニングスキルを評価したり、学生同士でピア評価をさせたり、学生が自己評価する際に用いる
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ことができる。現在は、サンプルルーブリックとして、ラーニングスキルの 3 つ（「文章力」「プ

レゼンテーション力」「協働力」）を作成し、SIH 道場テキストに収録し学生に示している他、反

転授業のビデオ教材と共に Moodle 上に掲載している（3 つのラーニングスキルに関する反転ビ

デオは、それぞれのスキルの観点に沿った内容となっている）。教員は、サンプルルーブリックの

電子ファイルをダウンロードし、適宜修正や加筆の上使用することができる。サンプルルーブリ

ックについては、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループにおいて、年度ごとに内容を見直

し修正を行っている。 

 

3.4 eポートフォリオ上での教員の振り返り 

 SIH道場は、アクティブ・ラーニングを用いた授業を実践しながら教員が手法を学ぶというOJT
型 FD の場でもある。授業を担当した教員は、SIH 道場終了後に e ポートフォリオ（Mahara）上

で、授業で実践した方法を記述しながら、今後も継続したいこと、改善したいこと等を振り返る

ことで今後の目標につなげることができる。そのため、昨年度と同じ形式のテンプレートと記入

例を提供した。 
 

 

 
４）授業計画・実施中の随時個別相談対応 
 コーディネーターが、SIH 道場の 3 つの必須要素を組み込んだ「必須項目設計表」、「授業詳細」

を作成する際には、教育改革推進部門が窓口となり相談を随時受け付けている。平成 30 年度は、

SIH 道場の実施 4 年目ではあるが、コーディネーターは入れ替わっているため、SIH 道場の趣旨

や学生の到達目標、目標に到達できるような授業設計をどのように行うか等について詳細な説明

が必要となった。また、実施前の準備期間だけでなく、実施中においても、学生の学修の振り返

りに使用する e ポートフォリオの使用方法など、授業を行う上で寄せられた疑問点について回答

を行った。なお、e ポートフォリオシステムの使用方法の詳細については、e ラーニングサポート

室が個別の相談に応じる等の支援を行った。 
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５）授業担当者に対する FDの実施 
 
5.1 概要 

目的： 

 平成 30 年度 SIH 道場授業担当者が大学教育再生加速プログラムの概要、当該学科の SIH 道場

の詳細について理解し、SIH 道場の授業を担当するために必要な知識と技能を習得する。また、

OJT 型の FD として、授業実施から振り返りまでのプロセスを理解し、実践できるようになる。 
 
対象者：SIH 道場授業設計コーディネーター、SIH 道場授業担当者等 
 
開催日時・場所： 

      ※ 参加対象者は計 4回のうちいずれか 1回参加する 

 
常三島キャンパス 

地域創生・国際交流会館共用室 301 
蔵本キャンパス 

藤井節郎記念医科学センター2階多目的室 1･2室 

第１回 3 月 2 日（木）17:00～18:40 3 月 1 日（水）17:00～18:40 

第２回 3 月 7 日（火）15:00～16:40 3 月 6 日（月）15:00～16:40 

 
プログラム：                            

時間 内 容 詳 細 項 目 担当者 

２０分 SIH道場の概要 
①目的・概要 
②スケジュール（設計→実施→振り返り） 

新原将義 

２５分 eポートフォリオシステム 
①システムの概要 
②学生の利用の仕方 
③教員の利用の仕方 

金西計英 

高橋暁子 

５５分 
アクティブ・ラーニングと学び

を促す評価 

①アクティブ・ラーニングとは 
②アクティブ・ラーニングの実践 
③学びを促す評価方法 

川野卓二 

吉田博 

 
主催：大学教育再生加速プログラム実施専門委員会 
 
5.2 詳細 

「SIH 道場の概要」では、SIH 道場の目標、内容、実施体制、授業設計の必須項目、教育改革推

進部門および SIH 道場コンテンツ作成 WG の提供する教材について説明を行った。さらに、SIH

道場の改善に向けた評価として、学生および教員アンケートの実施やコーディネーターが行うプ

ログラム設計評価シートによる振り返り等について説明を行った。 

「e ポートフォリオシステム」では、学生および教員が授業で学んだ内容や授業実践について振

り返りを行うための学生のツールである e ポートフォリオの使用法について説明を行った。 

「アクティブ・ラーニングと学びを促す評価」では、アクティブ・ラーニングの定義や学修効果

、ルーブリックによる評価法について説明を行った。選択式ワークとして、参加者が日頃の授業実
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践を振り返りながら行うことのできるワーク（アクティブ・ラーニング事例カード作成あるいは

ルーブック「改造」の検討）を実施した。 
 
６）授業改善に向けた評価の支援 

 SIH 道場の授業改善、プログラム改善に向けて、大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門

委員会で策定された評価指標に基づき、学生と教員の目標到達度等を把握するためのアンケート

を作成し、実施結果の集計およびとりまとめを行っている。平成 30 年度からは，手続きの簡便化

と授業設計コーディネーターの負担軽減のため，学生アンケートを Web 上で実施するよう変更を

行った。また、授業設計コーディネーターが、学生の学修成果やアンケートの集計結果を参照し、

設計したプログラムが学生の学修や研究への意欲を高めるものだったか、ラーニングスキルが修

得できるものであったか、学修の振り返りができるものであったかを振り返りための「プログラ

ム設計評価シート」を作成している。さらに、AP 実施専門委員会主催の「SIH 道場振り返りシン

ポジウム」の企画および運営を行い、平成 30 年度の各学部・学科の SIH 道場の内容や課題を全

学的に共有する機会を設定している。その他、SIH 道場に関する評価・改善ワーキンググループ

の学生委員へのインタビュー調査を行い、平成 30 年度の SIH 道場の良い点・改善点のとりまと

めを行い、SIH 道場のプログラム改善や AP 事業の自己評価の資料として提供している。 
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４－２．e ポートフォリオシステムの構築 

１．概要 

1.1 システム概要 

2015 年 4 月より e ポートフォリオシステム「Mahara（マハラ）(1)」の運用を開始した。図 1.1
にトップページを示す。Mahara は世界中で利用されているオープンソースの e ポートフォリオ

システムである。本学用のカスタマイズとして、後述する「飛ぶノート」システムとの連携機能、

「テンプレート機能」を追加したが、この 2 点以外の仕様変更はなく、標準的な Mahara となっ

ている。徳島大学の全学生および全教職員は、統合認証経由でいつでも Mahara にアクセス可能

である。

Mahara は様々な使い方が出来る汎用的な eポートフォリオシステムであるが、成果物の蓄積、

活動の振り返りレポートの作成、外部への自己 PR ページの作成を得意とする。2018 年度は、前

年度と同様に、学生は主に SIH 道場のレポート等の成果物の蓄積、SIH 道場担当教員は主に授業

実践の振り返りレポートの作成を行うことを狙った。

図 1.1 Mahara トップページ（ログイン後） 

1.2 飛ぶノート 

飛ぶノートは、スキャナなどで PDF ファイルに変換した手書きファイルを Mahara サーバの

各学生ページや教員が作成したグループページに転送するツールである。飛ぶノートと Mahara
サーバの図 1.2.1 のような連携をする。教員は担当授業で学生に課したマークシート付き手書き

レポートを集め、必要に応じてコメントを書いた後、紙ファイルをスキャナで PDF ファイルに変

換する。その後、PC のブラウザソフトを起動して「飛ぶノート」（図 1.2.2）へアクセスし、PDF
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ファイルをアップロードする。あとは飛ぶノートシステムがレポート上部のマークシートから学

籍番号を読み取り、Mahara サーバの学生ごとのファイル保存領域へファイルを自動保存する。

学生は各自で Mahara へアクセスし、教員から返却されたレポートを確認する（図 1.2.3）。 
 
 

 
図 1.2.1 飛ぶノート－Mahara 連携図（飛ぶノート利用マニュアル(2) p.2） 
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図 1.2.2 飛ぶノート PDF ファイルアップロード設定画面（飛ぶノート利用マニュアル(2) p.9） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2.3 Mahara へアップロードされた手書きレポートの例 
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1.3 テンプレート 

 Mahara は、標準機能として蓄積した学習成果を整理し、振り返りや他者へ PR するページを

作成することができる。しかし、振り返りの観点を指定したい場合などは、教員があらかじめ見

本となるページを作成し、学生が見本をコピーして一部を書き換えるほうが効果的・効率的であ

る。Mahara の標準機能でもページのコピーは可能であるが、その方法が複雑であるため、本学

では「テンプレート機能」を追加した。テンプレート例を図 1.2.3 に示す。 
 一方で、これまでテンプレート機能は広く利用されてこなかった。これはテンプレート機能の

仕様として、テンプレートを作成できるのは Mahara の管理者のみであったためだと推察される。

そこで 2016 年度からは、Mahara の標準機能を用いて、簡便にコピー・共有する設定方法を推奨

し、教員へ案内した。 
 

 
図 1.2.3 テンプレート例 
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２．利用状況 

2.1 全体 

本稿執筆時点（2019 年 1 月 28 日 13：00）において、登録ユーザ数は 11,100 人、グループ数

は 151 である。表 2.1.1 および図 2.1.1 に示すとおり、毎年度ユーザ数は増えている。 
 
表 2.1.1. 年度別ユーザ数 

 2015 年度 
（2016 年 3 月

31 日時点） 

2016 年度 
（2017年 3月 31日

時点） 

2017 年度 
（2018 年 3 月 31
日時点） 

2018 年度 
（2019年1月 28
日時点） 

登録ユーザ数 2,463 人 4,202 人 8,999 人 11,100 人 
 

 
図 2.1.1. 年度別ユーザ数の推移 

 
もっとも利用されているのはファイルのアップロード機能である。四半期ごとのファイル更新

数を表 2.1.2 および図 2.1.2 に示す。2018 年度は、前年度より 4-6 期のアップロード数が落ち込

んでいるが、他の期はほぼ横ばいと考えられる。また、2015 年度は後期の利用が極端に落ち込ん

だが、2016 年度～2018 年度は後期になっても活発に利用されていることがわかった。 
 

表 2.1.2. ファイル更新数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

4-6 月期 1,019 1,297 2,423 1,527 
7-9 月期 1,195 924 1,707 1,543 

10-12 月期 709 1,267 1,498 1,336 
1-3 月期 156 1,456 1,239 － 

総計 3,079 4,942 6,867 4,406 
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図 2.1.2. 年度別ファイル更新数 

 
 なお、アップロードされたファイルのうち、「飛ぶノート」を活用した手書きレポートについて、

四半期ごとのファイル数を表 2.1.3.に示す。2015 年度は 2450 ファイル、2016 年度は 4,224 ファ

イル、2017 年度は 3,612 ファイル、2018 年度は 3,466 ファイルであった（管理者ユーザの利用

を除く）。図 2.1.3 に示すようにアップロードされたファイルのうち、2015 年度は 80.0％、2016
年度は 85.3％、2017 年度は 52.6％、2018 年度は 78.7％が、飛ぶノートを利用してアップロード

された手書きレポートだと考えられる。2017 年度のみ飛ぶノートと飛ぶノート以外のファイルア

ップロードが半々であったが、それ以外の年度はファイルアップロードの 8 割程度は飛ぶノート

の利用だと思われる。 
 

表 2.1.3. 飛ぶノートを利用したファイル更新数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

4-6 月期 902 1,617 1,420 1,438 
7-9 月期 966 416 964 1,006 

10-12 月期 517 943 1,228 1,022 
1-3 月期 65 1,248 1,195 － 

総計 2,450 4,224 3,612 3,466 
 

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度

ファイル更新数

4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期

207



 
図 2.1.3.飛ぶノートと飛ぶノート以外のファイル更新割合 

 
また、プロファイルページ（自己紹介ページ）やグループページ等を除いた、個人が独自に作

成したページについて、四半期ごとのページ更新数を表 2.1.4 および図 2.1.4 に示す。2016 年度

のページ更新数は総計 1,195 であり、前年度の３倍に迫っている。その後、2017 年度は 958、
2018 年度 1,077 と、横ばい状態である。また、2016 年度～2018 年度は、4-6 月期に多くのペー

ジ更新がある。 
表 2.1.4. ページ更新数 

 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

4-6 月期 130 827 725 767 
7-9 月期 181 131 15 211 

10-12 月期 112 178 100 99 
1-3 月期 3 59 118 － 

総計 426 1,195 958 1,077 

 

図 2.1.4. 年度別ページ更新数 
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さらに、Mahara では個人が作ったページなどを他者へ公開設定をすることで閲覧者からコメ

ントをもらうことが可能となる。四半期ごとのコメント数を表 2.1.5 および図 2.1.5 に示す。2016
年度はコメント総数が 1,635 であり、前年度より活発な意見交換がなされていた。2017 年度は

938、2018 年度は 12 月末時点で 715 と、どちらも 2016 年度より少ない。 
 

表 2.1.5. コメント数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 

4-6 月期 16 446 422 571 
7-9 月期 140 169 0 120 

10-12 月期 242 531 366 24 
1-3 月期 289 489 150 － 

総計 687 1,635 938 715 
 
 

 
図 2.1.5. 年度別コメント更新数  
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2.2 学生による利用状況 

学生による利用は、成果物のアップロードが主なものだと考えられる。Mahara とともに導入

した「飛ぶノート」を用いた手書きレポート（図 1.2.3）や、PDF ファイル、PowerPoint ファイ

ルなどが Mahara へアップロードされていた。 
また、前年度に引き続き、SIH 道場の振り返りページを確認することができた。Mahara 上に

教員がグループを作成して振り返りフォーマットを用意し（図 2.2.1）、学生はコピーして振り返

りページを作成し、教員がコメントを返信する形での振り返り活動（図 2.2.2）が行われたと思わ

れる。 
 

 
図 2.2.1 振り返りレポートのフォーマット例 

 

 
図 2.2.2 学生が作成した振り返りページの例  

担当教員によるコメント 
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2.3 教員による利用状況 

2018 年度は、前年度に引き続き、SIH 道場担当教員を対象に、授業の振り返りを行うためのテ

ンプレートを用意した（図 2.3.1）。教員は担当授業終了後、部局毎に用意したテンプレートをコ

ピーして、記入のヒントなどを参考に授業を振り返るページを作成してもらうこととした。作成

例を図 2.3.2 に示す。教員の振り返りレポートは、「2018SIH 道場担当教員」というグループ内で

公開し、授業担当教員同士で閲覧可能とした。なお、2018 年度も前年に引き続き、振り返りレポ

ートの共有が自動的に行われるように設定した。 

 
図 2.3.1 教員用テンプレート 

 

図 2.3.2 教員の振り返りレポート例  
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2.4 その他の利用 

Mahara には SIH 道場以外にも、授業のページがいくつか作成されていた（図 2.4.1）。2.1 で

示したように、SIH 道場実施期間以外にも Mahara の利用が活発になっており、様々な教育場面

で Mahara が活用されつつあると考えられる。 
 

 
図 2.4.1 授業ページ例（情報メディアと教育） 

 

３．まとめと今後の課題 

 2018 年度においては、Mahara 登録ユーザ数は１万人を超えた。Mahara の実運用が 4 年目と

なり徳島大学のほとんどの構成員が Mahara へ登録されていると思われる。また、2016 年度以降

はページ更新数などが大幅に伸びることはなく、横ばい状態であった。様々な学習活動に Mahara
を用いることが一般的になってきたと考えられる一方で、一部のユーザやプロジェクトによる利

用にとどまっている可能性もある。今後も引き続き、Mahara を用いた振り返り活動の事例の紹

介や、ICT が苦手な教職員に対する個別相談会の実施などによって、まだ e ポートフォリオシス

テムを利用したことがないユーザへの普及につなげていきたい。 
 
参考文献 

(1) Mahara，https://mahara.org/ 
(2) 飛ぶノート利用マニュアル 3.0 版（2015）, https://moo2.chi.tokushima-

u.ac.jp/course/view.php?id=227（教職員限定ページで公開） 
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